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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　バレンタイン・デー。

　聖なる日、なんだってね。

　男の子は、みんなソワソワ。

　女の子は、みんなドキドキ。

　さあ、ホイップに恋心をひと滴しずく。

　ほら、ガナッシュに願いを込めて。

　テンパリング、テンパリング、もひとつテンパリング。

　甘いね、キミの恋。

　もがけ、乙女たち。

　急がないとチョコが溶けちゃう。

　急げ急げ、急いでおくれ。

　さもないと万ばん虐ぎやくの扉が開いちゃうぞ。





作・テンペランス・フォンターナ







プロローグ







　ササラ・ビョルンストライドは、ずらりとならべられた材料や道具を前に、唇を引きしめた。

　頼れる者は、だれもいない。信じられるのは、自らの知識と行動力だけ。

　場所は、魔界大使館の調理室。

　目の前にならべられているのは、チョコレートをつくるための材料と道具の数々。

　あす二月一四日は、バレンタイン・デー。人間界の聖なる日。

　女性が、好意をもっている男性へチョコをプレゼントする日なのだという。

　カラミティ、トルネイド、ディファの三人からその情報を仕入れたササラは、チョコづくりに必要な材料と道具をそろえてもらったあと、忠実なメイドたちに魔界で待機しておくよう命じた。

「プレゼントするチョコは、手づくりが基本とのことです」とカラミティが言っていた。

「溶かして、また固めるだけ。手づくり言わない」とトルネイドがつぶやいていた。

「あぅ、ひぃ、姫様の手づくり、食べたい」とディファが瞳ひとみをうるうるさせていた。

　メイドたちはきっと、チョコづくりを事細かに手伝ってくれるだろう。ササラが刃物に手を伸ばそうものなら、悲鳴をあげてそれを奪いとり、とめるよりも先にさっさとチョコを刻きざんでしまうに違いない。

　それでは、〝手づくり〟ではなく〝メイドづくり〟になってしまう。

　だから、魔界で大人おとなしくしているよう念入りに命じた。あと、シルティシャープにも。

　ほんのちょっと目を離した隙すきに、用意したチョコレートの大半を勝手に食べてしまったから……。勢いよくガツガツと。

　始し祖そ竜りゆうの少女とは、きょうの朝に唇を重ねた。これで、｛傀儡回しプレイヤー｝の力は三日ほど働かない。だから彼女も、その間だけ魔界で遊んでもらうことにした。

「それでは、さっそく、あるいはすみやかに始め、あるいはとりかかりましょう」

　七色の髪を後ろで束たばね、エプロンをつけ、腕まくりをしたササラは、おもむろに包丁へ手を伸ばした。チョコづくりの手順は頭に叩たたき込んである。あとは実践あるのみ。

　包丁で、用意してもらった板状のチョコを刻んでいく。丁てい寧ねいに、丁寧に、丁寧に。

　まな板の上で、細かく、細かく、細かく。でも……、どのくらい細かくすればいいのだろう？　ミキサーを使ったほうが効率的なのでは？　チョコが溶けかかってきたけど、大丈夫なのだろうか？　包丁の握り方や使い方は、これで正しいのか？

「……………」

　指先についたチョコを、ペロッとなめてみた。ん、甘い。

　チョコをひとなめしただけで、頭のもやもやが吹き飛んでいく。

　気をとり直し、再び包丁をもつ手に力を入れた。そのときだった。

「某それがしにも、チョコをちょこっとだけ、ペロペロさせておくれ」

　すぐ横から、低い声が聞こえてきた。

「きゃ!?　だ、だれ？　あるいは……痛つっ」

　左手の人差し指に、ピリッとひりつくような痛みを感じた。

　驚いた拍子に、包丁で切ってしまったのだ。

　ササラは傷を見て、すぐにまた声の主ぬしに目をむけた。

　手の届く距離に立っていたのは、子どものように背の低い女性だった。身長は、ササラの胸もとまでしかない。

　テンペランス・フォンターナ。フォンターナ公こう爵しやく家けの第九女。

　ヘルメットのような黒髪。まぶたが半分ほど落ちたとろ～んとした目。フリフリやリボンをこれでもかとつけた漆しつ黒こくの衣服は、ニッポン国でいうところのゴシック・ロリータ・ドレスである。

　髪が黒々としているため、遠目にはニッポン国人と見分けのつかない外見であるものの、肌は異様なほど白く、瞳ひとみは凍こごえそうなほど澄すみ渡った空色だから、こうしてそばに立つと生きつ粋すいの魔界人であることがよくわかる。

「テンピィ？」

「姫様、血が出てる。某にペロペロさせておくれ」

「あ……」

　ササラの左手をとったテンペランスが、ちゅぱ、と人差し指に唇を押しつけた。まるで、母の乳房に吸いつく赤子のように。

　にゅるにゅるれろれろ、と彼女の舌が傷口を這はい回る。

「テンピィ、くすぐったい、あるいは変な感じです。もうそのくらいで……」

　ササラが言うと、テンペランスはすぐに口を離してくれた。見ると、人差し指から傷が消えている。

「ありがとう、あるいは感謝します」

　ササラの言葉で、テンペランスが眠そうな目をさらに細めた。こういう表情だけを見れば、本当に可愛かわいらしい女の子なのだが……。ロリータ・ファッションも可愛らしいし。

「テンピィ、どうしてここに？　あるいはなにかの用事ですか？」

「姫様のお菓子づくり、手伝わせておくれ」

「もしかして、カラミティたちに頼まれた、あるいはお願いされたのですか？」

「情報源は姫様のメイド衆。ではあるものの、某は某の意志と狙ねらいのもとに渡界したのであり、メイド衆に頼まれたり願われたりしたのではないことをここに宣言させておくれ」

「そうですか……テンピィが手伝ってくれる、あるいは補助を申し出てくれることは嬉うれしい、あるいはありがたいのですが……わたしはひとりで、あるいはだれの力も借りずにチョコレートをつくりたい、あるいは完成させたいのです」

「むぅ。ならば、見学させておくれ」

「見学、あるいは座ざ視しするだけなら、いっこうに構いません、あるいはご自由にどうぞ」

　許可を出すと、テンペランスがまたスッと目を細めた。もともと眠そうな目だから、もうほとんど線になっている。それを愛らしく思うのと同時に、どこかひんやりとした冷気をまとっているようにも感じて……、思わず身構えてしまいそうになる。

｛魔界の至宝｝長女、スキュース・フォンターナ。

｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝二女、カカ・フォンターナ。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝三女、リイザ・フォンターナ。

　トップ・スリーの陰に隠れてあまり目立たないとはいえ、フォンターナ公こう爵しやく家けのひと桁けた台だいに名を連つらねた娘たちは、圧倒的な魔力を誇る大魔女ばかり。

　九女のテンペランスもまた数々の伝説をつくり、これからもつくり続けていくであろうひと桁台の娘だから……、身にまとう空気は重厚と呼ぶに相応ふさわしいものをもっている。

　ササラは胸の奥に力を込め、エプロンの両りよう脇わきをぎゅっと握りしめた。

　テンペランスは、無意識のうちに可愛かわいらしくも他ほかを圧するような鋭気を振りまいているのだ。そこに悪意はない……、はず。












　いまは気け圧おされている場合ではない。チョコをつくり、あしたに迫ったバレンタイン・デーに備そなえなければ。

「それではテンピィ、その辺に腰を下ろして、あるいは適当な場所でくつろいでいて下さい。わたしはチョコづくり、あるいは大切な作業を始め、あるいは再開したいと思います」

「姫様、これを使っておくれ」

　調理台にむき直ったササラに、テンペランスが小さな革袋を差し出してきた。てのひらにちょこんとのるような、本当に小さな革袋である。

「？」

「これは魔法の粉。某それがしのオススメだから、使っておくれ」

「粉、あるいはパウダーですか？」

「姫様の願いを教えておくれ。この粉に願いを込めて、レッツ・トライ」

「願い、あるいは望みを、って、テンピィ、もしかして……」

「そう。姫様ビンゴ。これは願望を現実にするパウダー。きっとおいしいチョコができるはず。お菓子にパラッとひとふりしておくれ」

　ササラは唇を引きしめた。願望パウダー。願ったことを現実にしてくれる魔法の粉。

　偶然にも、あしたはバレンタイン・デーで……。





一章　手づくりへの道







　キュート・フォンターナは汗でしめった体操服を脱ぎ、丁てい寧ねいにたたんでから体操服袋に押し込んだ。

　すぐ横で黒くろ媛ひめも着替えている。彼女の大きな胸のむこうで、巴ともえが細い腰からふとももへ、そして足首へとスパッツを下ろしていく。

　黒媛や巴の動きを横目に捉とらえながら、キュートはブラに指をかけて引っ張り、わずかに隙すき間をつくったあと、そこへ、ふーっと息を吹き込んだ。ちょっと涼しい。

　いま女子更衣室に充満しているのは、甘くやわらかな女の子の体熱。プラス、少々強すぎる暖房の送風。

　体育を終えたスターライトの女の子たちが、下着姿で肩を寄せ合い、おしゃべりしながら体にこもった熱を逃がしている。

　それほどひろくない空間に、高等部の子たちが一〇数人。

　みんなそれぞれ、思い思いの格好で体に溜たまった疲労と熱を外へ追い出そうとしているけど、暖房がききすぎているため時間がかかりそうである。かといって更衣室の外に出れば、一気に体が冷えて風邪をひいてしまうだろう。二月中旬に入ったニッポン国の空気は、たとえ建物の中であっても、冷凍術式を暴走させたかのような寒々しさなのだから。

　だからみんな、もわっと熱のこもった更衣室から出ようとしない。

　立っている子。ベンチに座っている子。鏡を覗のぞき込んでいる子。隣の子のブラを引っ張っている子。汗をふいている子。笑い合っている子たち。

　ほとんどの子が下着姿。

　汗が乾いても、すぐさま制服に袖そでを通そうとする子はいない。

　匂においや汚れが気にならない女の子は、少なくともスターライトには皆かい無むだから。

　濡ぬらしたタオルや化粧水で湿らせたシートで肌をきれいにしたあと、ひと心地ごこちついてからでないと制服には手を伸ばさない。それが、いつもの流れ。

　ニッポン国の住人は清潔な人が多い、となにかの本で読んだことがある。人間界でも、特にきれい好きな国民性なのだという。

　お風ふ呂ろには毎日入るし、髪や体だってほとんどの人が毎日洗っている。朝晩欠かさずシャワーを浴びる人もいるというから驚きだ。魔界の砂漠地帯で生きている者たちにとっては、夢のような暮らしだろう。人間界にも砂漠があると聞いているが、そこで生きる人々はどうなのだろうか……。

　少なくともニッポン国は平和で、安全で、水や食料も豊富だ。争いや餓うえもない。

　そんな国で生まれ育ったから、黒くろ媛ひめの髪はいつも上品な艶つやを帯びているし、巴ともえの肌だって澄すみきった湖水のような透明感を保つことができているのだろう。

　黒媛の胸やスタイルのよさが羨うらやましい。

　巴のスレンダーな体のラインも羨ましい。

　ナイモノネダリ。わかってるけど……。

　自分のスタイルは、あまりにお子ちゃまだから……。

　スタイルだけじゃない。まともに使える魔法は幻げん術じゆつだけ……。

　外見も、中身も、オチコボレ。オチコボレ。オチコボレ。オチコボレ。オチコボレ。

　そんな単語が、頭の中を舞っている。無数に。目め障ざわりなほどたくさん。

　キュートは、顔のすぐそばでぷるん、たぷんとゆれている黒媛の胸をぼんやりと見つめた。幾き何か学がく模様の凝こった刺し繡しゆうに縁ふちどられた青いブラが、とてもよく似合っている。

「ん、どうしたキュート？」

　キュートの視線に気づいた黒媛が、いつもの余裕たっぷりな笑みをむけてきた。

　上下とも黒い下着姿になった巴も、淑しとやかな微笑ほほえみをむけてくる。

　キュートは、頭に浮かんだ〝オチコボレ〟という文字を蹴けり飛ばしたあと、

「どうしたもこうしたも、黒媛の胸って、年中無休で、なんていうか、立派よね」

　嫉しつ妬と混じりにつん、つん、と立派すぎる胸をつついてやった。ぷるるん。

「あ、そ、そうか？〝立派〟だと言ってもらえるのは嬉うれしいが、道を歩いてるとジロジロ見られるし、走ると邪魔だし、あまり得なことはないぞ。わたしより、巴ともえやキュートのほうが女の子らしいと思うんだが、な」

　わずかに頰ほおを紅あかくした黒くろ媛ひめが、巴とキュートの胸へ交互に目をむけた。

　巴が、ふわふわと綿毛を飛ばすかのようなゆるやかさで、そっと目を細めた。「わたしなんかより、黒媛のほうがずっと女の子らしいよ」とでも言いたいのだろう。

　キュートも同意見なのだが……、巴のようにさらりと受け流すことができない。

　自分の胸は、とてもじゃないけど黒媛のモノとは比較にならないから。それどころか、巴よりもずっと質量不足であることは測定するまでもなく明らかで。

「大きいってことは、いいことよ。うん、迫力あるし、ね」

　キュートは無理やり笑顔をつくり、黒媛と巴へむけた。彼女たちも、それぞれに笑みを返してくれる。

　唇を微笑ほほえみのかたちに固定しながら、キュートは思った。

　スキュースやカカやリイザ、その他ほかにも多くの姉たちは、かたちもボリュームも素晴らしいモノをもっている。妹として誇らしいし、羨うらやましい。スイートは横に置いといて……。

　自分も、いつか、姉たちのようなスタイルを手に入れることができるのだろうか？

　自分がナイス・バディって……、ちょっと想像できないけど……。その前にフォンターナ公こう爵しやく家けの娘として、それ相応の魔力を行使できるようになるのだろうか？

　キュート・フォンターナというデキソコナイが、確かな自信を手にオチコボレを卒業できる日が、果たしてやってくるのだろうか？　姉たちのように。

　せめて、自信をもてるモノがひとつでもあれば……。唯一まともに術式組成ができる幻げん術じゆつも、人間と比べていくらか強力というだけで、魔族の中では劣等に属するし。

　微妙に落ち込んできた。考えれば考えるほど深みにはまっていくような気がする。

　不意に、「きゃ～ん♪」と歓喜を弾はじけさせたような声が聞こえてきた。

　見ると、一年の子が近くの子にべったりと抱きついていた。ふたりとも下着姿で、完全密着状態だ。肌と肌、ブラとブラをこすり合わせている。

「サツキが、やっとサトウくんにチョコ渡す決意を固めましたぁ！」

「やだユメカったら、もうっ」

　おぉっと周囲からどよめきが沸わき起こる。

「とうとういくか！」「手づくり攻撃？」「サツキなら大丈夫よ」「ぐはぁ、つき合うのかぁ、恨めしやぁ」「不純異性交遊反対っ！」「処女懐かい胎たい同盟の誓いを忘れたかっ！」

　女の子たちが、サツキとユメカに群がっていく。が、キュートにはなにがなんだかわからない。

　チョコって、チョコレートのこと？　大好きなお菓子だけど、チョコを渡してどうするの？　サトウくんって甘い物好き？

　顔を真っ赤にしているサツキの様子から、なんとなく男女間の恋愛話に関係することのようだけど、チョコを渡す狙ねらいがよくわからない。だから、

「ねえ、チョコを渡してどうするの？」

　黒くろ媛ひめにたずねた。

　顔を寄せ合う女の子たちを、どこかぽ～っとした顔で眺めていた彼女が、ビクッと身を縮めた。

「あ、ああ、あしたはバレンタイン・デーだからな」

「ばれんたいん・でー？」

「人間界こつちじゃ、女の子が好きな相手にプレゼントを渡す日なんだ。贈り物はカードだったりマフラーだったりといろいろだが、チョコレートが一般的だな」

「あしたは、チョコを贈る日なの？　好きな人に？」

「まあ、好きな人がいたらの話だけどな。あの子は、どうやら決意を固めたらしい。見習わないと、な」

　黒媛が、再びサツキに目をむけた。彼女の瞳ひとみにはいま、羨うらやましそうな、憧あこがれるような、尊敬するような、そんな色が浮かんでいる。

　見習う？　黒媛も、チョコを贈りたい相手がいるのだろうか？

　決意を固めてまで……。その相手って……。

　巴ともえも、どこかまぶしそうにきゃあきゃあ騒いでいる女の子たちへ目をむけている。

　黒媛が、フッと息をついた。

「まあ、わたしたちは、あさっての能力発表会に標準を合わせておかないといけないし……バレンタインは、ん～、どうするか、な……」

　黒媛が、チラッ、チラッとキュートと巴へ視線を投げたあと、ひょいと眉まゆをあげた。

　巴が、恥ずかしそうに目を伏せた。

　暖房の風にのって、どこかギクシャクとした空気が流れていく。

　黒媛も巴も、だれか気になる相手がいるようだけど。それはだれ？

　もしかして……、彼？

　思わず、ある少年の笑顔が脳裏に浮かんでくる。

　春日かすが理り刀と。

　彼はニッポン国で生まれ育った男の子だから、当然、バレンタイン・デーを意識しているはず。

　あした。

　二月一四日。

　バレンタイン・デー。

　女の子から、好きな人へプレゼントを渡す日。

　チョコを渡すという行為はつまり「あなたに好意をもっています」という意思表示に他ほかならなくて。

　バレンタイン・デーのことをくわしく知らないから、どの程度の想おもいを伝える日なのかキュートにはわからない。わからないけど……………無理、無理無理。

　気持ちの整理をするのに一日じゃ、とてもとても、無理、無理無理。

　黒くろ媛ひめたちも、二日後の能力発表会に標準を合わせているようだし。

　星影祭と違って大ホールの観客席が埋まるようなことはないものの、政財界のスカウトたちが競きそって顔を出すという発表会。

　スカウトされたいなんて思ってないけど、手を抜くつもりは微み塵じんもない。

　フォンターナ家の紋章を背負っているのだから。

　能力開発学科ペンタグラムに籍を置かせてもらっている、という恩義もある。

　だから、全力でがんばるつもりだ。

　全力で……、といっても幻げん術じゆつしかできないけど。

　発表会の前には、能力値測定もあると聞いている。

　身体測定もそうだけど、自分のなにかを測られ数値化されるのは、ちょっと苦手。

　苦手だけど、魔界ではダメな自分だけど、それでも、人間に負けるわけにはいかない。

「とにかく、バレンタイン・デーで浮かれてなんかいられないわ。あさっての能力発表会、負けないわよ」

　キュートは表情を引きしめ、唇に挑戦的な微笑を貼はりつけ、握った拳こぶしを振りあげ、黒媛へ、続けて巴ともえへ目をむけた。

「望むところだ」

　黒媛の大きな胸が、ぷるるんとゆれ、

「お互い、がんばりましょ」

　巴のなめらかな頰ほおに光が流れ落ちた。

「……がんばる、わよ」

　そう言ってはみたものの、やっぱり……。

　バレンタイン・デーのことが、頭から離れなくて。


　　　★★★



　スイート・フォンターナは、地下学院の職員室に足を踏み入れた。クラス委員長として、集めたレポートをもってきたのだ。

　職員室には、ひとつの影しかなかった。

　机上の小箱に顔を近づけ、一心不乱に作業をしていたのは、フォンターナ姉妹の三八女、ネクロ・フォンターナ。封印庭アーク学科の講師である。

　魔導書バイブル学科の講師である二七女のルルディは、講義が終わるなりさっさと姿を消してしまったから……。レポートは、彼女の机に置いておけば大丈夫だろう。

　スイートは、足音に気をつかうことなくルルディの席へ近づき、その上にレポートの束を置いた。そして、隣の席で封印庭アークと思おぼしき小箱に意識を集中させているネクロに目をむける。このまま黙って立ち去ってもいいのだが、それではなんだか胸にもやもやしたモノが残ってしまう。ここは、礼儀正しく声をかけていくべきだろう。間違いなく提出物をもってきた、という確認もしてほしい。

　視界の隅に入っているはずなのに、ネクロは顔をあげようとしてくれない。てのひらサイズの小箱をジ───ッと覗のぞき込みながら、細いピンセットのような道具をもぞもぞと動かし続けている。

　封印庭制作に没頭しているときの彼女は、完全に自分の世界をつくり出しているため、少々の物音ではビクともしない。ザ・ネクロワールドは、興味のない外部情報をすべてシャットアウトする。

「ネクロお姉様」

　普通に呼びかけても、

「……………」

　返ってくるのは無言だけ。

「ネ・ク・ロ・お姉様っ」

「……………」

　少しだけ声を大きくしてもダメ。

「ネクロお姉様っ！」

「……………」

　ピクッと肩が動いたが、それだけ。封印庭から顔をあげようとはしてくれない。

　スイートはネクロに歩み寄り、その肩をやんわりとゆらした。

「ネクロお姉様、ちょっとよろしいですか？」

「お？　ぅわっ、なんやスイート、急に跳躍とんできたらビックリするやないの」

　ネクロが、わずかにズレ落ちたメガネを指先で押しあげながら、ようやく顔をむけてくれた。毛先が肩にかかる長さの髪は、手入れをすれば目を見張るような金色に輝くであろうなめらかさをもっているのに、相変わらずボサボサのままである。もったいない。

「お仕事中にお邪魔してしまい、申し訳ありません。わたくし、クラスで集めたレポートをもってきたのですが、あいにくルルディお姉様がご不在でしたので、提出物これを机の上に置いていこうと思いますの。確認して頂けますか？」

　跳躍んできたのではなく、お姉様には歩いて近づきました。職員室へ入るときはノックもしましたし、ドアを開けて入室し、そして閉めました。とは面倒だから説明しない。ネクロの素すっ頓とん狂きような反応に、ことさらツッコミを入れるつもりはない。

「んぁ、提出物レポート？　あぁ、はいはい、ルルディ姉様に言っとくけん」

「ありがとうございます。これで、胸のつかえがとれましたわ」

「胸のつかえ？」

　ネクロが、予告もなくスイートの胸に手を当て、さわさわとさすり始めた。

「ゃん、あぁ、む、胸そのものに異物が引っかかっているわけではありません。わたくしが言いたいのは……」

「そんなん、わかっとるよ。ちょっとふざけただけやん。ふふ、スイートったら可愛かわいらしかね……………胸も、ね」

　ピクッ、とこめかみが痙けい攣れんするのを感じたものの、「胸も」という言葉は強制的に聞き流した。下へ手たに嚙かみつくと、面倒なことになりかねないから……。ふた桁けた台だいの姉たちに話しかける際は、それなりに用心が必要だ。ネクロは、フォンターナ家でも数少ない〝良識〟をもった〝常識派〟だが、それでも気は抜けない。

　スイートはここで、ふと思い出した。授業中、ルルディが言っていたことがある。

『何事も、その神しん髄ずいを究きわめるためには、長い年月が必要だ』と。つまり、魔導書バイブルであれなんであれ、その道を究めるためには簡単に投げ出すな、といったことなのだが……。

「唐突かもしれませんが、質問してもよろしいですか？」

「質問？　なになに？」












「ネクロお姉様は、その道を究きわめるコツとはどのようなモノだとお考えですか？」

　ルルディは魔導書バイブル。ネクロは封印庭アーク。進む〝道〟は違えど、参考になる言葉が聞けるかもしれない。

「その道を究めるコツ？」

「はい。ルルディお姉様が仰おつしやっていましたの。神しん髄ずいを究めるためには、長い年月が必要だと。ですから……」

「言葉まんまやん。究めるまで気長にやればいいんやない？」

「………確かにネクロお姉様の仰る通りですわ。ですが、わたくしはいわゆる要コ領ツのようなものをお聞きできれば、と思いましたの。為ためになるお話を拝聴できれば、神髄にたどり着く時間を短縮できるかもしれませんから」

「ふ～ん、勉強熱心やね」

「恐れ入りますわ」

「でも、あんま勉強しすぎるとバカになるよ」

「…………仰りたいことはわかります。バカにならないよう細心の注意を払いながら勉学に励はげんでいますので、その点はご心配なく」

「でも、バカになったスイートも可愛かわいいやろねぇ」

「……………バカになった姿をお見せできないのが、非常に残念ですわ。ご期待に添えられず申し訳ありません。で、道を究めるコツについてですが……」

「コツなんて、人それぞれやん。自分で見つけんと、意味なかよ？　それに、道には終わりがなかけん、神髄とか考えとっても無意味やと思うけどね」

「その考え方ならば、ネクロお姉様も、まだまだ道みち半なかばということになりますが……それは、ちょっと信じられませんわ」

「どんな道にも、〝終着地ゴール〟はなかよ。あったらつまらんやん。ウチは、自分が未熟って知っとるから、ただただ道を歩き続けることしかできんよ。ま、好きなことやけん、ちぃとも苦にならんけどね」

　ネクロが、そっと目を細めた。力みも構えもない、無防備すぎる笑みである。

　なるほど、とスイートはうなずいた。

　封印庭学科の講師であるネクロが、自らを〝未熟〟だと評している。よくも悪くも正直で裏表のない彼女の性格上、謙けん遜そんではないだろう。三八女レベルにそんなことを言われたら、六六六女である自分が砂粒より小さく見えてくる。

　魔導書の〝道〟にも終わりはない、ということか。

　ネクロは、封印庭が好きだから、その道を往ゆくことが苦にならないと言った。

　スイートは思った。好き。この感情だけは負けない。技術や経験が及ばないとしても、〝好き〟だけは負けない。魔導書を書くことが大好きな自分だけは、決して裏切らない。

　幼い頃ころ、刃は哭なから読んでもらった魔導書バイブル。母の声が、いまでも耳に残っている。キュートといっしょの布団。ベッドの横には刃哭。心地ここちいい香り。あたたかい部屋。幸せな時間。

　スイートは、見えない魔導書を心の中で抱きしめた。

　魔族は、生まれ出いでたその瞬間から魔法を使うことができる。そんな種族にとって、魔導書とは〝手引書〟なのである。

　人間界の本に例たとえるなら、『楽しい自転車ののり方』『鉄棒遊び・初級編』『転ばない全力疾走法』といったモノになるだろうか。

　手引き書といえど、幼い頃に何度も読み聞かせてもらい、たくさん触れ続けた魔導書によって、その魔族の得意分野が決まることもある。

　もちろん、超のつくトップクラスが記しるした魔導書は〝手引き書〟の域には収まらない。

　著名なところでは、明星術式を発見したフィラデルフィが遺のこした『ヴィーナス・フィーバー』や長女のスキュースが著あらわし、｛魔界の至宝｝というふたつ名で呼ばれるキッカケとなった『フローズン・ワールド』がある。こういったレベルになれば、もはや〝本〟ではなく、ひとつの〝歴史〟と呼ばなければならないだろう。あるいは〝伝説〟か。

　スイートは、メガネの奥で瞬またたく美しい姉の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　そんな六六六女の視線を受けたネクロが、ふにゃっと人好きのする笑みを浮かべた。

「スイートはまだ、コツとか小難しいこと考えんでよかよ。とにかく流れに身を任せてやればいいんやない？　ウチは、ちっちゃい頃から封印庭アークが好きやったけど、本腰入れて勉強ば始めたのはスイートくらいのときやったよ。んで、いまでも相変わらず楽しくつくっとる。いまは、息抜きもかねてお菓子の家を制作中」

　お菓子の家？

　スイートは、ネクロの机に置かれた小箱に視線を移した。

　てのひら大の箱の中に、丸太小屋のようなモノが見える。お菓子の家というからには、舌に甘い材質なのだろうか？　食べられる？

　封印庭やお菓子の家に興味はないが、ネクロと話せてよかった。

　スイートは、姉に顔をむけた。ずっとずっとずぅ～っと上の存在がいまだに道みち半なかばなら、自分などはスタート地点さえ通過していないと考えるべきだ。面白い。実に面白い。いますぐ図書室に駆け込み、魔導書にかじりつきたいという欲求が膨れあがってくる。

〝よし、やるぞ！〟という気持ちを胸に、

「勉強になりましたわ。お仕事中にお邪魔して、本当に申し訳ありませんでした。それでは、これで失礼します」

　ネクロに頭を下げようとしたそのときだった。

「六七女のゴルゴンゾラでぇ～す！」

「六八女のパルメザンでぇ～す！」

「「ふたり合わせて、ゴルパルツインズでぇぇぇす！」」

　突如として、面倒なふたりが跳躍とんできた。

　内心で顔をしかめながらも、スイートは笑みをつくって双子を迎えた。

「あら、ゴルゴンゾラお姉様とパルメザンお姉様、どうなさいました？」

「「はぁ～いスイート、青春してる？」」

　黒いサングラスを頭にのせ、黒革のベストとパンツとブーツというまったく同じ出いで立ちのツインズが、同時に右手をひろげた。彼女たちの違いは、金と銀の髪色だけ。

「お陰様で、充実した日々を送ることができていますわ」

　当たり障さわりのないこたえを返しておく。興味半分にじゃれつかれたら堪たまらない。二匹の猫を前にしたゴムボールの心境だ。

「あんたら、またなんかイタズラしにきたやろ？」

　スイートとは違い、ネクロは露ろ骨こつに唇を歪ゆがめているけど。

　ツインズの視線がネクロに移ったため、スイートはわずかに息をついた。

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、はやくもオモチャを前にした猫のようにキラキラな瞳ひとみをしているから、ちょっと、いや、かなり恐こわい。

　申し訳ないけど、六六六女の自分では、六七女と六八女のふたりを相手にすることなど到底無理だから……、ここは三八女にまかせたほうがいい。

　スイートは、そろり、そろり、そろ～りと後あと退ずさりしながら、入ってきたドアを目指した。

　下へ手たに跳躍して逃げれば、ツインズに目をつけられてしまう。彼女たちの気を惹ひけば、もうお終しまいだ。どこへ逃げても必ず捕まり、遊び相手をさせられるだろう。

「パル、ネクロ姉様ってば、また封印庭アークつくってるよ」

「ゴル、ネクロ姉様タイプって、人間界じゃなんて呼ばれてるか知ってる？」

「知ってる知ってる。ウォータークールって呼ばれてんだよね？」

「ちぃ～がぁ～うぅ～よぉ～。ゴルったらぁ～、それじゃあぁ～、単語引き伸ばしすぎだよぉ～。ウォータークールじゃなくて、〝ヲタク〟だよぉ～」

「ヲタクって新人類なんだよね？」

「ニュータイプなんだよ」

「そのうち〝親父にも殴られたことないのにっ！〟とか甘ちゃんなこと叫んだり、白いヤツにガッツリのり込んだり、赤いヤツとバンバン戦ったり、黒い三連スターズをビシバシやっつけちゃったりするかもね」

「黒といえば、チョコレートだね」

「黒といえば、チョコレートだよ」

「チョコレート食べすぎたら、鼻血ブーになっちゃうよ。赤いヤツ大量出撃！」

「チョコの食べすぎはよくないねぇ」

「チョコのもらいすぎは？」

「モテモテの証明だね」

「チョコたくさんもらってモテモテな男の子って、チョコモテとか呼ばれるのかな？」

「チョ～コォ～モォ～テェ～」

「ゴルったら、また引き伸ばしてんじゃん」

「伸ばしてるね」

「「伸ばしてるよねぇ～」」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、笑顔をくっつけ「「ねぇ～」」と声をハモらせている姿は、他ほかの姉妹たちには立ち入ることのできない仲よし空間だ。ザ・ゴルパルワールド！

　スイートは、そんな特殊ワールドからそろそろそろ～りと距離をとり続けた。

　ふたりの会話にはサッパリついていけない。

　伸ばすとか、白とか赤とか黒いなんとかとか、鼻血ブーとか、チョコレートとか、モテモテとか、意味不明すぎる。ヲタクという単語も意味不明。

　とにかくいまは、そろそろり。このまま職員室から抜け出し、図書室へ逃げ込もう。

　ネクロが、しかめた顔そのままにたずねた。

「あんたら、なにしにきたん？　用がないんやったら、はよ帰りぃ。うちは封印庭アークづくりの続きをせんといかんのよ」

「用ですか？」

　ゴルゴンゾラが、スイートに顔をむけた。瞳ひとみをキラキラさせながら。

「それはもちろん」

　パルメザンも、スイートに目をむけてくる。こちらも、まぶしいくらいにキラキラだ。

　捕まった。

　観念し、スイートは苦笑いを浮かべながら立ちどまった。この場にはネクロがいるから、比較的安全だ、と思う。

　サササッ、とツインズがスイートに近づいてきた。

「スイートってば、バレンタインの準備は大丈夫？」

「スイートってば、バレンタインの計画に抜かりはない？」

「ばれんたいん、ですか？」

　ばれんたいん……、バレンタイン。初めて耳にする単語である。

　ツインズが、体を寄せてしゃべり始めた。

「あしたは、ドキドキソワソワなバレンタイン・デー！」

「ニッポン国の純情女子が、真実の愛をチョコに込め！」

「意中の男子に狙ねらいを定めぇぇぇ、チョコ・アタァァァック！」

「「人間界の伝統行事をお忘れなく！」」

　真実の愛？　意中の男子に狙いを定め？　アタック？　伝統行事？

　スイートの鼻び孔こうに、理り刀との香りがひろがった……、ような気がした。

「ゴルゴンゾラお姉様、それって本当ですの？」

「紋章に誓って！」

　こたえたのは、パルメザンのほうだけど……。

　ふと見ると、ネクロが再び封印庭アークづくりに没頭していた。ツインズの騒そう々ぞうしさなど気にもならない様子だ。〝お菓子の家〟制作は、よほど楽しいのだろう。

　スイートは、静かに息をついた。

　ツインズの言葉はいまいち信用できないから、話半分に聞いておかなければならない。だが、あすがどんな日なのか調べてみてもいいだろう。

　もしかしたら、男女間の仲を進展させるようなイベントがあるのかもしれないし。

　ツインズが、仲よくしゃべり続けている。

「意中の男子にチョコを手渡すときは、殺やるか殺られるか、という意気込みを忘れちゃノンノン」

「ブツを渡す日時や作法を間違えれば、永久に愛を失っちゃうよ」

「バレンタイン・デーはデンジャラス・デー」

「油断は禁物」

「焦あせりも禁物」

「「素晴らしきかな、バレンタイン・デェェェ～！」」

　スイートは、右手で顔を押さえた。

　もう、わけがわからない。


　　　★★★



　二月一三日の放課後。

　レゾン学院ビルを出た春日かすが理刀は、いつものように仲間たちと駅へむかった。

　キュートとスイートに挟はさまれ、すぐ後ろから黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人がついてくる。

　空は沈ちん鬱うつな鉛なまり色いろ。吐く息は白く、顔には痛いほど冷たい北風を感じている。

　それでも、隣を歩くキュートの頰ほおがほんのりと赤らんでいるのを見ると、気持ちがあたたかくなってくる。幼い子どものようで、とても愛らしい。

　そんな彼女を横目に、理刀は思った。

　キュートは魔界人で、公こう爵しやく家けの令嬢だから、あしたという日の意味をまるで理解していないはず。

　あしたは二月一四日。

　聖セント・バレンタイン・デー。

　知らないなら、知らないままでいい。そのほうが気楽でいいかも。なんてことを考えてはみるけど、やっぱり寂しい。

　それでも、バレンタイン・デーのことを説明して、「チョコよろしく！」なんて気軽に言い出せない理り刀とである。

　不意に、キュートが理刀を見あげてきた。

「あのね、理刀って、そのぅ、チョコレートとか好き？」

　ドキッ！

　予想のずっと外にあった質問をぶつけられ、とっさに気の利きいたこたえを返せない。

　意識していないところから殴りつけられた、といった気分だけど……、嫌じゃない。

　キュートだけでなく、スイートや黒くろ媛ひめたちも理刀をジッと見ていることに気づいたから、無ぶ様ざまなほどにドキドキが加速する。

「チョコレート？　あ、ま、まあ、嫌いじゃないよ」

　苦し紛まぎれに絞り出した返事は、曖あい昧まいなものだった。もし、キュートがあしたという日を見すえて質問してきたとしたら、「嫌いじゃない」というこたえに迷いを覚えるはず。

　キッチリ、スッパリ、ハッキリと「大好きです！」と好みを伝えるべきところなのに。

　そう思ったから、弱々しく言い直す。

「えっと、チョコは、好き、かも……」

　せっかく言い直したのに………、「かも」なんてつけてしまった。

　チョコが欲しい反面、ガツガツしてませんよ？　と自分をよく見せたい気持ちもあって……。複雑で、情けない、男心。

　キュートが、さらに訊きいてくる。

「どんなチョコレートが好き？　チョコレートって、いろんな種類があるでしょ。板のヤツとか、アーモンドが入っているヤツとか、カリカリのヤツとか……白いのもあるし」

　つるんとした彼女の頰ほおがほんのり紅あかいのは、北風のせい？　それとも……、『ど』がつくほどストレートな質問をしているせい？

　スイートが、わずかに身を寄せてくる気配を感じた。後ろを歩く黒媛たちも、いつの間にかおしゃべりをやめて静かになっている。

　理刀は、ドキドキをゆっくりと静めながら、キュートの空色ひとみを受けとめた。

「小学生のときは、ウイスキーボンボンとか好きだったけど、いまは……そうだなぁ、チョコを自分で買って食べるってことがないから、なんでもいいっていうか、好みやこだわりがないっていうか……」

　またまた「なんでもいい」なんて……。どれだけ自分をよく見せたいのだろう？

　理刀は内心で頭を抱かかえた。

　そんな理刀の心しん裏りには関係なく、キュートが首を傾かしげる。

「ウイスキー・ボンボン？」

　すかさず、スイートが口を開いた。

「ぼんぼんとは、お金持ちや良家の子息を貶おとしめた俗語ですわ。〝甘ったれ〟とか〝苦労知らず〟といった意味を含んでいるのでしょう」

「きゅ、それとウイスキーと、なんの関係があんのよ？」

「察するに〝働きもせずウイスキーを愛飲しているお坊ちゃま〟といった意味だと思いますが、どうでしょう？」

　スイートの推測にこたえたのは、黒くろ媛ひめだった。

「〝ボンボン〟は、オランダ語でキャンディといった意味だったはずだ。単純に、ウイスキー入りのひと口チョコと考えていいんじゃないか？」

　途端、キュートが目を大きくした。

「ウイスキーを入れたチョコがあるの？　チョコってお菓子でしょ？　お菓子は子どもが食べるものだから、お酒はまずいんじゃない？」

「ふふん、〝一八禁〟という言葉があるのをご存じないようですわね。〝一八歳未満は禁止〟という意味ですわ。しかしながら、人間界では年齢に関係なく一八禁製品に触れることができるといいます。〝一八禁〟とは曖あい昧まいなのです。ですから、ウイスキーボンボンも似たような曖昧さをもっているのでしょう」

「それでも、子どもにお酒はよくないと思うけど……」

「どのようなことでも、程度によりますわ。だれにも迷惑をかけず、自らの心と体を壊すようなことさえしなければ、多少のことは大目に見てあげてもいいのではないでしょうか？　一八禁も、お酒も……」

「ニッポン国って、お酒は二〇歳からじゃなかったかしら？」

「ん？　そういえばそうでしたわね。でしたら、ウイスキーボンボンはチョコに包まれた〝二〇禁〟ということになりますわ。ということは、〝一八禁〟よりも格上の禁止力をもっていると考えていいかもしれません」

「理り刀とったら、小さい頃ころからそんなもの食べてたなんて、ウチのお姉様たちみたい」

「それはそれで、素敵ですわ」

　スイートが、スッと理刀に体を寄せてくる。

　なんだか、話が変な方向へむかっているような……。

　そこで、会話の軌道修正をするかのように、百もも香かが明るく言った。

「やっぱり、チョコは手づくりのほうがインパクトありますよね」

「「手づくり!?」」

　キュートとスイートが、声を重ねた。両りよう眉まゆも同じように跳ねあげている。

「あしたまでに手づくりなんて、とても間に合いませんわ」

　続けたスイートの言葉に、キュートがキッと目を尖とがらせた。

「あしたって、あんた……」

「ふふん、人間界のイベントについて勉強不足のようですわね。あしたは……」

「バレンタイン・デーでしょ」

「あら、ご存じでしたの？　だったら、説明は必要ありませんわね」

「あんたに説明してもらわなくても、その程度の情報は入手ずみよ」

　キュートとスイートが、理り刀とを挟はさんでにらみ合う。

　微妙な空気が、理刀を中心に渦を巻く。

　男ひとりに女の子五人。そんなメンバーの中でバレンタイン・デーの話が始まれば、そのうち〝だれ〟が〝だれ〟にチョコをプレゼントするのか、なんて流れになって……。

　そこはかとない居い心地ごこちの悪さに、理刀はただただ笑みを浮かべることしかできない。

　スイートが、ふぅ～っと大きな息を吐いた。

「手づくりですか？　誤算でしたわ。どのような道でも、一人前になるには長い年月が必要です。お菓子づくりも例外ではありませんわ。バレンタイン・デーはあしたに迫っています。とてもいまからでは……いえ、あきらめるなどわたくしらしくありませんわね。無理だとわかっていても、最後の最後まで死力を尽くして……」

「スイート、そんなに力むな。手づくりといっても、市販のチョコを溶かして、ちょっとだけアレンジしたあと固めるだけなんだ。たいした技術は必要ない」

　黒くろ媛ひめが、後ろからスイートの肩をポンと叩たたいた。

　彼女の隣で、巴ともえがチラチラと理刀に視線を投げている。

　百もも香かが、ニパッと笑顔をひろげた。

「初心者でも大丈夫です。わたしも今年が手づくり初挑戦ですから」

　キュートが、肩越しに百香へ目をむける。

「百香ちゃんもつくるの？」

「はい！　黒くろ姉ねえ様さまといっしょにつくるつもりです！」

「聞いてないぞ？　わたしは毎年、だれにもやらないって知ってるだろう。だから、チョコをつくっても……」

「今年は違うでしょ？」

　妹の言葉で、黒媛の頰ほおがポッと朱色に染まった。そんな彼女の視線が、一瞬だけ理刀にむけられる。チラッ。再び、ポッ。

「あ、ま、まあ、百香がつくりたいって言うんなら、し、しかたないな。つき合おう」

　黒媛が、照れくさそうに前髪を搔かきあげる。

「わ、わたしも、つ、つくってみようかな……」

　巴が、ぽそりともらす。

　スイートが、女の子たち全員へ放ほうるようにつぶやいた。

「溶かして固め直しただけのチョコレートをもらって、ニッポン国の男性は本当に満足なのでしょうか？」

　ここですかさず、理り刀とは口を開いた。まぎらわしい言い方を繰くり返した自分にサヨナラをしなければ。

「男にとって、女の子の手づくりはやっぱり嬉うれしいよ。気持ちがこもってるからね。男ってさ、結局のところ技術とか経験とか、そんなのはどうだっていいんだよ。女の子の手づくりってだけで、もう大満足さ」


　　　★★★



「きゅ！」

　理刀の言葉を聞いた直後、キュートは意を決した。

　今夜、チョコの手づくりに挑戦しよう。

　バシッと溶かして、ビシッと固めるのだ。

　チョコよりも、あさっての能力発表会に無理やり意識をむけようとしていたけど……、ピシッと修正だ。

　生まれて初めてのチョコづくり。でも、なんとかなるはず。

　理刀が言ってくれた。

『結局のところ技術とか経験とか、そんなのはどうだっていいんだよ。女の子の手づくりってだけで、もう大満足さ』

　大満足さ。大満足さ。大満足さ。大満足さ。大満足さ。大満足さ。大満足さ。大満足さ。

　彼の声が、頭の中で反響する。

　技術なんてない。経験もない。それでも、両手を動かすことはできる。チョコに想おもいをぶつける覚悟ももっている。

　なんだか、理刀が大満足してくれそうな予感がする。

　マンションに帰ったあと、さっそくチョコを買いにいこう。


　　　★★★



　スイートは、高速で頭を回転させた。

　こちらの武器はゼロに等しい。

　魔力の強さや格闘術の洗練度、及び狩りの経験など、もはやなんの意味もない。

　今夜は、未知の領域で闘うことになるだろう。

　チョコの手づくり。

『市販のチョコを溶かして、ちょっとだけアレンジしたあと固めるだけ』という黒くろ媛ひめの言葉には、その裏になんらかの秘密が隠されているはずだ。物事には必ず、表には現れないコツというものがあるのだから。

　コツとは骨、そして要かなめ。ひと晩で、コツをつかむことができるのだろうか？

『ちょっとだけアレンジ』なんて黒くろ媛ひめは簡単に言っていたけど、そのあたりになにかしらのヒントがあるに違いない。燃えてくる。

　挑戦できる喜びに、スイートは薄い笑みを浮かべた。

　渡すときはどうしよう？　包装はしっかりとしなければ。見た目も大切だから。

　理り刀との前で、それとなくチョコを落としてみようか……。

　人間界では、気になる相手の前でわざとハンカチを落とし、それを出会いのキッカケにするという伝統的な技がある、となにかの本で読んだことがある。

　ハンカチをチョコに置き換える。これも『アレンジ』に変わりはない。でも、チョコだと落とす場所を選ばないと不衛生になるし、理刀もすんなり食べてはくれないだろう。

　手づくりチョコを口にした彼の笑顔を想像すると、気持ちが高ぶってくる。

　もし、その笑顔といっしょに「口移しで食べさせてくれ」なんてことを言われたら？

｛不凋花の唇アスフォデル・リツプ｝をものともしない彼のことだから、〝口移し〟も可能で……。

　考えただけで、頰ほおが熱くなってくる。


　　　★★★



　亜あ威い黒媛は、百もも香かに笑いかけながらも、視界の隅に理刀の姿をしっかりとつかまえた。

　いまだかつて、父親以外の男性にチョコを贈ったことはない。義理さえも。

　異性になんらかの品物を贈るなんて、煩わずらわしいだけ。それよりも、百香にプレゼントをあげたほうがずっといいと思っていた。

　生まれたときから、自分は亜威家の長女だった。私立の幼稚園に通っているときから、周りを見渡しても同レベルの異性はいなかったと記憶している。

　そしていつの間にかダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】となり、｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝というふたつ名で呼ばれるようになったため、なおさら同世代の異性が遠くに思えて……。

　自分でも、上から目線で周囲を見渡しているという自覚をもっている。異性に対して免疫がないため、壁をつくっていることも。

　黒媛はずっと昔から、心のどこかで自分に見合った男性をさがし続けていた。

　女の子はだれしも、白馬にのった王子様が現れるのを待っている。幻想だとわかっていても、実現したらいいなぁ～という想おもいを完全には捨てきれないのだ。

　理刀の横顔を目に焼きつけたあと、彼と視線が重なる前に再び妹へ顔をむけた。

　手づくりチョコ……、悪くないかも。


　　　★★★



　美み々み津つ巴ともえは、跳ね回る心臓をあたふたと抱きしめながら、理刀の背について歩き続けた。

　ときどき、彼が踏んだ歩道の敷石を狙ねらって踏んでみる。それだけで、ほんの少し幸せな気分になれた。ドキドキしっぱなしの心臓も、ゆっくりと落ち着いていく。

　みんなの意識はいま、あしたのバレンタイン・デーに集中している。

　バレンタイン・デーは、好きな男の子にチョコレートを贈る日。

　手づくりは、予定のない休日にはいつもクッキーやマドレーヌをつくっているから、ある程度の自信はあるけど……、それを面とむかって男の人に手渡すなんて……、恥ずかしくて……、きっと頭に血がのぼって……、舌も固まってしゃべれなくなるから……、無理だと思う。

　巴ともえは、それとなく理り刀との背に視線をくっつけた。

　自信に満ちた人間になりたいな、と常つね日ひ頃ごろから思っている。思ったことをしっかりと相手に伝えることができる自分になりたいな、と。

　勢いがあって堂々とした性格になれたら、どんなにいいだろう。

　チョコレートなんて、どうせつくっても……。

　こっそり靴箱に忍ばせるくらいしかできないから……。


　　　★★★



　亜あ威い百もも香かは、チョコレートを渡す相手を指折り数えた。

　クラスメイトのリムくん。ラムネくん。タロウくん。ミツルくん。あと、『たかゆめ屋』の松まつ生おさんにもあげようかな。みんな義理だけど。

　もちろん本命は……。

　顔をあげ、目の前を歩く先輩を見あげた。

　姉の同級生。不思議な能力をもっている、とてもやさしくて、とてもがんばり屋で、とても頼りになる六つ年上の男の人。

　正直、いい線いってると思ってる。

　正直、姉とお似合いだと思ってる。

　正直、将来すごい人になりそうだと思ってる。

　六つくらいの年齢差なんて、二〇歳すぎればたいしたことないはず、なんてことも考えたことあるけど、理刀と姉がならんで歩く光景はやっぱり絵になるから。

　このメンバーでいちばん年下の自分だし、みんな姉に負けず劣らず素敵な先輩ばかりだから、間違っても『もし春日かすがさんにアタックしたら？』なんて未来視はしない。

　水鏡に映る未来はきっと、困ったような彼の微笑ほほえみだろうから。


　　　★★★



「手づくり、やるわよ！」

　いきなり拳こぶしを握りしめたキュートを横に見ながら、理刀は「がんばって、ね」と控えめに応援の言葉を放はなった。

「で、つくったチョコはもちろんオレ用だよね？」なんて軽口を叩たたけるほど、こういった空気には慣れてない。

「負けませんわよ」

　スイートのひと言で、キュートの目が鋭くなった。

「絶対、あんたよりおいしいヤツをつくってやるわ」

「ふふん、ご自分の不器用さにご用心なさってね。ちゃんと食べられるモノをつくってくれば、とりあえず合格点を差しあげますわ」

「きゅっ！　あんたこそ、ちゃんと食べられるモノつくってきなさいよ！」

「あしたになれば、獣人の味覚がどれほど優すぐれているのか、あなたも痛感することになるでしょう」

　いつものようにバチバチとにらみ合うキュートとスイートを横に、黒くろ媛ひめも宣言した。

「それじゃあ、わたしもチョコをつくってくるから、みんなに食べてもらおうかな」

「百もも香かもつくってきまぁ～す」

　すかさず、百香が右手を大きく振りあげた。

「あ、じゃ、じゃあ、わたしも、つくってくるから、みんなに食べて、もらいたい、な」

　巴ともえも、おそるおそるといった様子で手をあげた。チラチラと理り刀とへ視線を投げながら。

　これはすごいことになった、と理刀は表情から笑みを消すことなく、気持ちだけを引きしめた。

｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝の亜あ威い黒媛。

｛謎エニグマ｝の美み々み津つ巴。

　このふたりがチョコをつくってくるという。しかも二月一四日に。

　彼女たちだけでなく、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝の亜威百香も手づくりチョコをもってくるというから、これはちょっとした事件になるかもしれない。

　加えて、キュートとスイートも初めての手づくりに挑むことを宣言している。

　本当に、ひと騒動起きるかも？

　彼女たちの手づくりというだけで、札束を積んでもほしがる者が出てきてもおかしくない。バレンタイン・デーだし。

「理刀も、食べてくれるよな？」

　不意に、黒媛が訊きいてきた。どういうわけか、頰ほおが紅に染まっている。

「え、ああ、食べさせてもらえるなら……」

「まあ、流れでつくることになったが、ぎ、義理だからな？　だ、だから、あまり気き負おわずに食べてくれ」

　彼女の白い頰が、どんどん紅あかくなっていく様は、見ていて心配になってくる。

「わたしは本命でぇ～す。春日かすがさん、遠慮せずに食べて下さいね」

　百香が、ニパッと寒さを吹き飛ばすような笑みを浮かべた。

　間を置かず、黒媛が妹の顔を覗のぞき込む。

「も、百香、ほ、本命って、まさか……」

「ん？　どうしたの黒くろ姉ねえ様さま。いちばんできのいいチョコはダメ？　黒姉様ってば、まさか自分が食べる気じゃ……」

「いや、わたしは食べる気なんて……っとと、百もも香かの言う本命って、完成度の高いチョコのことなのか？」

「？　いくつもつくるから、できの良し悪あしって出てくるでしょ？　その中でもいちばんいいのを春日かすがさん用にするの」

「そ、そうか……」

　黒くろ媛ひめの両肩から、力みが抜ける。

　理り刀とは、とにかく笑っておくことにした。

　小学五年生の本命チョコはともかく、あしたは黒媛や巴ともえのチョコを口にしなければならない。それはおそらく昼食時で、となると教室の中なわけで、教室内にはクラスメイトたちがいて……。

　嬉うれしいけど、周りの目が恐こわいな。

　キュートとスイートが、いまだに視線をぶつけ合っている。

　彼女たちがつくってくれるチョコも、楽しみだけど……。

　フォンターナ・ファンクラブも、結構な会員数だと聞いているから……。

　恐いな。





二章　挑戦者たち







　マンションに帰ったあと、キュートはさっそくコードレス・フォンをつかんだ。

　ぴぽ、ぱぴぽぽ、ぴぽぱぴ、と素早く数字を押し、ある場所へ電話をかける。

　ひと口に「手づくり」なんて言うけれど、やっぱり知識も経験もない状態では満足のいくモノがつくれるはずもない。何度も何度も失敗を繰くり返した挙あげ句く、苛いら立だって放ほうり出すのがオチである。自分の不器用さは、悔しいけどよく知っているから。

　駅の改札前で、別れ際に百香が言っていた。

『わたし、本命チョコに義理チョコ、それから友チョコにマイチョコだってつくっちゃいます！』

　聞いていて、なにがなんだかわからなかった。スイートも首を傾かしげていた。

　これはもう、ひとりの力でどうこうできるレベルではない。だから応援を呼ぼう。

　キュートは、コードレス・フォンを耳に当て、息を整えた。

　お菓子づくりなら、助言を仰あおげる人物はひとりだけ。

　呼び出し音が一回鳴ったあと、すぐに電話がつながった。

　応援を求めたい相手は……。




　魔界大使館の職員に伝言を頼んだあと、三分もしないうちにリイザがきてくれた。

　キュートの頼みには嫌な顔ひとつせず、いついかなるときも誠心誠意こたえてくれる姉である。

「キュートから連絡してくるなんて、どうしたの？」

　言いながら、細く白くしなやかな両腕をひろげて歩み寄ってきたかと思いきや、むぎゅっと抱きしめられた。

　突き出した胸の圧力は、いつにも増して強力だ。

「ちょ、ちょっとリイザお姉様、苦しいでしょ！」

　いつものように豊かな胸をむにゅっと押し返し、愛情過多な姉の抱ほう擁ようから脱出したあと、キュートは大きく息をついた。大人おとなしく抱きしめられていたら、間違いなく窒息してしまう。

　末っ娘こに冷たく距離をとられても、リイザの微笑ほほえみはわずかも崩れない。

「それで、どうしたの？　わたしにきてほしいなんて、余程のことがあったんでしょ？」

　ロングの銀髪をサラサラと流しながら、リイザが顔を寄せてきた。

　我が姉ながら、こうして間近に見ると息を吞のむほどの美び貌ぼうであることがよくわかる。こんな女性にチョコをもらった男性は、たとえそれが味も素そっ気けもない小粒であっても、昇天しそうになるほど幸せな心地ここちになれるだろう。いや、実際に昇天してしまうかも。

　チョコづくりにあたふたしている自分が、ちょっと情けなくなってくる。けど姉は姉、自分は自分、と素早く意識を切り替える。

「あのねリイザお姉様、あたし、手づくりチョコレートに挑戦してみたいの」

「？」

　リイザの細い眉まゆが、ちょこんと跳ねた。

　手づくり？　チョコレート？　どうしてまたいきなり？　キュートって、お菓子づくり好きだったかしら？　という心の声が聞こえてきそうだ。読心術式を組成しなくとも、それくらいわかる。読心術式、使えないけど……。

　キュートは、さらに続けた。

「リイザお姉様って、お料理得意でしょ？　お菓子もよくつくってたじゃない。だから、手順だけ教えてほしいの。作業は、全部あたしがやるから」

　リイザは、料理の知識と経験が豊富なのだ。おそらく、六六七人の姉妹中でもトップクラスだろう。

　が、彼女のつくったモノは食べられない。無意識のうちに放出された魔力が毒々しいほど大量に練り込まれているため、口にした者は全員、見事なまでに失神してしまうのだ。

　キュートも犠牲者のひとりだし、実際に現場を見てはいないものの、スキュースやカカをはじめ、ひと桁けた台だいの姉たちはのきなみ被害に遭あったと聞いている。もちろん、父のハンサムも例外ではない。

　そうした理由もあり、リイザにつくってもらおうなんて考えは微み塵じんもない。食べるのは理り刀とだから、たぶん問題はないだろうけど……、それでもやはり、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の手づくりは危険だ。危険危険。

　それに、自らの手でつくらなければ、当然のことながら手づくりとは呼べないだろう。

「チョコレートって、溶かして固めるだけなんでしょ？　簡単そうだから、あたしにもできるかなって、思ったの」

　キュートは、バレンタイン・デーのことは口にせず、そうつけ加えた。

　リイザがいきなり、キュートの頰ほおをついばむように唇を押しつけてきた。

　ちゅ。

　続けて、ちゅ、ちゅ、と計三回。

　顔を離した姉の顔を見ると、空色の瞳ひとみを潤うるませていた。

　そんなリイザが、どこからともなくとり出したハンカチに涙を吸わせる。

「ふふ、ごめんなさい。嬉うれしくなって、つい……キュートといっしょにお菓子づくりするのが、夢のひとつだったから。でも、あなたが五つのとき、わたしが焼いたケーキで一〇日間寝込んだことがあったでしょ？　だから、かなわない夢だとあきらめてたの」

「お菓子づくりくらいなら、言ってくれたらいつだって……」

「だって、あなたったら、七歳くらいまでケーキ見たら泣き出してたじゃない。とてもじゃないけど、〝いっしょにお菓子をつくりましょう〟なんて言えなかったわ」

「……そんな頃ころもあったわね」

　確かに泣いていた覚えがある。

　ケーキ＝得え体たいの知れない恐こわいモノ、という認識に幼心を蝕むしばまれていたから。

　あれは六歳になったばかりの頃だったろうか……。

　スイートがケーキを食べようとしているのを見て、彼女を助けようと皿ごと奪いとって窓から投げ捨てたことがあった。そのせいで大おお喧げん嘩かになったこともよく覚えている。食べていたのは、普通のショートケーキだったのに。

　そういえば、スイートだけはリイザの手づくり菓子を決して食べようとしなかった。獣人の嗅きゆう覚かくで〝この菓子は危険〟だと気づいていたのだろう。

　キュートは、幼い頃の記憶をゆっくりと振り払った。一〇年以上経たったいま、ケーキに対する恐怖はすっかり消えている。トラウマ完全払ふつ拭しよく！　それに、いまからつくるのはケーキではなくチョコレートだ。

　不意に、リイザがたずねてきた。

「どうして、チョコレートをつくろうと思ったの？」

　ドキッ、と心臓がひとつ跳ねた。

　予想通り、バレンタイン・デーのことは知らないようだから……。

「ど、どうしてって、それは、学校の友だちが話してたからよ。チョコづくりって簡単だし、初心者むきのレシピが豊富だからって」

　適当に誤ご魔ま化かした。

　満足そうにうなずきながら、リイザが涙をふいたハンカチをひろげた。そこに描かれていたのは、魔法陣である。

　彼女が、魔法陣にやんわりと手をかざす。と、次々と道具が飛び出てきた。

　鍋なべやボウルやゴムべらや泡立て器や包丁やまな板やチョコレートの塊かたまりなど、次から次へとぽんぽんぽんぽん。

　テーブル上に材料と道具をならべながら、

「いまのうちにお料理の腕を磨いておくことって、とっても大切よ。あと数年もすれば、キュートも素敵な男性に見み初そめられて……そうしたら、あなたは……世界でいちばん……幸せになって……」

　声をつまらせたリイザが、魔法陣が描かれたハンカチをくしゃりと握りしめ、それをまた目もとに押し当てた。

「あなたのウェディング・ドレス姿、素敵でしょうね。でも、あなたがフォンターナの家から出るときがくるなんて、考えたくもないわ」

　ハンカチを両手でつかんだリイザが、それをさらに強く両目に押しつける。

　どうやら、勝手な未来図を想像し、勝手に感極まり、勝手に浸ひたっているらしい。

　キュートは肩をすくめ、リイザが空想の未来から帰ってくるのを待った。愛してくれるのは嬉うれしいのだが、この姉はいつも度が過ぎる。

　とてもではないが、バレンタイン・デーのことを教えるわけにはいかない。教えれば、どんな行動に出るかわからないし、その結果、理り刀とに迷惑をかけるに違いないから。黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かにだって飛び火するかもしれない。スイートには、べつに構わないけど……。

　だからこの場は、ただのチョコづくりで終わらせなければ。

　いきなりだった。

「六七女のゴルゴンゾラでぇ～す！」

「六八女のパルメザンでぇ～す！」

「「ふたり合わせて、ゴルパルツインズでぇぇぇす！」」

　現れたのは、イタズラ・ツインズ。

「きゅっ！　ゴルゴンゾラお姉様とパルメザンお姉様、急に跳躍とんできたらビックリするじゃない」

　ツインズをにらみつけながらも、面倒なふたりがきたな、と内心で顔をしかめるキュートである。

「あら、あなたたちもきたの？」

　ハンカチを顔から離したリイザが、双子の妹たちへ目をむけた。

「リイザ姉様がキュートん家ちにいったって聞いたから」

「わたしたちもお邪魔しにきましたぁ」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、ふたり同時に両手をひろげた。ニコニコ顔全開で。

　このふたりが表情を輝かせているときは、ろくなことがない。キラキラな笑顔の下で、いったいなにをたくらんでいるのか……。

「お？　あれは鍋なべだね？　ボウルもあるね」

「ん？　ヘラなんかもあったり。チョコも発見」

「推測するに」

「推理するに」

「「チョコレートづくりだねぇ～」」

　いきなり。

　ゴルゴンゾラが、指先までピンと伸ばした両腕を高々とあげ、四五度に開いた。

「Ｖぃぃ！」

　パルメザンが、体の左側で両手の指先をくっつけ、半円をつくる。

「Ｄぃぃ！」

　まさか……。

「「バレン……」」

「きゅ───────っ！　もたもたしないで、チョコづくり始めましょ！」

　バレンタイン・デーＶＤなんて、リイザの前では言わせない。

　リイザが、きょとんとした顔をしている。

　顔を見合わせたゴルゴンゾラとパルメザンが……、三秒後、ニコッと無邪気な笑みを浮かべた。無邪気だからこそ、対応が難しい。

「ちなみに、Ｖ・Ｄを逆さにすると？」

「Ｄ・Ｖになっちゃうね」

「よくないね」

「よくないよ」

「「ドメスティックＤ・バイオレンスＶは断固反対っ！」」

　リイザの表情に「？」が乱舞している。

　キュートは、聞こえよがしに大きく息をついた。


　　　★★★



　スイートは、戦いに臨のぞむときのような心もちで、テーブルの前に立った。

　目の前に置かれた皿の上には、一〇個のチョコレートがならんでいる。

　本に書かれた手順通りにひと口サイズのチョコをつくり、冷却術式で固めたあとこうしてならべてみたのだが……。

　見た目は、やはりというべきか、及第点にはほど遠い。

　大きさはバラバラ。かたちもデコボコ。表面の艶つやも濁にごっている。しかしそれはそれで手づくり感を演出できるから、あまりこだわるつもりはない。

　理り刀との目を楽しませるという狙ねらいは、チョコをつくる前から放棄している。初心者がアレもコレもと欲張れば、必ず失敗するから。

　問題は、味。

　舌をとろけさせるような絶品をつくろうなんて考えも、最初から棄すてている。ただ、「あ、おいしい」という小さな感動を理刀の心に芽生えさせたいだけ。

「チョコづくりの初心者だから、せいぜいこの程度の味」というレベルから一歩だけ抜け出せたらそれでいい。この一歩が大切なのだ。

　スイートは、皿にのったチョコをひとつつまんで口に運んだ。

　舌の上にのせてしばらく転がしたあと、奥歯で嚙かみ砕く。

　水で薄めたシロップのような、どこか覇気のない甘みがゆるりと舌に染み込んでくる。

「ん」

　微妙だ。

　水で口をゆすいだあと、続けて材料となった市販のチョコレート、そのひとカケラを口に放ほうり込んだ。

「ん？　ん」

　こちらのほうが、わずかながらではあるものの味が整っているようだ。少なくとも、獣人の舌がそう感じている。

　市販されているチョコレートは、その道のプロが「この味を消費者に提供しよう」と決断して商品化したものであるはず。つまりそれは、「お金を払ってでも味わいたいチョコ」であり、「支払った金額に見合ったチョコ」だと考えていいだろう。

　よくよく考えれば、商品化されたチョコをわざわざ溶かして、ココアパウダーや生クリームといった新たな味を加え、かたちを変えて再び固めるといった過程を経へるなんてナンセンス極まりない。素人しろうとがそんなことをしたら、せっかくの味を崩すだけなのに……。

　しかし、本にはそう書いてあった。

　材料の分量も、過不足なく神経質なほどきちんと量はかったのだが……。

　時間を節約するため、冷蔵庫ではなく冷却術式で急速に冷やしたのがいけなかったのだろうか？　だが、ゆっくり冷やしても飛躍的に味がよくなるとも思えない。

　スイートは、百もも香かが言っていたことを思い出した。

『わたし、本命チョコに義理チョコ、それから友チョコにマイチョコだってつくっちゃいます！』

　本には、どこをさがしても本命チョコや義理チョコのつくり方は載っていなかった。

　隠語の類たぐいなのだろうか？

　チョコづくりは、思っていたよりもずっと奥が深いようだ。




　レシピ通りにつくったチョコレートを皿にのせ、スイートは管理人室を訪ねた。ひとりで頭を悩ませていてもしかたがないから、毒どく舌ぜつ丸まるの意見を聞いてみようと思ったのだ。

　ちゃぶ台にチョコレートの皿を置いたあと、毒舌丸にすすめられた座布団に腰を下ろす。と、間を置かずあたたかいお茶が出てきた。

　暖房器具がなにもない、ひんやりと冷めきった管理人室に、緑茶のあたたかな香りがひろがっていく。たったそれだけで、部屋の色彩が息を吹き返したかのように見えてくる。

　熱さも濃さもちょうどいいお茶をひと口すすったあと、スイートはさっそく口を開いた。

「毒舌丸に試食して頂こうと思いまして、チョコの試作品をもってきましたの」

「チョコ、ですか？」

　ちゃぶ台のむかいに座った毒舌丸が、湯のみを口もとに運んだままの格好で動きをとめた。湯気で曇ったメガネの奥で、二月の冷気よりも温度の低い双そう眸ぼうが光っている。

「あすはバレンタイン・デーですから、チョコの手づくりに挑戦してみました」

「わたしでよろしければ。タイミングよく、午前中に放送された〝ラブラブ・クッキング〟という番組で、バレンタインの特集が組まれていました。お陰で、手づくりチョコのおおまかな知識はもち合わせています」

「勉強熱心ですわね」

「恐れ入ります」

「それでは、好きなだけ召し上がって下さいな」

「失礼します」

　音もなく湯のみを置いた毒舌丸が、おもむろにチョコをひと粒つまみあげた。そして、それをひょいと口の中へ放ほうり込む。

　スイートは、彼女の唇に意識を注そそいだ。

　自分がつくったチョコは、果たして毒舌丸の舌にどのような印象を残すのか？

　味覚を総動員し、味の余韻までも分析し尽くすかのように、毒舌丸が口をもごもごと動かし続ける。表情をわずかも動かすことなく。

　彼女の視線や仕草からは、おいしいのか、まずいのか、微妙なのか、その心しん裏りを得る手がかりがまるで見つからない。

「どうでしょう？」

　思わず催さい促そくしてしまった。

　毒どく舌ぜつ丸まるのメガネレンズに、キラッと冷たい光が流れ落ちる。

　次の言葉に、スイートは目を見開いた。

「五種類のカカオが織りなす苦にがみ、そして香りを愉たのしめました。このことから、お使いになられたチョコレートが、明めい冶じ製菓の〝リッチカカオ〟シリーズであることが推測できます。新発売の〝ブレンド99〟でしょうか？」

「そ、その通りですわ」

　さすがは毒舌丸。なみの味覚ではない。それ以上に、ほんのわずかな情報から様々な術式を組み立て、その全容を淀よどみなく解析してしまう力は驚嘆に値あたいする。

　毒舌丸が言葉を続ける。

「ココア・パウダーと生クリームの分量は申し分ないと思います。混ぜ具合も、その際のチョコレートの温度も、味を落とすことなく行われたことがわかります。ただ……」

「ただ？」

　スイートは、ちゃぶ台の上に両手をつき、わずかに身をのり出した。

「湯せんの際、数滴の水がチョコレートの中に入ったようです。そのため、本来の風味がわずかに損そこなわれています」

「湯せん、ですか……チョコを溶かしながら、何度か本に目を移しましたから、そのときに水が跳ねたのかもしれませんわね」












「このレベルの差異に気づける者は、人間界では数えるほどしかいないはずですから、お気になさることはないかと」

「忌き憚たんのない意見、感謝しますわ。ですが、できることはすべてやっておかないと気のすまない性分ですので」

「ご立派な姿勢です」

「もう一度つくり直しますわ。今度は水に気をつけましょう。と、チョコの味とは別に、もうひとつお訊ききしたいことがあるのですが……」

　スイートは、あらためて毒どく舌ぜつ丸まるに目をむけた。

「なんでしょう？」

「素朴な疑問なのですが……せっかく味の整ったチョコを溶かしたあと、別の味を加えて再び固め直すという行為を〝手づくり〟と呼ぶのは、少々強引だと思いましたの。それで味がよくなれば、まぁ、わかるのですが……味は、逆に損そこなわれてしまいますから……このことに関して、あなたはどうお考えになりますか？」

　毒舌丸が、右手の中指でくいっとメガネのブリッジを押しあげた。

「材料の質は、なにかを〝つくる〟という行為には欠かせない要因のひとつです。ですが、それ以上でも以下でもありません。〝つくる〟という行為には必ず〝自分自身、あるいは他ほかのだれかを喜ばせる〟という結果が求められます。この関係が歪ゆがむことなく正常に機能している限りにおいて、材料の質や製法にことさら心を砕く必要はない、とわたしは考えています」

「つまり、相手を喜ばせることができれば、材料やつくり方にはこだわらなくてもいい、ということでしょうか？」

「仰おつしやる通りです。もちろん、それを商売にするプロなら、相手もからい評価をつけてくるでしょう。そのため、材料の吟味や製法の研究は必要不可欠となってきます。ですが、スイートお嬢様はあくまでも素人しろうとです。プロにはプロの、素人には素人のやり方があります。スイートお嬢様の場合でしたら、材料や製法ではなく、〝手づくり〟という行為と過程に込めたお気持ちのほうが大切になってくるのではないでしょうか？」

　いつの間にか、自分が微笑ほほえんでいることにスイートは気づいた。

　チョコレートに込めた気持ちは、だれにも負けるつもりはない。つくっている最中の真剣さだって。

「スイートお嬢様は、スイートお嬢様のままでいいんですよ」と毒舌丸に言ってもらえたような気がした。

　だから……、知らず唇がほころんだのだろう。

　毒舌丸も、わずかに目もとの鋭さをやわらげている。

　スイートは、勢いよく立ちあがった。

「それではさっそく、新たな手づくりチョコに挑戦しますわ」


　　　★★★



　テンペランスが、目を細めて革袋をまな板の横に置いた。

　ササラは、息を吞のんだ。

　願望パウダー。願いをかなえてくれるパウダー。バレンタイン・デーを前に、願うことはひとつだけ。でも……。

「………………」

　ササラは革袋からそっと視線を外し、再び包丁を手にとった。そして、また指を切らないよう注意しながらチョコを刻きざみ始める。

「姫様は、魔法の粉に興味ナシ？」

　テンペランスが、横からササラの顔を覗のぞき込んでくる。まるで、幼い子どもが母に甘えるように。

　そんな仕草は、抱きしめたくなるほど可愛かわいらしい。フリフリのドレスも、本当によく似合っている。とろんとした目に浮かんでいるのは、無邪気な光だけ。でも……。

「魔法の薬、あるいは願望パウダーを使う、あるいは用いるなんて、卑ひ怯きよう、あるいは狡ずるいことです。手づくり、あるいは自らの手でつくり出したチョコで勝負、あるいは挑みたいとわたしは考えています」

「なるほど、姫様はそのような考えを……これは慮りよ外がい」

「慮外、あるいは思いがけないことではありません。正々堂々、あるいは謀はからず行動することは当たり前、あるいはあるべき姿ではありませんか」

「姫様の手づくりをもらえる相手は、幸せ者」

　テンペランスが、大おお袈げ裟さなほど大きくうなずいた。すべやかな黒髪が、キラキラと室内の光を弾はじく。

「素敵な、あるいは素晴らしい男性なのです」

「むぅ。それほどの男子なら、他ほかの女子からもたくさんのお菓子をもらうはず」

「そ、それは、予想できること、あるいは当然のことですから、わたしが文句を口にする、あるいは腹を立てる筋合いは……」

「お菓子たちが大行進する中にあって、果たして姫様の手づくりが存在感を示すことができるのか？　慣れない、というよりも初めてのお菓子づくり。姫様はしょせんビギナー！　しかも指を切るほどのドジッ子プリンセス！　これでは目立つはずもなし！」

「ゆ、指を切ったのは、テンピィが……」

「言い訳は無用！　ビョルンストライド王家の第二王女ともあろう者が、見苦しい！」

　テンペランスにぴしゃんと言われ、ササラは首をすくめた。

　フォンターナ家の九女は、ときどきおかしくなる。

　なにかのスイッチが入るのか、頭の配線が切り替わるのか、別の人格にバトンタッチするのか、とにかく変になるのだ。変側に移るキッカケは、よくわからない。扱いの難しい子である。

　と、調理室の入口付近が一気に騒がしくなった。

　大使館職員たちの夕食をつくるため、調理師たちが二〇人ほど入ってきたからだ。

　みんな、ササラとテンペランスに気をつかっているのだろう。離れた場所で作業を始め、近くまで寄ってこない。

　申し訳ないと思いながらも、ササラはいちばん隅の調理台を借りて、コソコソと作業を続けた。いちおう、調理師長の許可はもらっている。

　ゴムべらを使い、ササラは溶かしたチョコと生クリームをボウルの中で混ぜ続けた。まぜまぜ。ゆるゆる。まぜまぜ。よいしょよいしょ。

　横で、テンペランスがジ─────ッとボウルの中身を凝ぎよう視ししている。まるで動かないから、フリフリドレス姿の人形が立っているかのようだ。ちょっとやりづらい。

「テンピィも、チョコをつくりたい、あるいは手づくりチョコに挑戦したいのですか？」

　そこはかとない居い心地ごこちの悪さを振り払うため、テンペランスに話しかけてみた。が、それがいけなかった。

「姫様、スナップに育ちが出すぎ」

「スナップ、あるいは手首のキレに、ですか？」

「ゆるゆるはダメ。もっとシャ、シャ、シャッて混ぜておくれ」

「こ、こう、あるいはこんな感じですか？」

　ササラは、わずかに手の動きを速めた。

「もっと！」

「も、もっと強く、あるいはさらに激しく、ですか？」

　ササラは唇を引きしめ、腕に力を込めた。

　ドロドロのチョコと生クリームが、ボウルの中で躍動している。

「パッションをおくれ！」

「パ、パッション、あるいは情熱ですか？」

　よくわからないまま、ササラは素直すぎるほど素直に手を動かし続けた。

　チョコが、手やエプロンに飛び跳ねる。

　見ると、溶けたチョコの中から親指大の人形が一体、また一体と現れ、ボウルから飛び出し調理台の上を走り回り始めた。みるみるうちに一〇体以上の集団ができあがる。ボウルの中身は、もうほとんどない。

　疑いようもなく、操っているのはテンペランスだ。

「テンピィ、邪魔、あるいはイタズラをしないで下さい。わたしは真剣に、あるいは真面目まじめにチョコレートをつくって、あるいは作業に臨のぞんでいるのです」

　ササラは、「めっ」と子どもを叱しかるときのような顔でテンペランスをにらみつけた。

　眠そうな目を伏せたテンペランスが、台をトントンと指先で叩たたいた。

　途端、チョコレート人形たちがいっせいにボウルの中へ飛び込み、もとのトロトロチョコに戻ってしまう。

　直後、

「チョコズ全員死亡」

　テンペランスのつぶやきが聞こえてきたため、ササラはまた、「めっ」と彼女にきつい目をむけた。

　すると、退屈そうな顔でササラから離れたテンペランスが、フリフリスカートをゆらしながら、ゆっくりと調理室の中を歩き回り始めた。

　調理師たちが、恐こわ々ごわといった様子で彼女の動きを窺うかがっている。だれも声をかけようとしないし、真まっ直すぐに目を合わせようともしない。全員、表情を強こわ張ばらせている。

　みんな、フォンターナ公こう爵しやく家けの九女を畏おそれているのだ。

　魔界でのテンペランスは、｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝という威名をつけられているから。

　フォンターナの娘たち、特にひと桁けた台だいの面々は魔界でも有名だ。全員が、多くの魔界人から畏れ敬うやまわれている。

　中でも、九女のテンペランスはまた違った意味で有名だった。

　決して暴力的なわけではないし、破壊的でもない。どちらかといえば、大人おとなしく物静かな性格の娘なのだが……。

　問題なのは、変なスイッチが入ったときである。

　軽く入っただけなら、暴言程度でその場が終わる。だが、カチッとしっかりスイッチが入ってしまったときには、とんでもないことになってしまう。

　スキュースも似たようなところがあるものの、彼女の場合はある程度の常識が通用する。カカもリイザも、テンペランスと比べたら極めて常識派だ。

｛万虐無道｝の武勇伝は、さすがフォンターナ家のひと桁けた台だいなだけあって、数限りない。

　敵対していた蛮族の国を廃はい墟きよにした。しかも、一夜のうちに。

　見渡す限りの草原を、腐ふ臭しゆう漂ただよう底なしの沼地にした。しかも、一夜のうちに。

　つくり出した沼地に凶猛な幻獣を何千匹も放はなち、だれも立ち入れない魔境にした。しかも、一夜のうちに。

　ササラが記憶している中でも、特に凄すさまじいものは……。

　一五年も昔のことである。

　ハンサムに率ひきいられ、蛮族の王都にひと桁台の娘たちが殴り込みをかけたことがある。

　その王都は、破魔結界に守られた鉄壁の守りを誇っていた。踏み込んだあとは魔法が使えなくなるため、手にした武器だけが頼りの戦いになったという。武器が砕けたら、残るは手足のみ。

　一二万以上の軍勢に、フォンターナ一族はたった一〇人で戦いを挑んだ。

　小細工なしに正面から堂々と。

　超神的な武技を出し惜しみすることなく。

　手当たり次第に破壊していったという伝説は、ビョルンストライド王国内で知らぬ者はいないだろう。

　そして、全員無傷で帰ってきた。

　みんな、めざましい活躍をしたという。

　だがその中にあってテンペランスだけは、直接戦いには参加しなかったらしい。

　彼女がやったのは………………………………………………………………………、暗躍。

　その結果、王都内の建造物はほとんど灰かい燼じんに帰し、川や池の水は猛毒となり、植物は命を蝕むしばむ毒霧を発生させ、空を激烈極まりない死の呪じゆ風ふうが吹き荒れたという。

　そんな話がひろまっているため、テンペランスは必要以上に畏おそれられている。

　そのテンペランスが、退屈そうに調理室をウロウロしている。漆しつ黒こくのひらひらスカートをゆらゆらさせながら。

　板の上に置かれた食材をジ───ッと見つめたり、鍋なべの中をジ───ッと覗のぞき込んだり。調理師たちの手もとにジ───ッと視線を固定したり。

　彼女に話しかける者は、ひとりもいない。笑顔をむける者さえも。

　だから、

「テンピィ、こちらに、あるいはわたしのところへいらっしゃい。いっしょに、あるいは仲よくチョコをつくりましょう」

　思わず声をかけた。直後には、

「某それがしにチョコをペロペロさせておくれ」

　テンペランスが、ササラの隣に立っていた。

　彼女のフリフリスカートが、喜びを表すかのようにふわりとひろがった。

　跳躍とんでくるほど、呼ばれるのを心待ちにしていたようだ。

「ひとなめ、あるいはちょっとだけですよ」

　ササラが言うなり、テンペランスがゴムべらについたチョコを指先ですくいとり、ぺろりとなめた。

「むぅ、やはり主張が足りない」

　彼女の細い眉まゆが、ピクッと動いた。

「なにかが足りない、あるいは分量を間違っている、ということでしょうか？」

　不安になり、ササラはテンペランスの透き通った瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　テンペランスが、ササラからゴムべらを奪いとり、そこについたチョコを直接なめ始めた。ペロペロ。

「テンピィ？」

「姫様、もはやこの薬の助けを借りねば現状の打開は無理。だから、使っておくれ」

　先ほどの革袋を再びとり出したテンペランスが、ボウルの横にそれを置いた。

「使わない、あるいは用いないと……」

「チョコに絶妙な味つけができる」

「佳か味み、あるいは雅が味みをつくり出す、あるいは生み出すことができる、と？」

「その通り」

「でも、そのような魔薬、あるいは呪じゆ粉ふんを使う、あるいは用いるということは、極めて危険、あるいは際どい冒険ではありませんか？」

「問題ナシ」

「でも……」

「楽観視こそ世俗を澱よどまず泳ぐ業わざなれば、いまこそお気楽に踏み出すとき。だから、この薬をチョコの中にパラパラッとふりかけておくれ」

　テンペランスが、ズイッと顔を近づけてくる。深い空色の瞳で、ジ───ッと見つめられると、強く「嫌」だと言えなくなってくる。

　考えてみれば、理り刀とは『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者だ。彼に魔薬が効くはずもない。

　でも、お腹なかの中に入れば……。もしかしたら、彼が〝願った〟ことが現実になって……。

　パウダーの効果が現れるのに半日ほどかかるけど、そんな時間もドキドキできて……。

　心が、少しずつ動いていく。

　願望パウダーは、特別の場合を除けば人体に害があるものではない。理刀に食べてもらうとき、自分が気をつけていればいいだけ。

　ひょっとしたら、魔薬の効果で素敵なことが起こるかもしれない。なにも起こらなかったとしても、チョコの味がよくなるのであれば……。

「テンピィが、そ、それほど熱心に、あるいは根気よく薬を勧すすめる、あるいは推奨するのであれば、ちょっとくらい……」

　言ったときにはもう、テンペランスが勝手に革袋の紐ひもをゆるめ、それをボウルの上で逆さにしていた。

　光り輝く願望パウダーが、溶けたチョコに降り注そそぐ。

「ふっふっふっ、越えち後ご屋やも悪ワルよのう」

　エチゴヤ？　モワル？　ヨノウ？

　彼女が口にした言葉の意味は？

「テンピィ？」

「いえいえ、お代官様には到底及びませぬ」

「え？」

「コヤツめ、金の最も中なかを土産みやげにもってくるとは、ふっふっふっ、ワシの好物をよく調べておるようだな」

　キンのモナカを土産に？

「テンピィ、だれ、あるいはどなたとしゃべって、あるいは語り合っているのですか？」

「はいぃ、それはもう、お近づきの印に、もひとつ最中を」

　モナカ、というものが好きな人？　それは食べ物？

「モナカを食べたい、あるいは味わいたいのですか？」

「これこれ、いくらワシでもそんなに食いきれぬわ。ふっふっふっ」

　モナカはいらない、ということ？

　テンペランスの中で、また変なスイッチが入ったようだ。こういうときの彼女は、そっとしておくに限る。

　ちょんと肩をすくめ、ササラはチョコレートづくりを再開した。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の彼に魔薬の効果は期待できないけれど……、やっぱり〝もしかしたら〟という想おもいも捨てきれなくて……。


　　　★★★



「いい感じね」

　完成したチョコを見下ろし、キュートは大きくうなずいた。

　キッチンに敷いたクッキング・シート上にならんでいるのは、三〇個のチョコレート。

　リイザに手順を説明してもらい、全部キュートひとりでつくったモノだ。

　初めてつくった手づくりチョコレート。

　三〇個もつくったから、みんなに五、六個ずつ配ることができる。理り刀とには、いちばん大きなチョコをあげよう。

　彼がチョコを口にする瞬間を想像すると、思わず頰ほおがゆるんでしまう。

『おいしいよ、キュート』

『喜んでもらえて嬉うれしいわ』

『甘さもオレ好みだよ』

『ふふ、だろうと思った』

『キュートの唇も、きっとオレ好みの甘さだと思うな。確かめさせてよ』

『きゅっ、理刀、そんないきなり……』

　理刀の顔が迫ってきて……、そのままやさしく……。

　頰が熱くなってくる。

「キュートったら、初めてとは思えないくらい上じよう手ずにできたわよ。これだけの腕があれば、お店を出せるわね」

　リイザの声に、キュートは慌あわてて脳内劇場の幕を下ろした。

「み、店を出すなんて大おお袈げ裟さよ」

「あら、そんなことないわよ。あなた、本当にお菓子づくりの素質があるわ」

　リイザの微笑ほほえみは、チョコより甘い。

「キュートがお店を出すんだってさ」

「チョコのお店にするんだってさ」

「すごいね」

「すごいよ」

「「大繁盛だねぇ～」」

　ダイニングのテーブルに仲よく座ったゴルパルツインズが、ニコニコ顔をむけ合っている。彼女たちが左右それぞれの手に握っているのは、どこからもち出してきたのか、ナイフとフォーク。そして目の前には、なにものっていない皿が一枚。

　まさか……。

「ちょっとふたりとも、なにか食べたいものがあるの？」

　たずねた途端、

「チョコ待ってまぁ～す！」

「早くもってきて下さぁ～い！」

「チョコ・プリズ！」

「ギブ・ミー・チョコレ～ト～！」

　ふたりが、ナイフとフォークで皿を叩たたき始めた。

　カチャカチャカチャカチャカチャ！

　うるさいし、お行儀が悪いし、食べさせるつもりなんて毛ほどもないから……。

「チョコレートが食べたかったら、買ってくればいいでしょ」

　ビシッと言ってやった。言ってやったけど……、

「キュートの手づくりがいいっ！」

「手づくりが食べたぁ～い！」

　カチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャ！

　まるで子どもだ。

　ふと見ると、隣に立ったリイザが口をもごもごさせている。慌てて目の前のチョコを数えると、ひとつ減っていた。

　三〇個から二九個に。

「ちょっとリイザお姉様、さっき味見したでしょ？　これは食べちゃダメ」

「あら、いまからみんなで食べるんだと思ってたわ。うふふ、こんなにおいしいモノを独ひとり占め？」

「独り占めなんてしないわ。あした学校で友だちに配るのよ」

「まあ、やさしいのね。みんな喜んでくれるはずよ。こんなにおいしいんですもの」

「そう願ってるわ」

「キュートとお菓子づくりするの、本当に楽しかったわ。またやりましょうね」

　いつもの調子でリイザに肩を引かれ、むぎゅっと抱きしめられた。

　姉の大きな胸の谷間に顔を埋うずめた状態で、キュートは大きく息をついた。

　毎度毎度「苦しいでしょ！」と怒っているのに、三女の抱きしめ攻撃はなくならない。愛情表現であることはわかっているのだが、この圧力にはどうにも慣れることができないのだ。ほんとに苦しいから。

　だから今度も、

「きゅーっ！　苦しいでしょ！」

　リイザの豊かな胸をむぎゅっと押し返し、彼女の腕から体を離した。

「もう、キュートったら、もう少しぎゅってさせてくれてもいいでしょ？」

「窒息しそうになるから嫌よ」

「せっかくチョコづくりをレクチャーしたのに……」

「そ、それは感謝してるわ。でも、それとこれは別よ」

　言うと、リイザがしゅんとした表情で足もとに目を落とした。

　チクリと胸が痛む。

　自分を心の底から大切にしてくれる三女。過剰な愛情を煩わずらわしいと思うこともあるけれど、彼女のことはちゃんと愛してる。血のつながった姉妹なのだから。

「リイザお姉様ったら、そんな顔しないで。ほら、もうひとつチョコ食べていいから」

　二九個が二八個になっても、さほど違いはない。理り刀と、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの五人に五個ずつ配っても十分に足りる数だ。

　十分に、足りる、数？

　あれ？

　クッキングペーパーの上にならべていたチョコが、すべて消えている。

「？」

　まさか!?

　カウンター・キッチン越しに見ると、ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりが、忙せわしなくナイフとフォークを動かしている姿が見えた。

　なにものっていなかったはずの皿に、小さな黒い塊かたまりがいくつも転がっている。

　コロコロ、コロコロ、コロコロ、と。

　いつの間にっ!?

「きゅ──────────っ!?　ちょ、ちょっとゴルゴンゾラお姉様っ、パルメザンお姉様っ、なに食べてんのよっ！」

「「もごむぐ、んがぐぐっ、むむぅ」」

　頰ほお張ばりすぎよっ！

　なんてツッコミを入れるより先に、キュートはキッチンから飛び出した。そして彼女たちに駆け寄り、二枚の皿を奪いとる。

「食べちゃダメなのっ！」

「むぐもぐ、むむ……ごくん」

「あむまむ、ぐぅ……ごくん」

「「紅茶がほしいねぇ」」

　頭に血がのぼった。

　爆発しそう。

　いつものことだが、ツインズに反省の色はカケラもない。

　皿の上に残ったチョコは、ひとつだけ。

　たったの…………………、ひとつ！

「きゅ、これ、一個って……」

「二九個を二等分すれば、一個余るよ」

「仲よく、同じ数を分けなきゃね」

「「おいしかったねぇ～」」

「きゅ───っ！　ひとりで一四個も食べないでよっ！」

　キュートは、「本気で怒ってます！」とアピールするため、ムキィッと両目に力を込めてツインズをにらみつけた。できることなら、ツインテールを逆立てて末娘的激怒っぷりを表してやりたい。

　でも、ニコニコッと涼しげにふたつの笑顔を返されただけ。にらみ効果ゼロ。

「もう一回つくればいいよ」

「わたしたちも手伝うよ」

　腹立たしいが、もう一度つくるという選択肢しか残っていないのは事実だ。三〇個が、気づいたら一個になってるなんて……。

　リイザが、呆あきれたような微笑ほほえみを浮かべながらテーブルに歩み寄ってきた。

「ふたりとも、そんなにおいしかったの？　本当にしかたのない子たちね」

「おいしかったでぇ～す」

「最高でぇ～す」

　ツインズは、三女を前にしてもニコニコ顔を崩さない。姉が怒っていないとわかっているからだ。本当に腹立たしい。

「ったく、お陰で余計な手間が増えちゃったじゃない」

　キュートは、鎮火にはまだまだ時間がかかるであろう怒りの炎を胸に、キッチンへ引き返した。まったくもって腹立たしい。

　そのときだった。

「好きな人に贈るチョコは、一個で十分だよね？」

「好きなら一個で十分だよ」

「ひと粒から真実の愛が生まれるんだね」

「ひと粒から神聖な愛が誕生するんだよ」

「なんたってあしたは、特別な日だからね」

「なんたってあしたは、スペシャル・デーだからね」

「「あしたはっ！」」

「Ｖっ！」

「Ｄっ！」

「「バレェェェンタイィィィン・デェェェイ！」」

　ツインズが、ふたりそろってナイフとフォークでテーブルを叩たたき始めた。

　カタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタッ♪　マナー悪すぎ。

　キュートは、ドキドキしながらリイザの反応を窺うかがった。ツインズの会話を聞いていたはずだから……。

　リイザが、スッとゴルゴンゾラに顔を寄せた。

「あしたは、なにか特別な日なの？」

「はぁ～い、素敵な日でぇす。女の子が好きな男の子にチョコをプレゼントしちゃうという、ぶっ飛びハッピー・デーでぇ～す」

　すかさずパルメザンも口を開く。

「女の子たちが手づくりチョコの腕前を競きそい合う日でもありまぁす。いい男を巡って熾し烈れつな女子バトルが繰くりひろげられるという、血ち湧わき肉躍るデンジャラス・デーでぇ～す」

「ふ～ん、そうなの？」

　リイザのひんやりとした笑顔が、なんだかとても恐こわい。

　キュートは、こめかみから頰ほおへツツツッと流れ落ちる汗を感じた。

　チョコづくりのため室温を二五度に設定しているのに、暑いのか寒いのかわからなくなってくる。感覚が麻ま痺ひしてしまったのだろうか……。

　リイザはいま、理り刀とのことを考えているはず。｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝は、彼のことをあまり快く思っていないはずだから……。

　いまからチョコをつくり直すのは、危険かも？





三章　ＶＤマッチ







　ピンポン。

　ベッドに寝転んで週刊誌を読んでいた理り刀とは、呼び鈴に顔をあげた。

　ベッド脇わきの目覚まし時計に目をやると……、二二時一七分。

　こんな時間にだれだろう？　キュート？

　微かすかな期待を胸に、理刀は足早に部屋を出た。

　ピンポン。

　もう一度、呼び鈴が鳴らされる。

「は～い、いま開けまぁす」

　廊下を小走りに進みながらこたえた直後、玄関にやさしい香りがひろがった。

　跳躍とんできたのは、リイザだった。

　足もとまで届きそうな白銀のロングヘアが、薄暗い玄関を淡く照らしている。

「あ、リイザさん。どうしたんですか？」

　廊下の途中で立ちどまり、理刀は突然現れたリイザにたずねた。彼女とふたりきりでむかい合ったのは初めてだから、なんだか緊張する。

「混こん沌とんの少年、いえ、春日かすがさんと呼んでもいいかしら？」

「ど、どうぞ」

　いきなりどうした？　来訪の目的は？　キュートやスイート抜きで、いったいなにを話そうというのだろう？　ドキドキだ。

「お話があってきたんだけど……」

　リイザが、理刀越しに家の中へ目をむけたから、

「あっと、立ち話もなんですから、中へどうぞ。ハハ、汚いところですけど、ソファくらいありますから」

　理刀は慌あわてて廊下と応接間の電気を次々と点つけ、家の中を明るくした。

「ある程度なら汚くても大丈夫よ。カビと埃ほこりだらけの廃はい墟きよに寝泊まりしたり、毒蛇と毒虫が這はい回る湿地で数日すごしたこともあるから」

　そこまで汚くありませんけど……、なんてことは言わず、理刀は黙ってリイザを応接間に招き入れた。

　彼女がそばにくると、なんだかソワソワしてしまう。全身のうぶ毛が逆立つような甘ったるいピリピリ感が、じんわりと胸の内にひろがっていくからだ。

　リイザがあまりにもきれいだから、男としての本能が縮こまっているのかもしれない。まとっているオーラも半端じゃないし……。

「そこ、座ってて下さい。なにか飲まれますか？　インスタントのコーヒーか、あとはコーラしかありませんけど」

「飲み物はいらないわ。あなたも座って」

「は、はい。それじゃあ……」

　理り刀とは、言われるままソファに腰を下ろし、優雅な仕草でむかいに座ったリイザと視線を重ねた。二秒以上、彼女と真まっ直すぐに見つめ合うことができない。照れくさいような、畏おそれ多いような、不思議な心地ここちになるから。

「遅い時間にごめんなさいね」

　リイザが、すぐに口を開いた。無言で見つめられるより、しゃべってもらったほうがずっといい。

　理刀は、「いえ」と意識して笑みを浮かべながらも、彼女が続けた言葉に耳を傾けた。

「春日かすがさん、あしたはバレンタイン・デーという聖なる日なのでしょう？　わたしたち女から愛いとしい相手へ、チョコレートをプレゼントする。間違いない？」

「はい。バレンタイン・デーは、女の子が、日ひ頃ごろから気になるというか、好きというか、そんな相手にチョコを贈る日です」

　キュートの笑顔が、チラチラと頭の隅に浮かんでは消えていく。リイザがひとりできたということは、おそらく末っ娘こに関係することで、しかも彼女には聞かれたくない内容のはず。

　理刀の言葉に、リイザがゆっくりとうなずいた。白い額ひたいや透明な頰ほおの上を流れる銀髪が、目にやさしい光を放はなち続けている。

　彼女がいきなり、大きく身をのり出してきた。前傾姿勢になると、開いた胸もとから胸の谷間がもろに見えて……、目のやり場に困ってしまう。

　理刀は、くぴぴっと息を吞のみ込んだ。

　直後、テーブル越しに両腕を伸ばしてきたリイザから、ギュッと右手をつかまれた。

「っ!?」

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の淑しとやかな体温が、理刀の右手にじんわりと染み込んでくる。

「春日さん、あしたはキュートが手づくりのチョコレートをもってくるはずだから、ちゃんと食べてあげてね」

「え？」

「あの子なりに、がんばったのよ？　それはもう、本当に」

「は、はい。オレも、キュートの手づくりが食べられるなんて、すごく嬉うれしいです」

　意外だった。リイザが、キュートとの仲を邪魔しようとしないなんて……。

　理刀は、彼女のやわらかな握力と胸の谷間に気け圧おされそうになりながらも、

「リイザさんって、本当にキュートのことを大切に思ってるんですね。オレ、ひとりっ子だから、ちょっと羨うらやましいです」

　勇気を出して思ったことを伝えた。

　リイザの目が、わずかに大きくなった。そしてすぐさま、まるで静電気が走ったかのように、理り刀との右手からパッと両手を離した。

「そ、それは、もちろん。キュートのことは、心から大切に思ってるわ。だ、だから、春日かすがさんに、ぜひ、あ、あの子の手づくりチョコレートを食べてもらいたいの」

　彼女の透き通った頰ほおが、じんわりと紅に染まっていく。視線もキョロキョロ。

　勢いで理刀の右手を握りしめていたことが、いまさらながらに恥ずかしくなったのだろうか？　静かな部屋にふたりきりだし。

　あまりにもきれいな女性に照れられると、こちらまでなんだか恥ずかしくなってくる。

　理刀は、右手に残ったリイザの熱を左手で包み込みながら、彼女の様子を窺うかがった。ドキドキを懸命に抑えつつ。

　ふっ、と息をついたリイザが、すぐにまた理刀へ目をむけてきた。

　そして、無理やり感情を制御したような、どこか硬い表情のまま、ここにはいないだれかへ語りかけるようにしゃべり始めた。












「キュートは、わたしにとって、命よりも大切な宝物なの。本当に、心から大切な……。

　いまの魔界は、表むき平和だけど……一五年ほど前までは、ビョルンストライド王国の周辺で戦火を見ない日なんてなかったわ。

　戦いの日々だったの。

　毎日、生き残るために食べ、敵に勝つために学び、相手を倒すために自らを研とぎ、夜も熟睡なんてできなくて……。

　そんな日々の中で、わたしは命を落としかけたことがあるの。宿敵とぶつかって、ね。

　そのとき、わたしの命を救ってくれたのがキュートだったわ。あの頃ころは、まだ二歳だったから、自分でもなにをどうやったのか覚えていないでしょうね。

　血だらけで運ばれてきたわたしに抱きついて、大泣きしたあと気を失って、そのまま二年もの間、あの子は眠り続けたの。

　あの子の二年間と引き替えに、わたしはいまもこうして生きていられるわ。

　いまじゃ、キュートが目を覚まさなかった二年間のこと、よく思い出せないの。

　毎日、白い闇やみの中にいるような感覚だったから……。

　ときどき、あれは夢だったのかも、なんて思うこともあるのよ。

　キュートが眠りに落ちた半年後に、ビョルンストライド王国と蛮族連合軍の戦いは終わったわ。

　わたしたちフォンターナ家が〝本気〟で蛮族の王都に攻め込んで、めちゃめちゃにしてやったから。

　そのとき、わたしたちは、キュートに、とてもひどい仕打ちをしたの。

　意識をとり戻さない、たった二歳の、なにもわからない、眠ったままの無邪気なあの子に、とてもひどいことを……。

　いまも、ずっと……」

「ひどいことって、いったい……」

　理り刀とは思わず、リイザの言葉を遮さえぎってしまった。

「…………………」

　リイザが、わずかに濡ぬれた空色の瞳ひとみで理刀を見つめてくる。

　彼女の唇は動かない。

　理刀も、黙ったまま口を開かなかった。

　言いたくないことを、無理に聞き出そうとは思わない。それでも、フォンターナ家が、キュートにした「とてもひどいこと」の内容が知りたいという気持ちもあって……。

「あした、キュートのチョコ、食べてあげてね」

　どこか強こわ張ばった笑みを浮かべながら、リイザがソファの背に寄りかかった。お陰で、胸の谷間が理刀から遠ざかる。

　嬉うれしいような、ちょっと残念なような。

　理刀は意識して、しっとりと落ち着いたリイザの視線を受けとめた。

　とにかく、キュートの過去話はお終しまい、ということらしい。だから、

「リイザさんって、ほんとにやさしいんですね。オレにも、リイザさんみたいな姉がいたらなぁ」

　場の空気が少しばかり下降気味になったから、〝笑顔〟と〝よいしょ〟で明るいほうへもっていこうと考えた。と、

「わ、わたしを褒ほめても、チョコレートはあげないわよ」

　なぜかまた、リイザが頰ほおを紅あかくしている。

　あれ？

「あ、あなたはとにかく、キュートのチョコを食べることだけに専念して頂ちよう戴だい。わ、わたしのことは、いいから」

　言うなり、ふわっと姿を消してしまった。心地ここちいい香りだけを残して。

　あれあれ？


　　　★★★



　キュートは、読んでいたティーンズむけのファッション雑誌から顔をあげ、壁の時計に目をむけた。

　二二時二〇分。

　そろそろ寝る時間。

　ベッドへ移動しなきゃ。

　でも……、本当にチョコひと粒で大丈夫なのだろうか？　なんて不安が胸の内にくすぶっている。

　きょうの夕方、ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりが、リイザにバレンタイン・デーのことをバラしてしまった。

　だから、チョコをつくり直さなかった。リイザが、どんな小細工をしてくるかわからなかったから。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の手にかかれば、キュートがいかに目を光らせていても、チョコの中に易やす々やすと呪じゆ術じゆつを練り込むことができるはず。下へ手たをすると、超激辛や爆発するようなチョコにされてしまうかもしれない。危険危険。

　理り刀とには効かないにしても、黒くろ媛ひめたちにも食べてもらう予定だったから……。

　結局、ひとつだけ残ったチョコを小さなビニール袋に入れ、口を赤いリボンで結んだだけ。理刀の分だけ。

　あしたの朝、いちばんに彼へ手渡そう！　ひと粒しかないチョコを、少しでも印象づけるために。

　なんてことを考えてみるけど……。

　バレンタイン・デーのことを聞いたとき、リイザはうっすらと微笑ほほえんでいた。いつもと変わらず、慈愛に満ちた瞳ひとみを妹たちへむけたまま。

　なんだか怪しい。

　キュートは、再び時計を見た。二二時二一分。

　末っ娘この勘が、警鐘を鳴らしている。

　怪しい怪しい怪しい！　リイザお姉様は怪しい！　リイザお姉様はすごく怪しい！

　うっとりするような微笑ほほえみの裏で、なにかよからぬことを企たくらんでいたはず。

　そう考えると、唯一生き残ったひと粒も、安全とは言えなくなってしまう。

　キュートがだれにチョコをプレゼントするつもりなのか、リイザのことだから気づいているはず。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の魔力は、もう笑うしかないほど桁けた外はずれだから、チョコに負の術式を仕込むことなど、それこそ呼吸するかのようにやってのけるはず。しかも、対『混沌とした実在カオティック・リアル』用の術式を。

　キュートに、それを防ぐ手だてはない。

　証拠はない。

　確証もない。

　なんの細工もされてないかも……。

　考えすぎかも……。

　でも……。

　キュートは、むぅっと唇を強こわ張ばらせた。

　理り刀とにチョコを渡すべきか否いなか……、それが問題だ。


　　　★★★



　二月一四日。早朝六時三四分。

　理刀は洗面所で勢いよく顔を洗ったあと、鏡の中を覗のぞき込んだ。

　とうとうバレンタイン・デーがやってきた。

　朝食はいつも、管理人室で頂いている。毒どく舌ぜつ丸まるの手づくりだ。

　毎朝、六時四〇分に玄関を出る。ほぼ同時にキュートも出てくるから、当然いっしょにエレベーターへのることになる。二階でスイートとも合流し、みんなで管理人室へ。

　これが毎朝の流れだから、ついつい期待してしまう。

　玄関を出たところでキュートのバレンタイン・デー的モーニング・スマイルに迎えられ、「はい、チョコレート」なんて言われたらどうしよう。

　朝一でキュートからチョコをもらえるなんて、幸せすぎて恐こわくなる。昨晩、リイザが教えてくれたから、手づくりであることは間違いない。

　いまだかつて、朝からここまでウキウキドキドキのバレンタイン・デーがあっただろうか？　いやない。断言できる。

　理り刀とは、鏡の中の自分にむかってグッと親指を立てた。

　ナイス・スマイル！


　　　★★★



　キュートは玄関ドアの前に立ち、「きゅ！」と気を引きしめた。

　自宅の玄関ドア……、ではない。標札には『春日かすが』の二文字。

　二月中旬の冷えきった廊下にあって、キュートの気持ちは燃えていた。緊張は確かにある。だがそれ以上に、「いくぞ！」という気合いのほうが強かった。

　二月一四日。バレンタイン・デーにいちばんのりをすれば、どんなチョコレートであっても、理刀にかなりのインパクトを与えることができるはず。

　おそらく、あと五分ほどで彼が出てくるだろう。そのときが勝負。

　目指せ、いちばんのり！

　狙ねらえ、いちばんのり！

　いざ、いちばんのり！

「おはよう。はい、これ」

　ビシッと差し出そう。

　キュートは、手にした箱をジッと見下ろした。

　てのひらより少しだけ小さな平たい箱。

　昨晩、近所のコンビニでいちばん高いチョコを買ってきて、自分でラッピングした。手づくりじゃないけど……。

　用心のため。

　もしかしたら、リイザが最後のひと粒になんらかの術式を仕込んでいるかもしれないから、最悪の事態に備そなえたのだ。

　情けないけど、正しい選択だと思っている。

　市販のチョコで申し訳ないけど、理刀なら笑顔で受けとってくれるはず。

　春日家の玄関ドアを「きゅ！」とにらみつけながらも、キュートは前髪やツインテールの乱れをササッと直した。

　よし、いつでもＯＫ。

　グッと唇を引きしめた直後、すぐそばの空間がくにゃりと歪ゆがんだ。

　そこから出てきたのは……、スイートだった。胸に、頭がすっぽり収まりそうなほどの大箱を抱かかえている。花柄の包装紙に薄紫のリボンを合わせているのが可愛かわいらしい。

「きゅ!?」

　バレンタイン・デーにいちばんのりという狙いが、脆もろくも崩れ去ってしまった。しかも、スイートのチョコはキュートのよりもずっと大きい。見た目のインパクトははるか上。

「おはようございます。あなたもいらしてたの？」

　スイートが、「ふふん」と鼻で笑いながらキュートの手もとに目を落とした。〝わたくしの勝ちですわね〟という表情だ。

　キュートは思わず、市販のチョコを背に隠した。

「な、なによ？」

「べつに……ただ、可愛かわいらしい箱だと思っただけですわ」

「大きけりゃいいってもんじゃないでしょ」

「確かにそうですが、〝インパクト〟という点では圧倒的ですわ。わたくし、自分がチョコづくりの初心者であるという自覚を忘れてませんの」

「ふん、そんなに大きなモノを渡されても、理り刀とが迷惑でしょ」

「だから登校前にもってきましたの。今日の夜にでも、ゆっくり食べて頂きたいと思いまして」

「だったら、こんな朝っぱらからもってこなくてもいいじゃない。朝ご飯食べたあと、学校いく前に渡せば……」

「うふふ、大きさで目を惹ひくだけじゃなく、〝きょういちばん最初のチョコ〟という〝インパクト〟も狙ねらってますの」

「欲張りね」

「それは、あなたも同じなのでは？」

「きゅっ！」

　ピリピリ、と空気が張りつめる。

　パチパチ、と火花が飛び跳ねる。

　ドキドキ、と鼓動が高は速やくなる。

　キュートは、間違いなくこちらを下に見ているであろうスイートの目を、逃げることなく正面から受けとめた。

　こうなったら、ドアが開いた瞬間、その隙すき間まからチョコを差し入れるしかない。品がないけど、少なくとも〝きょういちばん最初のチョコ〟をあげたことになる。なるけど……。

　フォンターナ家の娘として、ある程度の品位は保っておきたくて……。

　でも、品のある渡し方って……、どうやるの？

　キュートは、ここで思い至った。

　思い至ったから、素直にそれをスイートに訊きいてみた。

「あんた、チョコを渡すときの作法って、知ってんの？」

「え？」

　スイートが、きょとんとした顔で口を半開きにした。

　この子はなにを言っているのでしょう？　といった表情だが、二秒後には「作法……」とつぶやきながら、瞳ひとみに真剣な色をにじませた。

　人間界では、わざわざバレンタイン・デーという特別な日をつくり、女性から想おもい人へチョコレートをプレゼントしているのだ。それなりの作法があってもおかしくない。

　作法。これは盲点だった。

　スイートが、眉まゆ根ねにシワを寄せた。

「……………作法なんて、必要なのでしょうか？」

「食事のときだって、ちょっとした挨あい拶さつのときだって、それなりの作法ってあるわよね。魔界も、人間界も、ね。ニッポン国は礼儀作法に厳しいって、渡界するときガイドブックで読んだ覚えがあるわ」

「確かに、わたくしも目にした記憶がありますわ」

　ガイドブックには、バレンタイン・デーのことは一行も書かれていなかったけど……。

　あ……、とスイートがわずかに目を大きくした。

「そういえば、ゴルゴンゾラお姉様とパルメザンお姉様が仰おつしやっていましたわ。バレンタインデーで日時と作法を間違えば、永遠に愛を失ってしまうとか、どうとか……」

「ちょっとあんた、それって重要なことなんじゃないの？　どうしてもっとちゃんと聞いとかなかったのよ？」

「ゴルゴンゾラお姉様とパルメザンお姉様に、ですか？」

「……………まあ、あのふたりじゃ、信ぴょう性が、ね」

「それでも、すべて噓うそと言いきることができますか？　ゴルゴンゾラお姉様もパルメザンお姉様も、相手を騙だまそうとか、貶おとしめようとするタイプじゃありませんから」

「まあ、ね。あのふたりは、ただ単に〝いつでも〟〝どこでも〟テキトーなだけだしね」

「だったら、もし作法を知らないままチョコを渡せば……」

「理り刀とのことだから、笑って流してくれるわよ」

「永遠に愛を失う、というレベルがどれほどのものなのか、わたくしには想像もできないのですが……」

　スイートの言葉に、キュートは、んぅ～と下唇を嚙かみしめた。

　大がかりな術式を組み立てるとき、星の位置や魔導具の使い方や魔法陣の描き方を間違えたら、とんでもない結果を招くことがある。

　バレンタイン・デーでも、似たような現象が起こるとしたら？　大おお袈げ裟さかもしれないが、〝永遠に愛を失う〟というレベルならば下へ手たなことはできない。

　どうする？

　そろそろ理刀が出てくるはずだけど……。

　どうする？　どうする？　恐れることなく〝きょういちばん最初のチョコ〟を狙ねらう？

　カチャ。

　キュートが気持ちを固めるよりも先に、ドアから金属的な音が聞こえてきた。カギが開けられたのだ。

　理り刀とが出てくる！

　ふと横を見て、

「きゅっ!?」

　キュートは息を吞のんだ。

　スイートが、抱いていた大箱をいつの間にか消していた。どうやら次元孔ホールに放ほうり込んだらしい。

　ガチャ、とドアが開いた。

　すまし顔のスイートを横目に、キュートはとっさにチョコの箱を上着の下に押し込んだ。腹の前で手を組むフリをして、落ちてこないように箱を押さえ、とにかく笑顔。

「おはよう理刀」


　　　★★★



　結局、朝一チョコはもらえなかった。

　理刀は、もやもやとした空振り感を胸に制服のネクタイをしめた。

　朝食のとき、キュートもスイートも毒どく舌ぜつ丸まるもいつもと変わらなかった。

　キュートがときどきお腹なかを押さえていたから、もしかしたらなにか隠しているのかな？　隠してるモノがチョコとかだったら嬉うれしいな、なんて淡い期待を胸の中でこねくり回していたのだが、とうとうなにも出てこなかった。お腹の調子が悪かっただけかもしれない。

　ソワソワだ。

　起きた直後から、ずっとソワソワしている。

　キュートはいつ、チョコをくれるのだろう？　スイートも。

　リイザが言っていたから、間違いなく手づくりを用意してくれているはず。

　やはり学校で、みんなといっしょに、ということなのだろうか。

「……………」

　ふと、ソワソワしてばかりの自分に気づき、おかしくなった。ちょっと情けなくもなってくる。

　バレンタイン・デーに女性が好きな男性へチョコレートを渡すという愛情表現法も、もとを正せば業者の大々的なキャンペーンによってつくられた結果でしかない。べつにチョコじゃなくてもいい。カードだろうが手帳だろうがネクタイだろうが、相手が喜んでくれるモノであればなんだっていいはずだ。

　わかってる。わかってるはずなのに、それでも……。

　チョコを下さい！

　これが、青少年の本音だと思う。

　キュートとスイートに挟はさまれ、毒舌丸に見送ってもらい、理刀はいつもと同じようにマンションを出た。

　東ひがし荻おぎ窪くぼ駅で電車にのり、他ほかの乗客たちの視線がキュートとスイートにチラチラ集まってくるのを感じながらも無視し、レゾン学院の最寄り駅で降りる。

　いつもの通学路。

　いつもの時間。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かという、いつものメンバーとも合流する。

　いつもと違うことは……。

　きょうが、バレンタイン・デーだということ。

　だからやっぱり、チョコのことが頭から離れない。


　　　★★★



　レゾン学院のビルに入ったあと、キュートは理り刀との腕に軽く触れた。

「それじゃ、昼休みにね」

「んじゃ、昼休みに」

　彼が、普通科専用のエレベーターホールにむかって歩いていく。

「それでは、わたくしも失礼しますわ」

　理刀の背を見送ったあと、スイートもすぐに姿を消した。エレベーターを使う必要のない彼女が羨うらやましい。

　でもこれで、ようやく黒媛たちに質問することができる。

　キュートは歩きながら、登校中ずっとノドにつまっていた疑問を吐き出した。

「ねぇ黒媛、チョコレートを渡すときって、絶対に押さえておかなきゃいけないことってあるかしら？　作法がわかんなくて……」

　能力開発学科ペンタグラム専用のエレベーターホールで足をとめ、黒媛がボタンを押した。そうしながらも、

「作法？」

　少しばかり驚いたような表情をキュートにむけてくる。続けて、そばの百香と巴に素早く目をむけた。

　変なことを訊きいたのだろうか？

　キュートは頰ほおに微かすかな熱を感じながらも、すぐに言葉を続けた。

「ほら、贈り物をするときって、それなりの作法があるでしょ？」

「作法……か。そんなに堅苦しく考えなくてもいいんだぞ？」

「じゃあ、チョコを渡してお終しまい？」

「う～ん、それだけじゃ素そっ気けないですから、やっぱりなにか言葉を添えたほうがいいと思います」

　百香が口を開いたところで、チン、と音が鳴った。続けて、エレベーターのドアが開く。

　キュートは、黒くろ媛ひめとならんで中へ入った。巴ともえと百もも香かもついてくる。続けて、他ほかの生徒も五、六人入ってきた。

　ドアが閉まり、エレベーターが静かにのぼり始める。

「で、どんな言葉を添えればいいのかしら？」

　キュートはさっそく、声をひそめて会話の続きを始めた。

　エレベーターの中で身を寄せ合っているため、黒媛、巴、百香の顔がすぐ近くにある。みんなと体を寄せ合い、体温を重ね合い、吐と息いきを混ぜ合わせていると、ちょっと楽しい気分になった。連帯感が心地ここちいい。

　百香が、黒媛を見あげた。

「わたしは〝これからもよろしくね〟って言って渡すつもりですけど」

「百香は義理ばかりだろう？　本命だとそうもいかないぞ」

「そうだよねぇ。もっと気の利きいたセリフはないかなぁ」

　ここで巴が、ほとんど唇を動かすことなくぽそりともらした。

「お慕したいしてます、とかは……ダメかな？」

「古風だが、味があるんじゃないか？　わたしが男だったら、言われて嬉うれしい言葉だな」

「巴ちゃんらしくて素敵」

　亜あ威い姉妹にそろって笑顔をむけられ、巴が顔を真っ赤にしてうつむいた。紅あかい頰ほおは、嬉しそうにゆるんでいる。

　キュートは、そんな彼女を見あげながら考えた。

　渡すチョコがダメダメでも、添える言葉で少しは挽ばん回かいできるかもしれない。今朝は、無知ゆえに作法を気にしすぎ、挙あげ句くには用心しすぎてチョコを渡し損そこねてしまった。

　ならば勝負は昼休みだ。

　スイートも、いまさら〝きょういちばん最初のチョコ〟を狙ねらってきたりはしないだろう。昼休みにあの大箱チョコで勝負を挑んでくるに違いない。

　市販のチョコでは、太た刀ち打うちできるはずもないけど……、なにか気の利いた言葉をガツンと伝えることができれば、大逆転できるかも？

　百香が、相手を定めずにしゃべり始めた。

「ん、チョコを渡すときに伝える言葉って、考えてみると意外と難しいですねぇ。お互いの関係にもよりますから。仲よしの恋人同士なら、チョコを渡すだけで気持ちが伝わるはずですけど、片思いだったり、お互いに微妙な距離だったりすると、正直に〝好きです〟って言うのも照れくさいですし」

「も、百香……もしかして、その、なんだ、好きな人とか、いるのか？」

　黒媛が、わずかに強こわ張ばった顔を妹に寄せた。

　それに対し、ニパ～ッと笑う百香は、無邪気大放出といった感じで可愛かわいらしい。

「百もも香かの好きな人はね、黒くろ姉ねえ様さまだよ」

　照れもなにもなく言いきった妹の前で、黒くろ媛ひめがふにゃっと表情をとろけさせた。

　見ていて面白い。彼女らしからぬ力の抜けきった顔だが、それがなんとも微笑ほほえましい。

　巴ともえも、嬉うれしそうに口もとをゆるめている。

　キュートは考えた。

　自分がもし、リイザに「好き」だと伝えたら？

　百香のように、素直に、率直に、真まっ直すぐに、あるがままの気持ちを包み隠さず口にしたら？

　リイザを好きだという気持ちはある。いや、ずっと昔から大好きだ。ずぅっと愛し続けていると断言してもいい。尊敬もしている。

　でも無理。

　展開を想像するまでもない。

　ただでさえ愛情過多な姉に、あれ以上ひどくなられては困る。

　亜あ威い姉妹を見つめながら、キュートは口の中でつぶやいた。

　リイザ姉様ごめんね。

　愛してる。





四章　チョコココココォ！







　二月一四日バレンタイン・デーの昼休み。

　理り刀とのソワソワは、最高潮に達しようとしていた。

　教室には、いつものように能力開発学科ペンタグラムからキュート、黒媛、巴、百香の四人が、そして地下学院からはスイートがやってきている。

　空いた机を寄せ、みんなで顔をむけ合って弁当をひろげるこの時間は、理刀にとって大切な日常だ。

　そんなハッピー・ランチタイム中も、ずっとソワソワだった。

「ごちそうさまでしたぁ」

　食べるのがいちばん遅い百香が、元気よく手を合わせた。遅いといっても、巴とは毎回いい勝負をしている。

　妹が弁当箱のフタを閉めたのとほぼ同時に、黒媛が布袋から長方形の平たい箱をとり出した。

　この瞬間、ソワソワがドキドキに早変わりする。

「ぎ、義理だからな？　でも、ちゃんとつくったから、味わって食べてくれ」

　どこか照れた様子で、黒くろ媛ひめが理り刀との机に箱を置く。

「百もも香かのは本命でぇ～す」

　百香がすかさず、姉と似たような箱を差し出してくる。

「あの、わ、わたしも、つくってみたの。食後のオヤツに、み、みんなで……」

　巴ともえが、チラチラと理刀に目をむけながら、大きめのタッパーを寄せた机の中央に押し出してきた。続けて、ふたを開ける。

　中身は、ひと口で食べられそうな大きさのタルトだった。一〇個以上は入っているだろうか。香りや色から察するに、チョコレート・タルトのようだ。

「わぁ、やっぱり手づくりは巴ちゃんがいちばんだね！」

　百香がパチパチと手を打ち鳴らすから、巴の顔は早くも真っ赤になっている。

　キュートも、すでに平たい箱を手にしている。

「巴のあとに出すと色あせちゃうけど。味は、とにかく心配ないからね……で、こほん」

　彼女が、咳せき払ばらいをしながら箱を差し出してくる。

「あたし……」

「わたくしからも、心を込めたチョコを贈らせて頂きますわ」

　キュートの言葉を遮さえぎり、スイートが空間から引っ張り出すようにして大きな箱をとり出し、ドカンと机の上に置いた。

「きゅっ！　ちょっとスイート、あたしがいまから考え抜いたセリフを……」

「昼休みが終わってしまいますわよ？　これから、みなさんの手づくりを理刀に食べて頂くのでしょ？」

　次々と差し出されるチョコに感動し、同時に圧倒されていた理刀は、スイートの言葉で我に返った。そこで、周囲の視線があまりにも刺とげ々とげしいことに気づいた。

　教室内にいる男子全員が、理刀をジトーーーッとした目でにらんでいる。よく見ると、別のクラスの連中が、廊下の窓からもにらんでいるではないか。恨めしそうな目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、目、ちょっと怖い。

「ハハハ、ハァ～」

　もはや笑うしかない。気づかないフリをしよう。

「ささ、理刀。包みを解いて下さい」

「あ、ああ、ほんと、みんなありがとう」

　スイートに急せかされ、理刀はもらった順番に黒媛、百香、キュート、スイートと、箱の包みを開けていった。

　黒媛と百香は、おそろいの白い箱。

　キュートのは、ＣＭでもお馴な染じみの紅白パッケージ。アーモンドチョコ『ピュアラ』。

　あれ？　手づくりのはずじゃ……。

　しかしながら、理り刀とは疑問を表情に出さずスイートの包装もきれいに解いた。

　手づくり感全開の、ガムテープをベタベタと貼はった段ボールだった。小学生の工作？

「いかがですか？　中身を少しでも傷いためないよう、箱も頑丈につくってみましたの」

　スイートが、どこか誇らしげな笑みを浮かべ、手づくり段ボール箱をポコッと叩たたいた。

　魔界人の感覚からすれば、〝段ボールはプレゼントを守るのに適した材質〟ということになるのだろう。確かに、重要なのは中身だから……。

　でも、キュートが市販のチョコなんて……。

　どうして？


　　　★★★



　キュートは、午前中に考え抜いたセリフをスイートに潰つぶされ、内心で歯は嚙がみした。

『あたし、こう思うの。

　チョコは口の中で溶けちゃうけど、あたしがあたしであるという事実は溶けないし、理刀が理刀であるっていう事実も絶対に溶けないわ。

　他ほかにも、溶けないものってたくさんあると思うの。

　みんなとの思い出。

　みんなとの友情。

　みんなとの絆きずな。

　これから先も、溶けないものをたくさんつくっていきましょうね』

　トイレで練習したのに……。鏡を覗のぞき込みながら、笑顔でニッコリも。

　今回は運がなかった。まるで、急な坂を転げ落ちるように悪いことが連続して……。

　チョコのつくり方がわからなかったから、リイザに助けを求めた。

　それはいい。間違っていなかった。彼女のお陰で、なかなかのモノが三〇粒も完成したのだから。

　それなのに、招きもしないのに不幸ゴルパルが降やってきた。

　無礼ツインズが、勝手にチョコをパクついて、たったの一個しか残らなくて……。

　それでも負けず、気合いでもう一度つくり直そうと思った。思ったけど……。

　奔ほん放ぽうツインズが、「Ｖ」とか「Ｄ」とかはしゃぎまくって、リイザにバレンタイン・デーのことをバラしてしまったからそうもいかなくなった。

　下へ手たにつくり直せば、リイザが材料や完成品にどんな術式を練り込んでくるかわからなかったから。

　ひと粒だけ残ったチョコも、当然のことながら安全とは言えない。あの場で、瞬時に呪じゆ詛そを刻きざみ込まれた可能性があるから。しかも、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』に有効な。

　だから、手づくりをあきらめた。さんざん迷った末、しかたなく。

「まあまあまあ、キュートったら、〝手づくり〟はどうなさいましたの？」

　スイートの口こう撃げきも予想していた。それでも、勝ち誇った笑みが腹立たしい。

「いろいろ事情があんのよ」

「ふふん、ひと声かけて下されば、手を貸して差しあげましたのに」

「あんたに手伝ってもらったとしても、結果はたいして変わらなかったでしょうね」

「うふふ、ご自分の不器用さを自覚なさってるのね。結構なことですわ。これで理り刀とがお腹なかを壊すこともなくなりましたから。あなたの選択、間違っていませんわよ？」

「うっさいわね」

　キュートは、にらみつけていたスイートから目を離し、この場のみんなを見回したあと、買ってきたチョコへ視線を落とした。

　黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも〝手づくり失敗したの？　気にしなくても大丈夫！〟的な顔をキュートにむけている。

　理刀だって、〝市販だからってまったく気にしてないよ〟といった表情だ。

　それでも、みんなの中でひとりだけ逃げたみたいで……、ちょっと寂しい。

　ふんだ。『ピュアラ』って、すごくおいしいのよ。中のアーモンドはカリカリだし。ヒット商品なんだから。

　心の中で強がっても、ひとりだけ市販品、という事実は変わらない。

　変わらないのであれば、グジグジしててもしかたがない。気持ちを切り替えなければ。

「ま、少なくとも味じゃスイートに勝ってるはずだから、とにかく食べてみて。みんなもどうぞ」

　理刀へ、そして黒媛たちへ笑顔をむけた。

　スイートだけには、

「あんたもちゃんと食べて、自分がつくったヤツと味を比べてみなさいよ」

　チクリとやった。

「うふふふ、あなたがお店から選んだだけのチョコがいかほどのものなのか、遠慮なく味見させて頂きますわ」

　ニンマリと笑うスイートに、チクリとやり返される。本当に腹立たしい。

「それじゃ、食後のデザートにしよう」

　黒媛が余裕に満ちた笑みをひろげた次の瞬間、教室の中にどよめきがひろがった。

　おおおおおぉぉぉっという、低い音の波が、肌をビリビリと震わせる。

　なんなの？

　キュートは思わず身を縮め、周囲を見回した。

　理刀も、スイートも、黒媛も、巴も、百香も、他ほかの生徒たちも、みんな同じ方向へ目をむけている。教室前方の入口へ。

「きゅっ!?」

　そこから入ってきた人物は……。


　　　★★★



　おおおおおぉぉぉ。

　生徒たちがどよめいた。

　戸口で、七色の光が花咲いたから。

　教室に、麗うるわしき七色が薫かおったから。

　空気が、浄きよき虹にじ色いろに染まったから。

　理り刀とは、とっさに口を開くことができなかった。突然の来訪に、体が痺しびれたように硬直してしまって……。

　なんの飾りも歓迎の横断幕もない教室に入ってきたのは、ビョルンストライド王国の第二王女、ササラ・ビョルンストライドだった。

　七色に輝くロングヘアを優雅にゆらし、紅玉のような唇に上品な微笑ほほえみを浮かべ、煌きらびやかなドレスの裾すそを引きずって、しずしずと歩み寄ってくる。手に小さな箱をもっている。

　スイートが、椅い子すからわずかに腰を浮かせている。

　黒くろ媛ひめが、ただただ呆ぼう然ぜんと目を見開いている。

　巴ともえが、うっとりとした目をしている。

　百もも香かが、顔いっぱいに笑みをつくっている。

　キュートが、目いっぱいに驚いてます、といった表情をササラへむけている。

　なんの予告もなく、護衛をひとりもつけず、普通科の教室に魔界の王族が入ってくるなんて……。

　ビックリだ。

　レゾン学院ではいま、魔界の王族を受け入れるか否いなかで審議が行われている最中だと聞いている。日本だけでなく、世界中のあらゆる関係機関と連絡をとり合い、ササラの希望に添うかたちで準備を進めているらしい。

　留学が決まれば、おそらく大学部で学ぶことになるだろう、と先日キュートから聞いた。

　でも、受け入れ態勢が整うまでもうしばらく時間がかかる様子だから、ササラも暇をもてあましているようだ、と教えてくれたのは毒どく舌ぜつ丸まるである。

「突然、あるいは連絡もせずにお邪魔、あるいは訪ねてきてしまい、申し訳ありません、あるいはすみませんでした」

　理刀のそばで足をとめたササラが、虹にじの色香を振りまくように微笑んだ。

　彼女はいま、廊下に集まっている生徒や教師、教室の中にいるクラスメイト、全員の視線を一身に集めている。それでいて気を張っている様子はなく、ただただ真まっ直すぐにきれいな目をむけてくるから……、理刀のほうが変に緊張してしまう。

「あ、っと、サ、ササラ姫、どうしたんですか？」

「きょうが人間界の聖なる日、あるいはバレンタイン・デーだと聞きました。だから、お菓子、あるいはチョコレートをもってきたのです。手づくり、あるいはわたし自身がつくったのですが……理り刀とに食べて、あるいは召しあがってもらいたくて……」

　ササラが、ほんのりピンク色に頰ほおを染めながら、手にした立方体の箱をそっと差し出してきた。

　彼女の髪と同じく、七色に輝く包装紙でラッピングされた華やかな箱である。

　再び。

　おおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉ、と低いどよめきが教室にひろがった。

　椅い子すが、机が、黒板が、ビリビリ震えている。理刀の肌もビリビリだ。

「ど、どうも。ありがとうございます」

　みんなの前で受けとるのは、恥ずかしいし、なんだか恐こわい。

　たくさんの生徒の前で、教師の前で、しかもキュートやスイートや黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かが見ている前で王族の手づくりチョコを手渡されるなんて……、恐すぎだ。

　理刀の気持ちに気づく様子もなく、ふんわりと頰を染めたササラが、

「いますぐ、あるいはさっそく、食べて、あるいは召しあがって下さい」

　はんなりとした笑みを浮かべた。












　これだけの注目を浴びまくりながら、王族の手づくりチョコを食せ、と？

　視線、痛すぎなんですけど？

　チクチクどころか、グサグサザクザクブスブス状態なんですよ？

　堪たえろ、と？

　視線の刃やいばに堪え、痛みに堪え、人々に凝ぎよう視しされながらチョコを口に放ほうり込め、と？

　心の中で激しく訴えながらも、理り刀とは体の中に眠っているすべての気合いと根性に非常呼集をかけた。

　いまこそ勝負のときだ！　日ひ頃ごろの鍛錬の成果を見せてやれ！　いくぞぉーっ！　全軍突撃ぃーっ！　おおおぉーっ！

「ありがとうございます」

　無理やり唇の両端を引っ張りあげながら、七色の包装紙を破らないよう丁てい寧ねいに解いた。

　両側から、キュートやスイートの視線を感じるけど、彼女たちに笑顔をむける余裕はない。対面から黒くろ媛ひめと巴ともえと百もも香かの視線もひしひしと感じるけど……、ここはササラのチョコに全精神力を集中させる。

　包装紙をとり、黒い箱のフタを開けると……、中にはひと口大の丸いチョコが山積みになっていた。

「どうぞ、あるいは遠慮なさらずに」

　ふわふわな、本当にふわふわなササラの微笑を前に、理刀は一個をつまんだ。

　グビビッ、とツバを吞のみ込む音は、自分のものではない。廊下と教室にいるすべての生徒が鳴らしたものである。グビビッ。グビビッ。グビビビビビッ。グビビビビビビビッ。

　パクッと食べた。と同時に、

「また魔界を訪問、あるいは楽しみたくありませんか？」

　ササラがやんわりとたずねてきた。

　口の中にひろがる甘さを感じながら、理刀は立ったままの彼女を見あげた。どうしてここで、そんな質問をするのだろう？　なんだか不自然な気もするけど……。

「そうですね、機会があったらまたいきたいです。ぜひ」

　とにかくこたえを返した。また魔界にいってみたい、というのは本音だ。次は、ゆっくりと観光してみたい。

　理刀の言葉に、ササラが目を細くして幸せそうに頰ほおをゆるめてくれた。

　そんな彼女の表情と口の中の可か憐れんな甘さが混ざり合い、なんとも言えない気持ちになった。うまい。ほんとにうまい。だから……。

「これ、本当においしいですよ！」

　正直な感想を口にした。

　ササラの幸せそうな笑みに、淡い朱色がにじんだ。恥ずかしそうに目を落とす仕草が、ゾクゾクするほど色っぽい。恥じらうだけで、場の空気を甘ぁ～い息苦しさで満たしてしまうなんて、さすがはビョルンストライド王家の第二王女である。

　ふと、キュートと視線が重なった。

　ジト────────────ッと下からえぐり込むようにこちらをにらんでいる。

　うっ、と息を吞のむなり、理り刀とは再びササラへ目を戻した。そしてすかさず言う。

「ササラ姫、これ、すごくおいしいんで、みんなにも分けていいですか？」

　キュートにも食べてもらえば、本当においしいということをわかってもらえるはず。会話のキッカケにもなるし、機嫌も直してもらえるだろうし、手づくりじゃなくても、市販品でも気にしないで、という気持ちも伝わるだろうし。

「みんなにも、ですか？　あ、それは、構いません。あるいは嬉うれしいです。ですが、食べる、あるいは口にするなら無心で、あるいは無我夢中でお願いします」

　細い眉まゆをぴょこんとあげたササラが、キュートたちに目を投げながら変な条件をつけてきた。

　王族がつくったモノだから、心を真っさらにして食べなければならないのだろうか？

　よくわからないけど……。

　とにかくササラの許可をもらったから、と理刀は寄せた机の真ん中に小箱を置いた。

　みんなのチョコも出ているが、ここはまず王女様の手づくりチョコを食べたほうがいいだろう。

「それでは、ご馳ち走そうになりますわ」

　スイートが手を出したのをキッカケに、キュートが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、百もも香かが手を伸ばす。

　その中で黒媛だけが、

「魔界のお姫様の手づくりだから、食後に食べるのはもったいない。もう少しお腹なかが減ったときのためにとっておこう」

　とササラのチョコを弁当箱の中にそっとしまった。

「理刀の言う通り、おいしいわ」

　チョコをついばむようにして口の中へ入れたあとすぐに、キュートの目から先ほどのジトッとした色が消えてくれた。

「さすがはササラ姫ですわ」

　スイートが、大きくうなずいた。

「わぁ、甘ぁい！」

　百香が、ニパァッと笑顔をひろげた。

「ほんとうね。自己主張のある甘さって、なかなか出せないのに……この味、すごく上品で、素敵」

　巴も、心地ここちよさそうに目を閉じ、口をもごもごさせている。

　みんなが食べたことで、ササラがもってきた小箱の中身がカラになる。

　先ほどからずっと、微震のごとく教室内がゆれている。

「くっ、オ、オレも、チョコを……」「どうして春日かすがだけ……」「チョコココココォ！」

　呪じゆ詛そを含んだ声が、次々と理り刀との耳に流れ込んでくる。次々と。次々と。しつこいくらいに次々と。教室から、廊下から、次々と。

　そろそろ昼休みも終わりだから……、ちょっと早めにキュートたちを帰らせたほうがいいかも。

　周りの声が聞こえたのだろう、ササラが首を巡らせた。

　目をむけられた生徒や教師たちが、グビグビグビビビッとツバを吞のみ込む音に、理刀はゾクッと背筋が寒くなるのを感じた。

　ササラは、やさしい王女様だ。他人のことばかり気にかけている、慈愛に満ちた魔界の第二王女だから、彼女が口にした言葉は十分に予想できるものだった。

「あなた方、あるいはみなさんも、チョコを味見、あるいは召しあがりますか？」

　教室、そして廊下が、シ──────────ンと静まり返ったのは一瞬だけ。

　廊下にいたひとりが、「じゃ、お言葉に甘えて、ゴチになります」と図ずう々ずうしく教室内に足を踏み入れたのを皮切りに、見ていた全員がいっせいに動き出した。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　まるで人間の大津波である。

　狂乱の叫び。床を踏み抜かんばかりの足音。机や椅い子すをはね除のける荒あら々あらしい音。

　教室内の空気がゆれにゆれた。

　廊下側の窓が割れ、前と後ろのドアが弾はじけ飛び、大きな音を立てて床に叩たたきつけられる。

「キュートっ！」

「きゅっ!?」

　理刀はとっさにキュートの細い腰を抱き、素早く立ちあがった。

「百もも香かっ！」

「ぃや～ん、黒くろ姉ねえ様さまぁっ！」

　黒くろ媛ひめが、百香の小さな体を抱きあげ、机から飛び離れる。

　跳躍したスイートが、ササラを速すみやかに窓際へ移動させた。巴も避難ずみだ。

　理刀たちが教室の隅で身を寄せ合ったのと、数秒前まで笑い合っていた机が人波に吞み込まれたのは、ほぼ同時だった。

　みんな獣のように、机上のチョコを奪い合っている。教師も数人交ざってるし。中には女の子も。気持ちはわかるけど……。

「わたしが言いたかった、あるいは伝えたかったのは、〝新しい、あるいは追加のチョコを手づくりで、あるいはわたし自身がつくってきましょうか？〟ということだったのですが……」

　ササラが申し訳なさそうにつぶやいた。





　　　★　★　★






　聖バレンタイン・デーの翌日。

　二月一五日の早朝。

　理り刀とは、夢うつつの中できのうのことを思い出した。

　バレンタイン・デーは結局、ササラがつくってきたチョコをひと粒食べただけで、あっけなく終わってしまった。

　キュートが買ってきた『ピュアラ』も、スイートの大量チョコも、黒くろ媛ひめの義理チョコも、百もも香かの本命チョコも、巴ともえのチョコレート・タルトも、すべて血走った目の生徒や教師たちに奪いとられ、跡形もなく食い尽くされてしまったから。包装紙や箱を口につめ込んだヤツもいたし……。もうメチャクチャだった。

　でも、問題は気持ちだから、食べられなかったと気落ちすることはない。本音は……、残念だけど、女の子たちの気持ちをもらったじゃないか、と自らに言い聞かせる。

　意識が、ゆっくりと浮上していく。

　いまの時間は？　そろそろ起きる頃ころか？　目覚まし時計、まだ鳴らないけど……。

　理刀は、うっすらと目を開けた。顔に、ひんやりとした二月の空気を感じる。外はまだ暗い。ベッドのぬくもりを、もう少し……。

　ん？　目覚まし時計に顔をむけようとして、左腕の違和感に気づいた。

　動かない。金縛り？

　顔をむけ、見て、「？」「……？」「……………？」頭がぐるぐる回ったあと、

「なっ!?」

　かけ布団をはね除のけ、一気に跳び起きた。

「なんで!?」

　冷えきった部屋の空気が、急速に体温を奪っていく。吐く息も白い。だが、ドキドキドキッと朝っぱらから最高速で動き始めた心臓が、寒さを吹き飛ばしてくれる。

　理刀は、懸命に頭を整理した。

　どうして黒媛がここに？

　なぜ、学院ナンバーワンの【時の統治者タイムルーラー】が自分のベッドに？

　いかな理由があって、｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝がネグリジュ姿になっているんだ？

　目の前でいま、黒くろ媛ひめが身を丸くして横になっている。

　左腕に抱きついていたのは、彼女だったのだ。

　肌触りのよさそうなシースルーのネグリジュ姿だから、肩や胸や腰のラインが丸わかりだ。ヘソの位置だってわかるし、はいているパンツのかたちも一いち目もく瞭りよう然ぜん。パンツの色は、薄暗い部屋だからぼやけてるけど……。

　黒媛が、薄く目を開けた。

「ぅ、んぅ、もぅ、寒いじゃないか」

　すぐにまた、目を閉じてしまう。完全に寝ぼけているようだ。そばに別の人間がいることに気づいていない。もしかしたら、百もも香かだと勘違いしているのか？

　理り刀とは、おそるおそる彼女の肩に布団をかけ直し、破壊力がありすぎるネグリジュ姿を隠した。

　隠してからあらためて、

「もしもぉ～し、黒媛さぁん、家を間違えてますよぉ～。オレ、理刀ですよぉ～。そしてここは、オレの家ですよぉ～。ベッドの大きさ、ぜんぜん違うはずですよぉ～」

　急な声に黒媛が驚かないよう、トーンを落として話しかけた。

「んふっ、朝いちばんにささやくセリフがそれ？　素敵」

　枕まくらに顔の半分を埋うずめていた彼女が、うっすらと目を開けたあと、こともあろうにゆっくりと上体を起こしたではないか。起こせば当然、かけ布団から出ることになる。布団から出ればもちろん、ネグリジュ姿が再び理り刀との前に現れるわけで……。












　ネ・グ・リ・ジュッ!!

「っっっ!!」

　シースルーの威力は絶大だ。

　開発者はだれだ？　しかも寝間着の生地にしようなんて考え、しっかりと実行したヤツはどこのどいつだ？　けしからん！　感謝状を送りつけてやる！

　頭に大量の血がガンガンのぼっていくせいで、変なことを考えてしまう。

「理刀、どうしたんだ？　朝のハグは？　寒いからあたためてくれ」

　ベッドの上にぺたんと座った黒くろ媛ひめが、理刀にむかって両手をひろげた。

　彼女は、真まっ直すぐにこちらを見ている。なのに慌あわてた様子がない。

〝どうして理刀がここに!?　家を間違えたの？　きゃっ、恥ずかしいっ〟という反応を予想していたのに、黒媛は〝当たり前〟といった表情をしている。

　しかも朝のハグ？　朝ハグ？　朝っぱらから、熱烈なスキンシップを所望している!?

「理刀、どうした？　寝ぼけてるのか？」

　黒媛が、ぽかんとしてる理刀の腕をつかみ、グイッと力強く引っ張ってきた。

　引っ張られれば、相手との距離が縮まるのは当然で。

　抱きつかれれば、もちろんゼロになって。

「理刀、愛してる」

　ええええええええええええええええええええええええええええええええぇぇぇぇぇっ!?

　なにがどうなってる？　ドッキリなのか？　部屋のどこかにカメラを隠してるとか？　きっとそうに違いない。でないと説明できない。あ、あ、愛してる、なんて……。

「く、くく、黒媛？」

「ん？」

「ちょ、ちょっと離れて……」

「ぁん、どうしたんだ？」

　理刀はなんとか彼女から体を離し、できるだけシースルーな胸もとへ目を落とさないように気をつけながら、チラッ、落としてしまってもしつこく見ないように努力しながら、チラチラッ、なんとか息を整えた。チラッ。

　胸のドキドキは、なかなか大人おとなしくなってくれない。シースルーな格好の黒媛が目と鼻の先にいるのだから、それもしかたのないことなのだが……、それでもとにかく、ドキドキに体を慣らしながら目の前の少女と視線を重ねた。

「ふふ、本当にどうしたんだ？　ん～？　あぁ～、も、し、か、し、て、変な想像をしてるな？　んふふ、理刀のエッチ♥」

　想像してません！

　顔の熱さを覚えながらも、理り刀とはストレートにたずねた。

「あのさ、黒くろ媛ひめ、どうしてここにいるの？」

「理刀、なにを言って……」

「いや、オレ、状況が吞のみ込めてないっていうか……」

「朝から、いったいどうしたんだ？　ちょっと変だぞ？」

「変だぞ、っていうのはオレのセリフでありまして……」

　きょとんとした目をしていた黒媛が、〝あ、なるほど〟といった顔で、ポンと手を打ち合わせた。大きな胸が、ぷるんとゆれる。

「ふふ、ほんとにもぅ、理刀って、やっぱりエッチだな。そういうプレイがしたいなら、ちゃんと言ってくれなきゃ……」

「いやいやいやいやいや、ストップ。それ違うから。プレイとかそんなんじゃなくて、真面目まじめに、大真面目にね、黒媛がここにいる理由を聞きたいんだ」

「真面目に？」

「そ、冗談抜きで」

「真面目にって……理刀はわたしの夫で、わたしは理刀の妻だから、いっしょにいるのが当たり前だろ？」

「はい？」

　いま〝夫〟とか〝妻〟って仰おつしやいませんでしたか？〝夫〟と〝妻〟を合体させると……。

　背筋を、冷たいなにかがゆっくりと流れ落ちていく。

　夫婦、ってこと？

「理刀、ちょっと変だぞ？　熱でもあるんじゃないか？」

「その、夫とか妻って、いったい、なにがどうなって……」

「わたしが理刀の妻。そして理刀はわたしの旦だん那な様。結婚したら、普通そうなるだろ？」

　け、

　けっ、

　結婚っ!?




　結局いくら訊きいても、黒媛は「自分は理刀の妻」という主張を曲げようとはしなかった。

　理刀は懸命に「自分たちは仲のいい友だちだけど、決して夫婦ではない」と説明した。

　が、しかし、黒媛は決して聞き入れようとはせず、途中で「わたしが嫌いになったのか？」と泣き出してしまったから、理刀もそれ以上なにも言えなくなってしまった。

　謝るとすぐに機嫌を直してくれた彼女が、いきなりネグリジュを脱ぎ捨てたのには驚かされた。

　続けて「いっしょにシャワーを浴びよう」なんて言ってきたときには、さすがに心臓がとまりそうになったけど……。

　気合いと根性でお断りした。

「いつもいっしょに浴びてるのに……理り刀と、きょうは変だぞ？　ゃん、寒ぅ～い」

　自分の両肩を抱きながら、裸でバスルームへ駆け込んでいく黒くろ媛ひめの後ろ姿は、均整がとれていて、お尻しりが小さくて、足が長くて……。

　見とれている場合ではないのだが……。

　彼女に、なんらかの異変が起きているであろうことは確かだ。

　理刀が触れてももとに戻らなかったため、魔法で操られているわけではないらしい。

　でも……。

　以前、百もも香かが魔法の薬で大人おとなになったことがあった。そのときは、理刀と接触しても小学五年生には戻らなかったから……。

　今回の黒媛も、なにかしらの薬を飲んだか、あるいはだれかに飲まされたか。

　あ……。

　理刀は、重要なことを思い出した。

　大人になった百香がもとへ戻るために必要だったのは……………、理刀のキスだった。

　黒媛にもキスって……。

　いつまでもこの状況、というわけにもいかないから……。

　キス、してみる？




　シャワーから出てきた黒媛は、バスタオルを一枚巻いただけ、という姿だった。

　目のやり場に困る。困ってしまうけど、やはり胸もとやふとももにチラチラ視線がいってしまうのは、一七歳的青少年の性さがであって……。ごめんなさい。

　黒髪は背に流している。ドライヤーの音が聞こえていたから、しっかりと乾かしているようだ。

　彼女はそのまま、鼻歌交じりに冷蔵庫を開けて中を覗のぞき始めた。

　飲み物をさがしているのだろうか？

　そう思った理刀は、

「寒いから、あったかいほうがいいだろ？　インスタントしかないけど」

　なるべく黒媛のほうを見ないようにしながら、台所に入った。まずはお湯を沸かさなければならない。

「ん？　理刀がコーヒーつくってくれるのか？　もう少し待っててくれ、すぐに朝ご飯の用意をするから」

　冷蔵庫から顔をあげた黒媛が、サッパリとした笑顔をむけてくる。

　朝ご飯？　朝はいつも、キュートたちと管理人室で食べている。毒どく舌ぜつ丸まるの手づくりだ。

　部屋を出る時間まで、あと五分ほどしかない。

「朝ご飯はいいよ。いつも毒舌丸さんにつくってもらってるんだ」

　いきなり、黒くろ媛ひめがぷく～っと頰ほおをふくらませた。愛あい嬌きようのある顔だが、彼女にはまるで似合わない仕草である。

「理り刀とは、新妻の手料理を食べたくないのか？」

　キミは新妻じゃないからね、なんてことは口にせず、理刀は思いきり声にやさしさをにじませた。

「そんなことないよ。本当は黒媛の手料理食べたいけど、毒舌丸さんが毎朝つくってくれるからさ。たぶん、もうオレの分も用意してもらってるだろうし、ね、つくってもらったら感謝して食べないといけないだろ？　黒媛の手料理は、今夜つくってよ」

　原因不明の新妻病にかかっているとはいえ、黒媛はもともと気づかいの細やかないい子である。聞き分けのないワガママ娘ではない。

　案の定、彼女はすぐに冷蔵庫を閉め、

「理刀がそう言うなら、今夜は腕によりをかけよう」

　可愛かわいい笑顔を見せてくれた。

　今夜も新妻モードのままなら、黒媛に夕食をつくってもらうけど、その前にもとへ戻ってもらうつもりだから……、ごめんね。

　理刀は心の中で謝りながら、黒媛の様子を窺うかがった。もとへ戻すためには、百もも香かのときのようにキスが必要、だと思う。

　思ったから、左胸の奥でドキドキドキッと全力ダッシュしている心臓を無視して、彼女との距離をつめた。

「どうしたの？」

　黒媛が、理刀に新妻スマイルをむけてくる。

　もたもたしていても時間の無駄だから……。

「ごめんっ！」

　理刀は恥ずかしさや躊躇ためらいを放ほうり投げ、黒媛の白い額ひたいに唇を押しつけた。

　むちゅ。

「ゃ、ぁ、あん、こ、こら理刀、い、いきなりなんてルール違反だぞ。ほんとに、もうっ、理刀、不意打ちなんて、もうっ、大好きっ！」

　えぇっ!?

　キスしたにもかかわらず、黒媛は新妻病にかかったままである。百香のときは、〝おでこにチュ〟で瞬またたく間に小五の女の子へ戻ったのに。

　嬉うれしくて堪たまらないといった様子で、黒媛が理刀の胸に飛び込んできた。バスローブ越しであっても、彼女の肉感的な体の動きがこれでもかと伝わってくる。むにむにむにゅ。

　ドキドキだ。

「く、くぅ、黒くろ媛ひめ、もうそろそろ朝食の時間だから、急いで着替えなきゃ」

「ふふ、理り刀とにあたためてもらっても、バスタオル一枚だとさすがに冷えるな」

　素直に体を離してくれた黒媛が、部屋へ戻っていく。理刀の部屋だけど……。

　それはいい。バスタオル姿のままべたべたむにむにと抱きつかれていては、心臓がそのうちオーバーヒートしてしまう。だから、なんの反論も口にせず部屋に入ってくれるのはありがたい。ありがたいけど……。

「ぅぉっ!?」

　ドアを開けっ放しにした状態で、ハラリとバスタオルを足もとへ落としたのには驚いた。当然、下は一いつ糸しもまとわぬ姿で……。いくらこちらに背をむけているとはいえ……。

「………………………………………………………………………………………………ぁぅ」

　鮮やかな曲線を前に、短いうめきしか出てこない。

　驚いたことに、慣れた手つきでタンスの引き出しを開け、彼女がそこからとり出したものは……、ブルーななにかだった。

　アレはなに？

　黒媛が上体を曲げ、ブルーななにかに右足、そして左足を通し、スルスルスル～ッと腰まであげた。

　パンツ!?

　理刀の心の叫びが聞こえるはずもなく、黒媛が次の引き出しからとり出したものは………………………、ブルーなブラだった。

　どうして下着が!?

　疑問にこたえてくれる者は、いま、この場にはひとりもいない。

　黒媛が、タンスからタイツや靴下やキャミソールや制服のスカートやシャツや上着を次々ととり出し、テキパキと身につけていく。

　もはや、なにも言うまい。

　理刀は、ドアを閉めるのを完全に忘れたまま、彼女の着替えを最初から最後まで、一部始終、一挙一動、あますところなく眺め続けた。

「………………………………………………………………………………………………むぅ」

　甘ったるい香りで、胸がいっぱいになってくる。と、着替え終わった黒媛がスカートを翻ひるがえすようにして、部屋から駆け出してきた。

「こぉら、理刀っ！」

「は、はい？」

「わたしの着替え、ずっと見てたな？　ふふ、やっぱりエッチだ」

「く、黒くろ媛ひめっ!?」

　尻尾しつぽフリフリ全開！　といった子犬のように、彼女が理り刀との首に抱きついてくる。

　漆しつ黒こくのロングヘアから漂ただよってくるシャンプーの香り。制服越しのむにゅむにゅ感。すり寄せられる頰ほおのスベスベ感。女の子の結晶をちりばめたかのような透明感。そんなモノを予告もなくぶつけられたら……。

「あ、あのさ、ちょ、これは、かなり……」

　ドキドキが超加速。

　そのときだった。

　黒媛がつい先ほどまで着替えをしていた部屋、そのドア近くの空間がくにゃりと歪ゆがんだ。そして、そこから姿を現したのは…………………、スイートだった。

「っ!?」

　黒媛に抱きつかれたまま、理刀は息を吞のんだ。

　スイートが、こちらを凝ぎよう視ししている。目をいっぱいに見開いて。黒媛が、どうしてここに？　理刀の首に抱きついている理由は？　なんて心の声が聞こえてきそうだ。

「あ、スイート、これは……」

「あぅ、あ、ちょ、と、くくく、黒媛っ、そ、そそ、そんな、朝から、慎つつしみのないマネは、ゆ、許しませんわよ！」

　二メートルもない距離をスパッと跳躍とんできたスイートが、理刀と黒媛の間に割って入ってきた。顔を真っ赤にして、両腕をおたおたと動かしながら。

　いつもの彼女らしからぬ、動揺ぶりである。

「わっ、スイート、いきなりどうした？」

　驚きながらも、黒媛は体を離そうとしない。両腕で、しっかりと理刀の首を抱いたままである。

「とぉ、とにかくぅ離れて下さいっ！」

　声を裏返らせながら、スイートが理刀と黒媛の間に小さな体を押し込んでくる。

「言ってる意味がわからないぞ？」

　黒媛が、さらに強く理刀に抱きついてきた。むぎゅ。

　変なところで、負けん気を発揮されても……。むにゅむにゅ感、急速増加！

「離れて下さいっ！」

「理由がない。断る」

　ぎゅぎゅ。むにゅむにゅ。ぎゅぎゅぎゅ～っ。むにゅむにゅむにゅぅ～っ。

　嬉うれしいやら苦しいやらで、苦笑いを浮かべることしかできない理刀である。




　ようやく黒媛とスイートに離れてもらったあと、理刀はそれとなく棚に置かれた時計に目をむけた。

　六時四五分。三分遅れてるから、正確には六時四八分である。いつもの朝なら、管理人室でキュートたちとちゃぶ台を囲んでいる時間だけど……。

　スイートは、理り刀とがこないから迎えにきてくれたのだ。そして現場を目撃した、という流れで間違いないだろう。

　細い息をついたあと、スイートが理刀へ目をむけてきた。彼女の表情は先ほどまでとは違い、かなり落ち着いている。

　そんなスイートが、不意に口を開いた。

「申し訳ありませんでした。わたくしとしたことが、とり乱してしまいましたわ。でも、黒くろ媛ひめの変化をおおまかに捉とらえることができました」

「なにか心当たりでも……」

「もしや、とは思っていたのですが、この状況を見て確信しましたわ」

　スイートが、ひょいと肩をすくめた。

　そんな彼女に近づいた黒媛が、

「変化って？　わたしにもわかるように説明してくれないかな？」

　突き出した胸を押しあげるように腕を組んだ。

　スイートが、そんな黒媛の肩を軽く撫なでた。

「あなたはいま、なんらかの魔力によって心と記憶をすり替えられています」

「え？　わたしの心と、記憶が、すり替えられてる？」

「ですが、心配はいりませんわ。必ずもとに戻して差しあげますから」

「スイート、なにを言ってるんだ？」

　黒媛の表情から、ゆるゆると明るさが薄れていく。代わりに現れたのは、警戒するような色である。スイートの真剣な目に不安を抱いたようだ。

　スイートが、理刀にむき直った。

「下でキュートと毒どく舌ぜつ丸まるが待っています。理刀はこのまま朝食をとり、いつものように学校へむかって下さい。わたくしはちょっと寄り道をしていきます。黒媛には、わたくしの分を召しあがって頂けばいいでしょう」

「スイート？」

　理刀の呼びかけにこたえず、スイートが姿を消した。

　視線を移すと、その先に心細げな黒媛の顔があって……。

　現状の歪ゆがみを、スイートは〝なんらかの魔力〟のせいだと言った。

　魔力って……、もしかして、きのうササラがつくってきたチョコが原因なのでは？

　しかし、それならスイートとキュートも口にしたはず。巴ともえや百もも香かだって。

　いったい、なにがどうなってるんだ？





五章　チェンジング・レーン







　慌あわただしく朝食をとったあと、理り刀とはマンションを出た。もちろん、キュートと黒くろ媛ひめもいっしょに。

　困ったことに、新妻モードの黒媛が理刀と手をつないで歩きたがったから、キュートがずっと苛いらついていた。

「わたしたちは夫婦なんだから、恥ずかしがる必要はないだろ？」

「いや、登校中だから、ね。ハハハ、ハ……」

「ふふ、照れ屋さんだな。でも、駅までは放さないぞ♥」

「きゅっ！　ちょっと黒媛、あなたは魔法にかかってんだから、いま心に抱いている〝理刀と手をつなぎたい〟って欲求はニセモノなのよ？」

「この気持ちがニセモノ？　それはないな」

「きゅ───っ！　ニセモノなの！　噓うそじゃないわ。いまの黒媛は、いつもと完全に違ってるもの」

「それもない。わたしはいつもとなにも変わらないぞ？　わたしを変えることができるのは、ぅふふ、旦だん那な様だけだ」

　黒媛が、ぴとっと理刀の腕に抱きついてくる。張りのある胸が肘ひじに当たるから……、なんとも、いやはや。むにゅん。

「く、黒媛、ちょっ、離れて……オレは……」

　嬉うれしいけど。

「きゅーっ！　黒媛っ！」

　キュートの声が、道ゆくサラリーマンや学生たちの目を引き寄せる。

　確かに、白銀のツインテールをゆらすキュートと黒髪のロングヘアを背に流した黒媛の容姿は、すれ違った相手をほぼ確実に振りむかせることのできるレベルだ。

　そんなふたりが、なにやら仲よく？　楽しげに？　和気あいあいと？　可愛かわいさを振りまきながら言葉を交わしている光景は、見る者にとって目の保養となるだろう。三秒も見つめれば、一日の活力だって十分に蓄たくわえられるはず。

　だから、ちょっと大きな声を出せば、とんでもなく目立つ。

　毎朝、キュートとスイートに挟はさまれて歩くから、慣れてはいるけれど……。

　でも、きょうは黒媛がいる。

　もし、｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝ファンクラブの会員に見つかったら、なにをされるかわからない。あまつさえ、手をつないでいるところを目撃されたら……。考えるだけで恐ろしい。




　東ひがし荻おぎ窪くぼ駅から電車にのり、いつもの駅で降りた。

　普段の朝なら、改札付近で巴ともえや亜あ威い姉妹と合流するのだが、黒くろ媛ひめなら起きたときからずっと理り刀とのそばにいる。

　ここでようやく、その考えに至った。

　きょうの朝、亜威家はどうだったのだろう？　黒媛がいなくなったから、みんな心配したんじゃないのか？　警察沙さ汰たになってるかもしれない。

　百もも香かに電話を入れておくべきだった……、なんて考えてももう遅い。

　そろそろあちらの階段から百香が下りてくる頃ころだから、と理刀が目を動かしたのとほぼ同時に、

「黒くろ姉ねえ様さまぁっ！」

　人ひと混ごみの中から百香が駆け出してきた。目にいっぱい涙を溜ためている。

「おはよう百香。どうしたんだ？　目にゴミでも入ったのか？」

　黒媛が、走ってきた百香を抱きとめた。

「黒姉様のこと、ずっと心配してたんだよ？」

「わたしのなにが心配なんだ？　理刀とはうまくやってるぞ？　ほら涙をふいて」

「黒姉様？　どうしちゃったの？」

「百香も、わたしと理刀の結婚をあんなに喜んでくれたじゃないか。わたしたちは幸せにやってるから、心配しなくていい」

　とり出したハンカチで、黒媛が妹の目もとをそっと押さえた。そんな彼女の唇には、慈愛をたっぷりふくんだ微笑ほほえみが浮かんでいる。

　黒媛から体を離した百香が、理刀とキュートに顔をむけてくる。〝結婚？　これはいったいどうなってるんですか？〟といった疑問を瞳ひとみに宿して。

　理刀は、学校へむかいながら今朝のことを説明することにした。

　ネグリジュ姿だったことや、着替えを始めから終わりまで一部始終あますところなく隅々まで見てしまったことは……、もちろん省略したけど。




　百香が家に電話を入れ、執事やメイドたちに黒媛の無事を伝えたため、亜威家を震しん撼かんさせたという長女失しつ踪そう事件は何事もなく幕を閉じた。

　そんな妹を見て、黒媛もようやく現状の歪ゆがみと真剣にむき合い始めた。

　記憶が改ざんされている？　理刀への愛情は偽いつわり？　新婚生活も、そこから紡つむぎ出されていた幸せも、すべて噓うそ？　愛は永遠だと信じきっていたのに？

　黒媛が、理刀へ、キュートへ、百香へ、明らかに強こわ張ばった笑みをむけ、

「そんなの信じられない。信じられるはずがないだろう。だって、わたしは、こんなにも、理刀を愛してるのに……」

　下唇を小こ刻きざみに震わせながら、涙混じりにつぶやいた。

　理り刀とには、どうしてやることもできない。




　理刀たちは、レゾン学院ビルの一階ホールで、スイートに出迎えられた。

　朝、どこかへ跳躍とんでいった彼女は、いったいどこでなにをしてきたのだろう？

　そんな疑問を、七色の光が搔かき消してくれた。

　スイートの後ろから歩み寄ってきたのは、ササラだった。

　それだけで、きのうのチョコが原因であることがわかる。わかるけど、どうして黒くろ媛ひめだけが変わったのだろう？　キュートも、スイートも、巴ともえも、百もも香かも、みんな食べたはずなのに……。

　歩み寄ってきたササラが、申し訳なさそうな目を黒媛へむけたあと、七色のロングヘアを耳の後ろに搔きあげながら、熱っぽいため息をついた。

「申し訳ありません、あるいはすみませんでした」

　深々と頭を下げてくる。

　スイートが、すぐさまそんなササラの肩に触れ、頭をあげさせる。

「姫様、王族がむやみに頭を下げてはいけませんわ。それに、今回の件はテンペランスお姉様に責任があるのですから」

「テンペランスお姉様がきてるの!?」

　弾はじかれるように反応したのは、キュートだった。

　テンペランス？　理刀の知らない名だ。何番目のお姉様なのだろう？

「えっとね、テンペランスお姉様って、フォンターナ家うちの九番目なの。ひと桁けた台だいのお姉様たちって、要注意人物ばかりだけど、テンペランスお姉様は特に要注意よ。もし会ったときは、三秒以上目を合わせ続けないでね。初対面の人は敵とみなされるから」

　キュートが、早口で説明してくれた。

　九番目ということは、ひと桁けた台だい？　もうそれだけで、想像を絶するような大魔女であることがわかる。しかも、「初めまして」のときに三秒以上目を合わせれば敵と認識されるなんて……。

　スイートが言葉を継いだ。

「そのテンペランスお姉様が、きのうみなさんが口になさったチョコレートに〝願望パウダー〟を混入なさったそうです」

「「「願望パウダー？」」」

　理刀、そして亜あ威い姉妹の声が重なった。

「なるほど、ね」

　キュートは、願望パウダーなるモノを知っているようだ。

　ササラが、本当に申し訳なさそうな顔で足もとへ目を落としている。

　スイートが肩をすくめた。

「有害なモノではありませんから、ご安心を。テンペランスお姉様が多少改良なさっているかもしれませんので、場合によっては害になるかもしれませんが……黒くろ媛ひめの場合は、大丈夫でしょう」

「そ、その〝願望パウダー〟で、わたしの記憶が、お、おかしくなっているのか？」

　黒媛が、どこかすがるような目をスイートにむけた。「お願いだから噓うそだと言ってくれ！」という心の叫びが聞こえてきそうだ。

　スイートが、ササラへ、そして理り刀とに目をむけたあと、再び口を開いた。

「その通りですわ。〝願望パウダー〟は、食べたときに願ったことを実現させることができる魔薬です。

　普通は、記憶を完全につくり替えるほど強力ではありませんから、ほぼ間違いなくテンペランスお姉様が手を加えた特別製ですわ。

　持続時間は、パウダーの量や人によって様々ですが、数日か数週間、下へ手たをすると数年に及ぶこともあります。

　テンペランスお姉様のお手製ですから、最悪一生続くかもしれません」

　説明をしてくれたスイートの隣で、ササラがしゅんとなっている。ときどき、チラッ、チラッと理刀へ目を投げながら。しゅん。「残念、あるいは無念です」とひとりでポソポソつぶやきながら、しゅん。肩を落とし、いまにも消えてしまいそうなほど、しゅん。虹にじ色いろの髪も、どこか色あせて見える。

　ここで理刀は、きのう彼女が口にした言葉を思い出した。

『また魔界を訪問、あるいは楽しみたくありませんか？』

　なるほど、と心の内でうなずいた。でも、自分は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者だから、パウダー効果は期待できないはずなのに……。

　面とむかって魔界に招待してもらえたら、喜んで渡界したいけど……。ササラの立場上、結婚式から逃げ出した人間を気軽に招くことができないのかもしれない。

　理刀がそんなことを考えている横で、

「わたしは、心の底から、理刀のことを……」

　黒媛が、両手で顔を覆おおった。

　百もも香かが、悲しそうな顔で姉に寄り添っている。

　ホールを通る生徒たちの視線が、雪崩なだれのように集まってくる。

　理刀は周囲の目など気にせず、スイートにたずねた。

「それで、もとに戻す方法は？」

「それは……」

「理り刀とのキス、あるいは混こん沌とんの口づけで、彼女、あるいは黒髪の少女はもとに戻る、あるいはあるべき姿をとり戻すはずです」

　ササラが、真まっ直すぐに理刀を見つめる。

　やっぱり。

　理刀は、内心で顔をしかめた。

　朝、黒くろ媛ひめの額ひたいにキスをした。でもダメだった。

　残るは…………………………………………………………………………………、唇だけ。

　スイートが、小さなシワを眉まゆ根ねに寄せている。

　キュートも、なんだか不満顔だ。

　百もも香かは、いまだ悲しそうに姉の顔を見あげている。

　黒媛が、涙を浮かべた瞳ひとみを理刀へむけてきた。その唇が、わずかに震えている。

　キスをすれば、彼女はもとへ戻る。戻るけど……。恥ずかしがっている場合ではない。キスをしなければ、彼女は新妻モードのままなのだ。嫌じゃないけど……。

　黒媛が、一歩一歩を確かめるようにゆっくりと歩み寄ってきた。そして、吐と息いきが届く距離で立ちどまり、ささやくように言った。

「この気持ちが偽いつわりだなんて、わたしは信じない。理刀との結婚が噓うそだということも、絶対に信じない。これからも、わたしは春日かすが黒媛で、あなたは、わたしの最愛の良人おつとだということに変わりはない。だから、わたしは、逃げない」

　さて、キスをするなら物陰で、ここは人目が多いからね……、なんてことを言う間もなく、黒媛が理刀の首に両腕を回し、顔を寄せてきた。

「あのっ……」

　ちゅ。

　ちゅ。

　ちゅ。

「きゅ───────っ！　長すぎよっ！　解かい呪じゆなんて、一瞬ですむでしょ、一瞬で！」

「こ、ここは神聖な学まなび舎やです。学生らしさをお忘れになってはいけませんわ」

　キュートとスイートが、理刀と黒媛の間に飛び込んできた。

　そのせいで、理刀から一メートルほど離れた黒媛が……、両手を高々とあげた。空から降ってくるなにかを全身で受けとめるかのように。

「神様っ！」

「「？」」

　キュートとスイートが、顔を見合わせる。

「「？」」

　ササラと百香も、首を傾かしげている。

　黒くろ媛ひめは、もとに戻ったの？　それとも……。

　黒媛が、突きあげていた両手を下ろし、今度は突き出た胸の前で組み合わせた。

「やっぱり、真実はひとつだけだった！　理り刀と、わたしたちの愛は永遠だ！」

　戻ってない!?


　　　★★★



　黒媛が、まるで映画のワンシーンのように長い黒髪を大きくひろげながら理刀に抱きつき、彼の首筋に頰ほおを押しつけた。

　そんな光景を前に、キュートは絶句することしかできなくて……。

　周囲で、学院の生徒たちがきゃーきゃー騒いでいるが、そんな雑音は完全無視。

　重要なのは、いま目の前で起こっている現象である。

　理刀がキスしたのに、魔薬の効果が消えない？　テンペランスお姉様は、いったいどんな新薬を開発したのだろう？

　スイートも隣で、これ以上は無理、というくらい目を大きくしている。

「そんな……『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の魔力消去に対抗できる魔薬なんて……ありえませんわ。だとしたら……テンペランスお姉様は、いったいなにをなさったのでしょう？」

「なぜ、あるいはどうして、彼女、あるいは黒髪の少女はもとへ、あるいはあるべき姿へ戻らないのでしょうか？」

　ササラも、理刀に抱きついている黒媛に驚いた顔をむけている。

　ホールに集まった生徒たちの目にさらされながら、理刀があたふたと両腕を上下させている。

　そんな彼に構うことなく、黒媛が抱きついたまま離れようとしない。大きな胸をぎゅうぎゅう押しつけている。

　なにがどうなっているのか、まるでわからない。

　もしかしたら、願望パウダーの効果じゃない？　もっと他に原因が？　そう考えてみるけど、『混沌とした実在』の力が及ばないというのはどう考えてもおかしい。

「ということは……」

　スイートが、ぽそりとつぶやいた。

「なに？　思い当たることでもあるの？」

「現状から判断するに、もはや考えられることはひとつしかありませんわ」

　ササラと百もも香かも、スイートに身を寄せてきた。

　スイートが、キュートへ、ササラへ、百香へ、そして最後に、くっついたまま離れない理刀と黒媛へ視線を流し、説明を始めた。

「結論から言いますわ。

　だれかが、黒媛に絶え間なく魔力を流し込み続けています。

　ただの魔力なら、理り刀とが触れればたちどころに消滅するはずですわ。魔薬のように体内へ入って血と混ざり合ったとしても、『混こん沌とんの口こう吻ふん』、つまり理刀のキスで消滅させることが可能です。

　ですが、黒くろ媛ひめはもとに戻りません。

　ならば、考えられることはひとつだけです。

　外部から間断なく魔力を送り続けている存在がいる、ということですわ。だから、キスで一時的に魔力を断ったとしても、唇を離せばまたもと通りになってしまいます。

　そう考えれば、現状を理解することができますでしょ？」

「魔力を流し込み続けてるのって、だれよ？」

　キュートは、顔を寄せ合っている全員をサッと見回した。

「それは、もちろん……」

　スイートが、途中で下唇を嚙かんだ。言うまでもない、ということだろう。

　言われなくてもわかっている。テンペランスだ。九女の彼女なら、どんなに対象と離れていようが、他のことに気をとられていようが、寝ていようが、四六時中ぶっ通しで人心を操り続けることなど造作もないはず。

　でも、黒媛の記憶と心を操作する理由は？　狙ねらいはなに？

　少し離れた場所で、黒媛がいまだしつこく理刀に抱きついている。まるで、〝もう死ぬまで離さない〟と全身全霊で訴えているかのように。

　一階ホールに集まってくる生徒の数も、みるみるうちに増えていく。

　学院でもトップクラスの【時の統治者タイムルーラー】であり、｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝というふたつ名をもつ人気者おんなのこが、普通科の男の子に抱きついているのだから。

　キスの現場を目撃した生徒たちの中には、その場にうずくまり、床に拳こぶしを打ちつけながら大泣きしたり頭を抱かかえ込んだりしている者もいる。転げ回っている人も。

　面倒なことになる前に、なにか手を打たないと……。

　キュートは、ぎゅっと拳を握った。

「とにかく、テンペランスお姉様をみつけて……」

「魔力を流し込み続ける、あるいは常に接続状態にしておくなど、テンピィの性格上、あるいは遊び方としては、らしくない、あるいはおかしいと思いませんか？」

　ササラが、キュートとスイートへそれぞれ目をむけてきた。

　スイートが、握った右みぎ拳こぶしを口もとに当てた。

「確かに……姫様の仰おつしやる通りですわ。よくよく考えてみれば、魔力を流し込み続けるなどテンペランスお姉様らしくありません。イタズラにせよ謀略にせよ、仕込んだあとは経過を眺めているだけ、というのがテンペランスお姉様のスタイルですから」

「きゅ、じゃあ、他にだれかいるってこと？　黒媛に魔力を流し込んでる……」

　言葉の途中で、キュートは気づいた。横に立っていた百もも香かが、うつむいていることに。

　姉を慕したっている彼女のことだから、現状に堪たえられなくなっているのかもしれない。

　スイートとササラも、この中でいちばん背が低く、もっとも体の小さな女の子に視線を注そそいでいる。心配そうに。

「百香ちゃん、大丈夫よ。黒くろ媛ひめのことは、あたしたちが必ずもとに戻してあげるから」

　キュートはわずかに腰を折り、百香の顔を横から覗のぞき込んだ。

　そこでようやく、彼女が顔をあげてくれた。と思いきや、驚きの言葉を口にした。

「あのぅ………さっきスイートさんが仰おつしやってた、〝外部から魔力を送り続けている存在〟って、たぶんわたしだと思います」

「「「え!?」」」

　キュートとスイートとササラの驚きが、ピタッと重なった。

　百香が、胸の前でもじもじと指をからめながら、言葉を続ける。

「黒くろ姉ねえ様さまって、カカオアレルギーなんです。だから、ササラ姫のチョコは、そのぅ、食べてません。ごめんなさい。だから、きのうの放課後に、わたしがもらって食べちゃいました。お昼にもらったときは〝無心無心無我夢中！〟って思いながら食べたんですけど……放課後にチョコを食べたときは……」

「食べたときは？」

　キュートは、ググッと百香に顔を近づけた。

　百香が、エヘへッと可愛かわいらしくもどこか強こわ張ばった笑みを浮かべた。

「春日かすがさんみたいな人がお義に兄いちゃんだったら、楽しいだろうなぁって……だから、黒姉様と春日さんがゴールインすれば、素敵かもって、そんなことを考えたんです。ちょうど、ウェディング雑誌が本屋さんの入口に積まれてて……」

「それじゃあ……」

　キュートは、スイートと顔を見合わせた。

「黒媛をもとへ戻すためには、百香さんが理り刀とのキスを受けなければいけない、ということになりますが……」

　スイートが、唇の端を曲げた。

　キュートは、髪を搔かきむしりたくなった。きゅ───────っと大声で叫びたい。

　百香はまだ一一歳。それに、理刀が他の人と何度も何度も唇を重ねるなんて……。夢でうなされそう。

　本音では嫌だけど、ここは堪えるしかなくて……。


　　　★★★



　理刀は、キュートやスイートやササラや黒媛や他の生徒たちが見守る中、百香とむかい合った。事情は聞いた。聞いたけど……。

　小学五年生とキスって……。

　目の前で、百もも香かが顔も耳も首筋も真っ赤にして立っている。

　黒くろ媛ひめの妹なだけあって、目鼻立ちはとんでもなく整っている。将来は間違いなくきれいな女性になるだろう。成長した百香の姿は、前に見たことがあるから知っている。だれがどう見ても美しい女性だったけど、いまはまだ一一歳で……。六歳も年下で……。

　百香が、ぷるっとした唇をふるふると震わせながら、

「は、は、初めてが、かか、春日かすがさんなら……わ、わたし、わたし……だ、大丈夫です」

　どうにかこうにか、といった様子で言葉を絞り出した。

　背徳感で体が溶けてしまいそう。

　理り刀とは真っ赤な顔の百香から目をそらし、周囲を見回した。なにも、みんなが見ている前でキスをする必要はない。物陰で、こっそり……。

　そのとき。スイートが、ポンと胸の前で手を打ち合わせた。

「なにも、理刀と百香さんがキスをする必要はありませんわ。シルティシャープも混こん沌とんの力をもっています」

「そっか、その手があったわね！　それじゃあ、大至急シィちゃんを呼びましょ！」

　キュートの表情が、パッと明るくなった。

　ここでササラが、ちょこんと首を傾かしげた。












「幼い彼女、あるいは少女は、額ひたい、あるいは頰ほおにキスをされるのが、そんなに嫌、あるいは苦手なのですか？」

　理り刀とは、七色に輝く魔界の第二王女へ顔をむけた。

「えっと……キスって、もしかして体のどこでもいいんですか？」

「はい、体に直接、あるいは素肌へダイレクトに理刀のパワー、あるいは混こん沌とんの力を注そそぎ込めば、魔薬、あるいは魔力の効果も消える、あるいはなくなるはずです」

　激しい脱力感を覚えながら、理刀は再び百もも香かへ目を戻した。

　百香が、安心したような、それでもどこか残念そうな笑みを浮かべている。

　すぐそばで、キュートとスイートがそれとなく視線を交わし合っている。

『理刀と黒くろ媛ひめが唇を重ねる前に教えてほしかったですわ』

『きゅぅぅぅ、いまさら言っても遅いでしょ。でも、あんたの言う通りよ』

　なんて会話が聞こえてきそうだ。




　理刀は、頰を真っ赤にしてうつむいた百香の額にキスをした。

　と、すぐ横で真剣そのものといった表情をした黒媛が、二、三歩ふらついた。

「きゅっ、大丈夫!?」

　キュートが、慌あわてて彼女の体を支えた。

　黒媛の瞳ひとみに、すぐさま生気が戻ってくる。

「？」

　彼女が、ここどこ？　といった表情で周囲を見回している。

「みんな、どうしたんだ？　わたしはいったい……ん～、あれ？　きのうがバレンタインで、きょうが、んと、能力発表会、だったよな？」

「黒くろ姉ねえ様さまっ！」

　百香が、体ごと姉に飛びついていく。

「わっ、どうした百香？　フフ、こら甘えんぼさん。みんなが見てるぞ？」

　どうやら、完全にもとへ戻ったらしい。新妻モードだったときの記憶を失っているようだが、とにもかくにもこれでもと通りだ。

　理刀は、キュートと目でうなずき合った。

　スイートが、やれやれと肩をすくめている。

　ササラが、七色の光を振りまきながら微笑ほほえんでいる。

　黒媛には、キュートたちから事情を説明してもらえばいいだろう。キスの流れは、割愛してもらえるはず。たぶん。

　そろそろ朝のＨＲホームルームが始まる時間だ。

　理刀は、いまだホールの床で悶もだえている数人の生徒たちを視界の隅に追いやりつつ、あとが恐こわいけど、｛蛇髪女の眼メドゥサ・アイ｝ファンクラブの復ふく讐しゆう劇の幕が開きそうだけど、とにかく彼らを見ないようにして、代わりにキュートたちへ顔をむけた。

「それじゃ、みんなこれで……」

　ポン、と後ろから肩を叩たたかれた。

　振りむいたそこに立っていたのは、紅あかの唇を微笑ほほえみのかたちにした巴ともえだった。

「あ、巴ちゃん、おは……」

　よう、と言い終わるよりも先に、パアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァ、と強烈な白光が一階ホールにひろがった。

「っ!?」




　視界から白い光が消えた。

　途端、甘ぁい匂においが漂ただよってきた。

　匂いはどこから？　目の前に立つ巴から？　それとも……。

　理り刀とは、周囲を見回した。見回して、

「…………………」

　絶句した。

　いつの間にか、知らない丸太小屋の中にいたから。

　キュートたちの姿が消えていたから。

　よくよく見ると、壁として使われている丸太や窓や置かれたテーブルの材質が変だから。

　小屋のひろさは教室の半分ほど。

　中央に丸テーブルと二脚の肘ひじかけ椅い子すが置かれている。

　テーブルの上に花びんがひとつ。挿さされているのは黒バラ一輪。

　むかいの壁、その真ん中にドア。

　あとはなにもない、

「んふふ、ここは〝お菓子の家〟よ」

　丸テーブルに歩み寄った巴が、その上になにかを置いた。

　小さな箱と紅い石。

　あれって……。それに、〝お菓子の家〟とくれば……。

「もしかして、封印庭アーク？」

「さすが理刀くん。正解」

　巴が、唇の間から白い歯を覗のぞかせた。なんだか、雰ふん囲い気きがいつもと違う。視線をそらさず真まっ直すぐに見つめてくるし、胸を張って立ってるし、濡ぬれたような色っぽい瞳ひとみだし。

　理刀は、あらためて壁の丸太に手を触れてみた。

　ざらっとした感触。甘い匂い。軽く叩いてみると、乾いた音がする。

「ここ、ぜぇ～んぶお菓子でできてるんですって。素敵でしょ？」

　巴ともえが、両手をひろげてくるっと回った。空気をはらんだ制服のスカートが、ふわりとひろがる。そこから見えたのは、細くて白いふとももで……。

　ドキッと跳ねた心臓を慌あわてて静めつつ、理り刀とはたずねた。

「ネクロさんに借りてきたの？」

「そうよ。前に温泉の封印庭アークを借りたときから、個人的に仲よくしてもらってるの」

「で、今度は〝お菓子の家〟ってわけ？」

「ふふ、童話の世界に入ったみたいでしょ？」

「まあ、童話の世界って、まあ、確かに……」

　どうして、学院の一階ロビーで封印庭を解放したのか？

　どうして、理刀だけをお菓子の小屋に引き込んだのか？

　疑問はいろいろあるけど、まずは外へ出なければならない。このままでは、甘い匂においで胸がいっぱいになりそうだ。そうひろくない場所で巴とふたりきり、というのも微妙に気まずいし。

　まずは外へ、と理刀がドアへ目をむけたそのとき、

「立ってないで、座ったら？」

　流れるように近づいてきた巴に、グッと胸を押された。

　彼女の力が意外にも強かったため、わずかにバランスを崩した理刀は、そのままヨロヨロと後あと退ずさり、ペタンと椅い子すに腰を落としてしまった。

　巴がすぐさま理刀の両りよう膝ひざをまたぎ、まるで立ちあがるのを阻止するかのように体を近づけてくる。お菓子の匂いと彼女の香りが混ざり合う。椅子、もう一脚あるのに……。

「ちょ、巴ちゃん。急がないとＨＲホームルームが始まって……」

「そんなこと、どうだっていいじゃない」

「そんなことって……」

「うふふふ、ほら、体の力を抜いて」

　巴が、躊躇ためらいなど微み塵じんも見せることなく、きれいな顔をさらに近づけてきた。

　おかしい。絶対におかしい。これは変だ。巴が巴じゃなくなっている。美み々み津つ巴という少女はもっと、引っ込み思案で、異性と視線を合わせることが苦手で、いつも伏し目がちで……、とにかく、いつもと違う。

「と、巴ちゃん？」

「きのうのバレンタイン、理刀くんになにも食べてもらえなかったから、代わりに……一日遅れだけど……これを……」

　カチャ。カチャリ。

「えっと、これって……」

　理り刀との右手首につけられたのは、手錠だった。もう片方の輪は、椅い子すの肘ひじかけ部分に。

　なぜ？

　左手首にも、カチャリ。そしてまた、肘かけ部分にもガチャ。

　これで理刀は、両腕を自由に動かすことができなくなった。

「巴ともえちゃん？」

「あん。これは演出よ。シチュエーションって、大切でしょ？　ふふ、きのう食べてもらえなかったタルトの代わりは、こっち……」

　理刀の両りよう膝ひざをまたいだまま、巴がテーブルの上へ手を伸ばした。そこにあるのは、黒バラ一いち輪りん挿ざしの花びんだけ。

　黒バラをそっと引き抜いた巴が、その花びらにそっと口づけをしたあと、一枚をやさしく剝はがした。

「はい理刀くん。あ～ん」

　黒い花びらで唇をなでられたため、理刀は素直に口を開けた。なんだかドキドキだ。

　押し込まれた花びらは、舌の上でやさしく溶け、口の中へ染しみ入ってくる。

　チョコ味だった。しかも、かなり濃厚で、とても上品な。

「うわっ、これおいしいね」

「ネクロさんの手づくりだから、ちょっと妬やけちゃうけど。でも、理刀くんにチョコを食べてもらえたから、わたし、幸せ」












　巴ともえが、ふんわりと目を細めた。こんな笑顔は、いつもの彼女だけど……。

　きのう、巴もパウダー入りのチョコを食べたから……。

　きっと〝積極的になりたい〟とか〝やりたいことをできる自分になりたい〟といった願いを胸に食したのだろう。

　だがこれで〝理り刀とにチョコを食べてもらう〟という目的は達成できたはずだ。あとは、もとに戻るだけ。

「とにかく、手こ錠れ外してもらえる？」

　理刀は両手を軽く動かした。鎖が、カチャカチャと音をたてる。

　まずは手錠を外してもらい、巴の手にでもキスをすれば……、とそう考えたのだが……。

「うふふふふふ。ダァメ。これからが本番なんだから」

「え？」

　巴が、黒バラの花冠に唇を押しつけた。が、食べようとしない。

　なに？

　彼女はそのまま、黒い花びらを上唇、そして下唇に擦りつけ始めた。

　妖あやしく、ゆっくりと、艶つやっぽく、まるで口紅を塗るかのように。

　チョコは、熱をくわえると溶けてしまう。もちろん、人肌でも……。だから、紅あかかった巴の唇がチョコ色になるのも当然で。

　紅唇をチョコでコーティング？

　まさか!?

「んふ。どうぞ……」

　巴が、理刀の首に両腕を回してきた。透き通った瞳ひとみを近づけてくる。そうなればもちろん、チョコ・リップも近づいてきて……。

「ちょ、と、巴ちゃん!?」

「召・し・あ・が・れ」

　多くの生徒たちが憧あこがれる【死霊使いネクロマンサー】で、理刀自身もずっと憧れ続けていた｛謎エニグマ｝の唇が、ゆるゆると、確実に、じわじわと、間違いなく迫ってくる。

　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキッ！

　ドキドキ超加速！

　甘さが約束された唇が。

　目の前に！

「とと、巴ちゃ……」

　ちゅ♥


　　　★★★



　キュートは、いきなり現れたお菓子の小屋を見あげた。牧歌的なつくりで、眺めているとゆったりとした気分になれそうだけど……、学院の一階ホールにはまるで似合わない。

「これもテンペランスお姉様の仕し業わざかしら？　それとも、ネクロお姉様？」

　お菓子の小屋、その壁をぽこぽこ叩たたきながら、スイートがこたえた。

「封印庭アークが解放された経緯はともかく、理り刀とはどうして外へ出てこられないのでしょう？」

「あんた、さっきドアに強い施せ錠じよう術式がかかってるって言ってたじゃない。だから……」

「理刀は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』ですわよ？」

「ん～、だったら、どうして出てこないのよ？」

　窓には不透明な飴あめ色いろの板がはめ込まれているため、中を覗のぞくことができない。

　ここで、百もも香かが顔を輝かせた。

「お菓子を食べてるのかもしれませんよ。こんな家だから、きっとおいしいお菓子がたくさん用意されてて……いいなぁ～」

　すぐに、黒くろ媛ひめも口を開く。

「どうかな？　チラッと巴ともえの姿が見えたような気が……光が強かったから、目がくらんで……確証はないんだが……」

「お菓子の家、あるいは食べられる住居の中で、ふたりきり、あるいは一対一というわけですか？　それはそれで甘い、あるいは魅力的な状況、あるいはシチュエーションではありますが……」

　ササラが、不安げな表情で小屋を見つめている。

　待っていてもしかたない。キュートは、とにかく行動することにした。

「この中でなにが起こってるのか知らないけど、とにかく急いで理刀を外に出してあげないと……なんだか嫌な予感がするわ」

「同感ですわ」

　スイートが、ドガッと窓を殴りつけた。しかし、ヒビひとつ入らない。とても薄そうに見えるけど……。

「ここの壁って、普通に食べたら簡単に崩せますよ？　ほら。ん、おいし」

　百香が、小屋の壁に直接嚙かみついた。勇気ある行動だ。

「こ、こら百香。お腹なかを壊したらどうするんだ？」

「大丈夫だよ。キュートさんたちのお姉さんがつくったモノでしょ？　変なものが入ってるはずないもん。これ、ほんとにおいしいよ？」

「しかしだな……ちゃんと歯ブラシをもってきてるのか？」

「うん、カバンに入れてるよ。イチゴ味の歯磨き粉ももってきちゃった」

　黒媛と百香のやりとりを耳にしながら、キュートは小屋の入口に歩み寄った。

　強力な施錠術式がかかっている、とスイートは言っていたけど……。

　キュートは、とにかくできることをした。無理を承知で、カップケーキ型のドアノブを回してみる。

　開いて！

　カチャ。キィ～。

　開いた。拍子抜けするほど簡単に……。

「……なによ。開くじゃない」

「そんなはずはありませんわ。先ほどは、確かに複雑極まりない術式が……」

　スイートが、眉まゆ根ねにシワを寄せたそのときだった。

　お菓子の丸太小屋が、強風に吹かれた煙のように搔かき消えてしまった。

「……………………理り刀と？　巴ともえも？」

　数メートル先に、理刀が立っていた。そばに立つ巴の手には、封印庭アークの箱が握られている。その入手先を訊きく前に……。

「巴、その口、どうしたの？」

　キュートは、いちばん気になったことをたずねた。彼女の唇が、黒く汚れていたから。

「え？　あ、な、なにかしら？　なにかついてる？」

　巴が、慌あわてた様子でハンカチをとり出し、口もとをぬぐっている。そんな彼女の横で、理刀が苦笑いを浮かべているのが、なんだか気になった。

「ふん。美み々み津つさんもきのうのチョコを食べましたから……密室での出来事は、おおかた想像できますわ」

　スイートが、どこか不満げな表情で腕を組んだ。

　巴の様子は、どこも変わったところがない。いつもと同じ。ということは、理刀がキスをしたということで……。

　くわしいことは、訊かないほうがいいのかも？


　　　★★★



　お菓子の丸太小屋が消えたため、集まっていた生徒たちがエレベーターホールにむかってぞろぞろと歩き出す。嫉しつ妬とや怒り、その他様々な視線を理刀に投げつけながら。

　理刀は、とにかく苦笑いを浮かべ続けた。あとが恐こわいけど、ここは笑うしかない。

　生徒たちの流れに顔をむけることなく、キュートが歩み寄ってくる。

「小屋の中でなにしてたの？」なんて質問をしてくることもなく、ニコニコ顔を崩さない彼女だが、どこか刺とげ々とげしい空気を漂ただよわせているから、ちょっと恐い。

　スイートや黒くろ媛ひめも、質問はいっさいナシ。百もも香かやササラも。それもなんだか恐い。

　居い心地ごこちのあまりよくない空気を振り払うように、理刀は大きく息を吐き出した。と、ここでふと思い出す。

　願望パウダーをまぶしたチョコは、キュートとスイートも食べたはず。

「キュートとスイートも、チョコ食べたよね？」

　微妙に苛いらついた顔をしていたキュートとスイートが、「ん？」と互いに顔を見合わせた。

　ふたりはすぐに顔を寄せ合い、コソコソと話し始めた。ササラに気をつかっているのだろう、すぐそばの理り刀とにもやっと聞きとれるほどの小声である。

「あんた、なにか変わったとこある？」

「あまり大きな声では言えませんが、わたくし、チョコを食べていませんの。微かすかに魔法薬の匂においがしたものですから……」

「匂いがしたんなら、どうしてそのとき言わなかったのよ？」

「姫様のチョコに対して〝魔法薬の匂いがします〟なんてことが言えますか？」

「まあ、確かにそうだけど……」

「あなたは、なんの変化も感じないのですか？」

「べつに、なんにもないみたいだけど……」

「うふふ、テンペランスお姉様がおつくりになった願望パウダーも、あなたのお子ちゃま体質には効かなかったようですわね」

「きゅっ。体質は関係ないでしょ」

「ふん、体質云うん々ぬんはともかく、テンペランスお姉様のお手製薬に打ち勝ったという事実は、正直なところ驚嘆に値あたいしますわ。わたくしも負けてはいられませんわね」

「そう？　やっぱり、これってすごいことかも……」

「ま、様々な原因が重なった結果、偶然にも効果が出なかっただけかもしれませんけど……あなたは、しょせんあなたでしかありませんから」

「きゅっ！　偶然ってなによ！　あたしだって、いつかきっとスキュースお姉様みたいに｛魔界の至宝｝なんて感じのふたつ名で呼ばれてやるんだから。見てなさいよ！」

「うふふ。楽しみにしてますわ。そのときがくれば、わたくしが威名を考えて差しあげますわ。そうですわねぇ……｛魔界の残念賞｝などいかがでしょう？」

「ふん、いまに見てなさいよ！」

　キュートとスイートのコソコソ会話に耳を傾けながら、理刀は考えた。

　キュートは、｛奇跡の血｝をもっている。だから、願望パウダーが効果を及ぼせなかったのかもしれない。あるいは、ササラに言われたまま素直に「無心あるいは無我夢中」でチョコを食べたせいかも。

　とにかく、なにもなくてよかった。


　　　★★★



　二月一五日のきょうは、能力開発学科ペンタグラムで能力値測定と能力発表会が行われる。

　朝からのチョコ騒ぎから気をとり直し、キュートは能力値測定に臨のぞんだ。

　測定室に入り、大きな機械の前にふたつならんだ金属球に、それぞれ右手と左手をのせる。一〇秒ほど待てば数値が表示される。

　黒くろ媛ひめや巴ともえ、【無を歩く者ナツシングウォーカー】であり｛千里眼クレアヴォイアンス｝の異名をもつひとつ年上の香こう森もり小こ都と恋こなど、トップクラスの能力者が数値を出すたび、周りのみんながどよめくから……。

　ちょっと緊張。

　魔族だから、それなりの能力値を出さないと情けない。フォンターナの家名を汚すことにもなるし。

　なんてことを考える反面、ダメでも気にしない、自分は自分、という思いもある。デキソコナイはデキソコナイなりにがんばればいい。それでも、デキソコナイは少しでも早く卒業したいけど。

　もやもやとした気持ちのまま、キュートは能力値測定器の鉄球に左右の手を置いた。

　ドキドキしながら、待つこと一〇秒。

　出てきた数値は………………………、ゼロ。

「きゅ!?」

　とうとう落ちるところまで墜落おちたの!?

　息を吞のみ込んだのとほぼ同時に、測定器からぷしゅと煙が噴き出してきた。

「？？？？？」





六章　有頂天ガール







　ササラに招待してもらい、理り刀とは特別に能力発表会を見学することになった。

　ＨＲホームルームが終わって普通科の教室を出るとき、クラスメイトどころか担任にも羨うらやましそうな顔をされたから、ちょっとだけ申し訳ない気持ちになった。が、キュートたちの活躍を見学できるなんて、これほど嬉うれしいことはないから、

「んじゃ、いってきます！」

　と元気に教室を飛び出してきた。

　背から、消しゴムや筆箱やチョークや教科書を雨あられと投げつけられたけど……。

　そのような流れを経へて、理刀はいまレゾン学院ビルの第三講堂、その客席半なかばにつくられた［招待客用］の席に腰を下ろしている。

　理刀の右隣にササラ、左隣には地下学院からスイートもやってきていた。

　ササラとスイートが、左右から微妙な感じで体を寄せてくるし、手すりにのせた手に自分の手を重ねてこようとするから、［招待客用］といっても決して座り心地ごこちのいい席ではなかった。なかったものの、それでも気分は最高だった。

　憧あこがれていたスターライトたちが、自らの能力を次々と披ひ露ろうしてくれるのだから、心が躍らないわけがない。

　黒くろ媛ひめの時間停止も、巴ともえの死霊召喚も、拍手喝かつ采さいを浴びていた。彼女たちの能力は何度も目にしているが、こうして観客席から見るとまた違った魅力に気づくことができる。

　舞台で活躍する女優を眺めているようで、新鮮な気持ちになれた。

　自分もいつかあの場所に……、立てるといいな。

「ふふん、フォンターナうちの名に泥を塗らなければいいのですが」

「自分なりにがんばれば、あるいは楽しめばいいのです」

　スイートとササラの声で、理り刀とは舞ぶ台たい袖そでに目をむけた。

　胸を張って、それでもどこか緊張した面持ちで舞台中央に歩み出てきたのは、キュートである。いよいよ彼女の発表だ。

　銀色のツインテールを跳ねあげるようにして、ペコッと頭を下げたあと、キュートがおもむろに両手をひろげた。

　理刀には、彼女がどのような幻げん術じゆつを展開しているのかサッパリわからない。けど……。

「きゃっ!?　ぁ、こ、これは、どういう……」

　スイートの声が強こわ張ばっているから、余程すごいモノを視みせているのだろう。

「う、宇宙、あるいは無む限げん牢ろう、ですか？　で、でも、あああぁぁぁ、きゃん」

　ササラが、両手をおたおたと動かし始めた。まるで、暗くら闇やみでなにかをさがすように。

　宇宙？　周囲からも、驚いたような声が次々と聞こえてくる。

　キュートはいったい、どのような幻げん術じゆつを観客に披ひ露ろうしているのだろう？


　　　★★★



　スイートは、思わず椅い子すから立ちあがった。

「理刀っ！」

　返事がない。すぐ隣に座っていたはず……。手が届く場所に……。それなのに……。理刀は、どこ？『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の彼に指先でも触れることができれば、この幻術を退しりぞけることができるのに。

　いま、目の前にひろがっているのは……、広大な宇宙。果てしなく続く、吸い込まれそうな星の海。あまりにも神秘的すぎて、己の小ささを思い知らされる空間。

　ありえない。こんなことって……。

　キュートが組みあげた術式程度なら、五秒もあれば突き崩す自信があった。なのに、視覚どころか、すべての感覚を瞬またたく間に抑え込まれてしまった。直感さえも。

　音が消え、匂においが消え、温度が消え、重力が消えた。座っていた椅子はどこ？　前後左右どころか上下の区別もつかない。

　これほど完かん璧ぺきな幻術は、フォンターナ家でもひと桁けた台だいの姉たちしか使えないはず……。


　　　★★★



「あ、ぅ、あ、そ、そんなことって……」

　突然立ちあがったスイートが、なんだかとんでもなく驚いてる様子だったから、

「スイート？」

　理り刀とは、彼女の手首をそっと握った。

「……り、理刀？」

　ふるふると体を震わせながら、スイートが理刀の手をしっかりと握りしめてくる。そして、自らの胸に引き寄せた。ぷにゅん。

　あのぅ、手の甲がもろに当たってますけど？

　ドキドキしながらも、理刀は手を引こうとはしなかった。スイートの目が、泣きそうになっていたから……。

「理刀、ありがとうございます。お陰で助かりましたわ」

　スイートが、ゆっくりと椅い子すに腰を下ろした。そうしながらも、理刀の手をぎゅっとつかんだまま放そうとしない。

「あぁ、ようやく終わり、あるいはやっと幕が下りました。はぁ、素晴らしい、あるいは貴重な体験でした。恐怖、あるいは戦せん慄りつが……」

　突然、ササラの言葉を搔かき消すように拍手と歓声が爆発した。いや、大爆発だ。

　肌にビリビリ響くほど、うぶ毛がザワザワ波打つほど、拍手も歓声も大きなものである。

　続けて、観客たちが次々と立ちあがり始めた。舞台上へ心からの称賛を送りたいとき、観客は座り心地ごこちのいい客席から腰をあげる。いま、会場にいるほぼすべての観客が立ちあがり、手を打ち鳴らしている。

　舞ぶ台たい袖そでから駆け出してきた黒くろ媛ひめと巴ともえが、キュートを祝福するように抱きしめた。少し遅れて、百もも香かも飛び出してくる。

　そんな中、キュートが嬉うれしそうに片手をあげ、総立ちとなった観客の拍手にこたえている。とても誇らしげな笑顔だけど……。

「ふん、願望パウダーの力ですわね」

　スイートが目を鋭くした。

「危険、あるいは剣けん吞のんですね」

　ササラも、表情を硬くしている。

　理刀はスイートに手を握られたまま、彼女に顔を寄せてたずねた。

「やっぱり、キュートにもパウダーの効果が出てたのか……でも、願望パウダーって体に害はないんだろ？」

「パウダー自体は無害な魔薬ですが、願った内容次第ではそうとも言えなくなります」

「願った内容？」

「例たとえば、飛ひ翔しよう術式が上達したいと願えば、少しは飛べるようになるでしょう。ですが、魔薬の効果が切れた途端、重力につかまってしまいますわ。そのときの高度によっては、命にかかわってきますでしょ？」

「キュートが危ないって、どういうこと？」

「あの子の場合は、おそらく〝姉たちのような大魔女になりたい〟といった願いをもってチョコを食べたのでしょう。

　普通のパウダーなら、まず願いがかなうようなことはありませんわ。

　ですが、パウダーに魔力を練り込んだのは九女のテンペランスお姉様です。

　いまのキュートは、少なくとも九女クラスの魔力をもっていると考えていいでしょう」

「ひと桁けた台だいクラスってこと？　それって、いいことなんじゃ……」

　ササラが口にした「危険、あるいは剣けん吞のん」の意味がよくわからない。

　スイートが、握った手に力を込めてきた。

「パウダーは万能ではありません。

　ですから、魔力を飛躍的に高めても、その負荷に耐えうるだけの精神や肉体の強化まではしてくれませんわ。

　このままひと桁台レベルの魔力を使い続ければ、キュートの精神と肉体は崩壊を招くことになるはずです。下へ手たをすると、いまこの瞬間にも。

　なんとか保もったとしても、おそらく三〇分が限度でしょう」

「そんな……」

　理り刀とは、思わず奥歯を嚙かみしめた。

　保って三〇分？　下手をすると、いま、この瞬間にも精神と肉体が崩壊する？

　拍手が鳴り響く中、ササラが素早く席を立った。

「急いで、あるいは速すみやかにキュートをあるべき姿へ、あるいはもとへ戻しましょう」

　理刀も、スイートと手を握ったまま席を立つ。

　スイートが、ここでようやく理刀から手を放した。それから腰をあげ、背筋を伸ばす。

「願望パウダーですべての願いがかなうなら、魔界の住人はこぞってパウダーを求めるでしょう。パウダーは、あくまでもお遊び用でしかありませんわ。自らを高めるには、時間をかけて力を培つちかっていくしかないのですから」

　その言葉にうなずいたあと、ササラが七色の髪をゆらしながら歩き出す。

　彼女の背を追おうとした理刀の腕を、スイートがつかんできた。

「キュートの精神や肉体を紙に例えるなら、ひと桁けた台だいのお姉様たちの魔力は烈火です。ですから、キュートはすでに心を蝕むしばまれているかもしれません。躊躇ためらわずにキスをお願いしますわ」




　理刀たちが舞ぶ台たい袖そでの小部屋に入るとすぐ、キュートが舞台から戻ってきた。

　薄暗く、一二畳ほどのひろさしかない舞ぶ台たい袖そでの部屋も、彼女が入ってくるだけで光量が増したような気がする。

　理り刀とは、キュートにむかって一歩を踏み出した。が、彼女へ群がっていくスターライトたちの流れが大きく、二歩めが出せない。

「フォンターナさん、すごすぎ！」「キュートちゃん、尊敬しちゃう！」「ビックリしたよ！」「マジでぶっ飛んでた！」「今度またやってぇ！」「宇宙、すげぇ─────っ！」

　称賛の声が、雨あられとキュートに降り注そそぐ。

　キュートが、照れくさそうに、それでも喜びを抑えきれないといった様子でスターライトたちの声にこたえている。幸せそうに。とても幸せそうに。達成感に満ちた表情で。

　理刀は、奥歯を嚙かみしめた。彼女の笑顔を奪うような気がして、踏み出した足になんだか力が入らない。でも、ここで躊躇ためらいは禁物だ。

「理刀もきてくれたの？」

　こちらに気づいたキュートが、大きく手を振ってくる。彼女の後ろに黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの姿も見えた。

　理刀は、ササラと、そしてスイートと目を合わせたあと、キュートに歩み寄った。

　普通科生徒の理刀はともかく、ササラとスイートに気をつかったのだろう、スターライトたちが左右へ身を引き、キュートへの道を開けてくれた。

「オレには視みえなかったけど、観客の反応すごかったじゃないか」

「ふふ、あたし自身ビックリしてるわ」

　キュートとの距離、五メートル。

「どんな幻げん術じゆつ使ったの？」

「宇宙遊泳よ」

　距離、二メートル。

「オレも視たかったなぁ」

「残念だけど、理刀は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』だから」

　ゼロッ！

　キュートを抱きしめ、ちゅ。

　そのつもりだったけど、両手は空を抱いていて……。

「!?」

　キュートは？

　理刀は、慌あわてて周りを見回した。

　黒媛たちが、きょとんとした顔をしている。周りのスターライトたちも。

　スイートとササラが、呆ぼう然ぜんとした顔で立っている。

「理刀ったら、なにするの？」

　声は、背後から聞こえてきた。

　弾はじかれたように振り返り、声の主ぬしとむかい合う。

　理り刀とたちが入ってきた扉の前に、不機嫌そうに唇を尖とがらせたキュートがいた。薄うす闇やみの中、碧あおの瞳ひとみだけがぽぅっと妖あやしい光を放はなっている。

「おい理刀、いったいどうしたんだ？」

　理刀とキュートの間で視線をいききさせながら、黒くろ媛ひめがたずねてきた。

　理刀は、キュートへ聞こえるように声を大きくした。

「キュートが危険な状態なんだ。いますぐにでもオレが、その、キ、キスしないと大変なことになる」

「大変なことって、なんですか？」

　今度は、百もも香かが訊きいてきた。

「くわしくはわからないけど、精神と体が崩壊するって、スイートが……」

「その通りですわ。いまのキュートは、この瞬間に壊れてもおかしくない状態です」

「だったら、キュート、早く、その、あの、り、理刀くんと……」

　巴ともえが、どこかおたおたといった様子で、キュートに歩み寄っていく。

　だが、先ほど理刀が抱きついたときと同様に、彼女の姿がまた搔かき消えた。

　直後には、壁に立てかけられたモップの柄、その上に片足をのせ、壁に背を預けるようにして立っていた。ありえないバランス感覚である。

「あたし、この通り元気なのよ？　理刀がキスしてくれるのは嬉うれしいけど、せっかくの魔力が消えちゃうならお断りだわ」

　そんなキュートに、ササラが呼びかける。

「キュート、あなたが傷つく、あるいは体を壊すことを、わたしは望んで、あるいは期待してはいません。どうか……」

「姫様、ご心配には及びません。あたし、フォンターナの名に恥じぬよう、人間界で立派に学業を修めてみせますから」

「キュート、どうか……」

　ササラが、悲しそうに声を落とした。

　その瞬間、理刀は全力で跳んだ。思いきり手を伸ばし、なんとかキュートの足首をつかもうとするが……、またもや空をつかむことしかできなかった。

　モップの上から消えたキュートが、再びドアの前に戻る。彼女の目が、恨めしそうに細くなった。

「おめでとう、って言ってくれると思ってたのに……………そんな理刀って、大嫌いよ」

　グサッ、と心になにかが刺さる痛みを、理刀は感じた。

　大嫌い。

　キュートの口から出た言葉。大嫌い。大嫌い。大嫌い。大嫌い。大嫌い。大嫌い。

　本音じゃないよね？

　泣きたくなってくる。

「どんなに嫌われようと、あなたに理り刀とのキスを受けて頂きますわ。あまり気が進みませんが……」

　スイートが、ジリッと前足を進めた。

　唇の端に余裕を貼はりつけたまま、キュートが腕を組む。

「ふん、だったら捕まえてみなさいよ」

「追いかけっこ勝負ですか？　受けて立ちますわ。しかしながら、いまのわたくしたちがあなたを捕まえるのは、ほぼ不可能だと言わざるをえません。ですから、ルールを決めさせて下さいな」

「ルール？」

「あなたの体に触れた時点で、捕まえたとみなさせてもらいます。それだけの魔力をおもちなのですから、妥当なルールのはずですわ」

「それくらい、まったく……」

「加えて、跳躍、飛ひ翔しよう、変へん化げ、擬ぎ態たい、隠いん滅めつ、不可視、ついでにお得意の幻げん術じゆつを含めた人心操作系、わたくしたちの足をとめるようなもの、それから、これは言うまでもないことですが、人を傷つけるような攻撃系、これらすべての術式をあなたは使わない、ということでよろしいかしら？」

「………問題ないわ」

「紋章に誓って下さる？」

「ふん、フォンターナの紋章に誓ってルールは守るから、安心しなさい」

「決まりですわね。言っておきますが、禁止した術式を使えないのはキュート、あなただけですわよ？　こちらは、いくらだって使わせてもらいますから」

　スイートが、〝してやったり〟といった笑みを浮かべた。勝利を確信した笑みだと言ってもいい。が、キュートも似たような笑みを浮かべている。

「分裂術式はダメだって、言わなかったわよね？」

「!!　理刀、とめて下さいっ！」

　スイートが、叫びながら跳躍とんだ。

　理刀も、彼女の声に背を蹴けり飛ばされるようにして、キュートへむかってダイブした。したけど……、間に合わなかった。

　刹せつ那な、キュートの体が無数に分裂した。

　瞬またたく間に、部屋の中がキュートで埋め尽くされる。キュートだらけ。

　これは分身の術？　いや、人心操作系を使わないと紋章に誓ったはずだから、ひとりひとりが本人？『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の理り刀とにも、しっかりと見えているから……。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「本物を見つけられるかしら？」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　少なくとも、本物が存在するらしい。

　理刀は、近くで笑っているキュートに手を伸ばし、その腕にちょんと触れてみた。

　うにゃ～ん、と猫の鳴き声のような音とともに霧む散さんしてしまう。

「キュート、おやめなさい！　あなたは、ご自分がどれだけ危険な状態か、本当にわかっていません！　このままでは、三〇分もしないうちに精神こころが壊れてしまいますわよっ！」

　スイートが、手当たり次第に周りのキュートへ手を伸ばす。が、うにゃにゃにゃにゃ～ん、と消えてしまうばかり。

　制限時間は、およそ三〇分。もたもたしてられない。

「みんな、キュートを捕まえてくれっ！」

　理刀は腹の底から叫んだ。


　　　★★★



　リイザ・フォンターナは、レゾン学院ビルの屋上にたたずみ、なめらかな銀髪を風になびかせていた。

　発表会の騒動は、その一部始終をちゃんと遠視みていた。キュートがいま、見事な分裂術式で生徒たちを攪かく乱らんしている姿も。

　きのう、キュートがつくったチョコレート、その最後のひと粒に呪じゆ系けい術式を施しておいたけど……。

　最後に残ったチョコレートは、間違いなく理刀に食べてもらおうとするはず。だから、〝他者に抱いている感情が逆になる〟という少々いやらしい術式をこっそり忍ばせておいた。『混沌とした実在』の能力者にも有効なように、混こん沌とんのエキスもしっかりとふりかけて。抜かりはない。

　普通の人間が口にすれば、その感情を五分ほど反転させることができるけど、理刀には数秒しか効果を及ぼすことができないだろう。でも、数秒あれば十分。

　理刀は、キュートのチョコを食べたのだろうか？　食べていればきっと、彼が抱いているキュートへの感情が、好意から嫌悪へ転がったはず。ころん、と。

　きのうの昼食時も、こうしてキュートの様子を遠視していた。

　その最中、ササラ姫が現れたため、礼儀として遠視術式を解いたから……、理刀がチョコレートを口にしたのか否いなか、彼がキュートに嫌悪を示したのかどうか、確かめることができなかった。

　だが、いまのところシナリオ通りにことが進んでいる。

　キュートが、理刀にむかって「大嫌い」という言葉を投げ放はなった。

　彼が、つらそうに顔を歪ゆがめた。

　この調子で、ふたりの関係に亀き裂れつが入っていけば……、キュートはきっと、留学をやめて魔界へ帰りたいと思うようになるはず。でも、もしかしたら、がんばり屋さんの妹だから、心の傷を引きずりながらも人間界にとどまろうとするかもしれない。

　しかしそこは、巧たくみな話術で誘導して魔界へ連れ帰ればいい。

　キュートは魔界で生まれ、魔界の水と空気で育った生きつ粋すいの魔界人なのだから、魔界で暮らすべきだ。

　人間界は違う。

　人間界は魔界人にやさしくない。

　リイザは、銀髪をくるくると指に巻きつけながら、ビル内の騒動を遠な視がめ続けた。そうしながら、ほんの少しだけ理り刀とのことを考える。

　決して、曲がった性格の少年ではない。器うつわも小さくない。それどころか、なかなか見所のある人物だと評してもいい。

　キュートに相応ふさわしくない、とは思っていない。思ってはいないけど……。

　本音を言えば、キュートを一生守ってくれるような青年に成長してもらいたい。

「…………………………キュート」

　リイザは、汚れた空気に沈む人間界の街へ目を投げた。胸いっぱいにつまった心配事を、埃ほこりにまみれた空気ごと吹き飛ばせたら……、どれだけ爽そう快かいだろう。

　でも、それは無理。

　一生、無理なこと。

　キュートを守ることに生涯を捧ささげる。そう紋章に誓っている。

　キュートを守るのは、春日かすが理刀ではない。末の妹をあたたかく見守り、危険から遠ざける役目を担になっているのは、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝リイザ・フォンターナの使命なのだ。

　リイザは、分裂術式で増殖したキュートを遠み視つめながら、祈った。

　人を疑うことのない、やさしい笑顔のままでいて。

　愛を疑うことのない、清らかな心根のままでいて。

　いま現在、テンペランスが手を加えたパウダーの影響で、キュートの魔力が少々増幅しているようだけど……。まだ危険なレベルには達していないから、もう少し様子を視みていても大丈夫なはず。スイートやササラ姫が慌あわてているようだけど、彼女たちが思っているよりまだまだずっと安全だから。

　分裂し、あちこちに散っていくキュート、その中で楽しそうに笑っている〝本体〟に目を留め、リイザは強く祈り続けた。

「…………………」

　リイザは遠視を中断し、ツッ、と右へ視線を動かした。

　その先に、とろんとした目のテンペランスが現れる。フォンターナ家の第九女、｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝の異名をもつ困った娘こだ。ゴルゴンゾラとパルメザンに「師匠」なんて呼ばれているけど、妹たちに悪影響を及ぼすのは……、あまり感心しない。

「リィ姉ねえ、みっけ」

　ぼそりとつぶやきながら、テンペランスが楚そ々そと歩み寄ってくる。

　真っ黒でフリフリなドレスを着た、背の低い、子どもにしか見えない妹だが、そんな可愛かわいい外見に騙だまされてはいけない。｛万虐無道｝の異名は、〝フォンターナ公こう爵しやく家けの第九女だから〟という理由だけではつけられない。

「念のために訊きいておくけど。テンピィ、あなたがつくったパウダーに一線を越える力はないわよね？」

　リイザは、外見だけならすこぶる愛らしい妹へ、できるだけやさしくたずねた。

「ふっふっふっふっふっ」

　テンペランスが、小さな唇に指先を押し当てながら、あまりにも妖あやしすぎるふくみ笑いをもらした。

「テンピィ？　笑ってるだけじゃわからないわよ？」

「某それがしに負けず劣らず、リィ姉も悪ワルよのぉ」

「わたしが悪かどうかは横に置いといて……」

　目の前の荷物を横へ移すジェスチャーをしたあと、リイザはできるだけ恐こわい顔を意識しながら、テンペランスへ顔を近づけた。

「キュートが口に入れたパウダーに、危険はないのよね？　願望成じよう就じゆパワーを、少しばかり強くしただけなのよね？　封印術式を分解するようなマネなんて、いくらあなたでもやらないわよね？」

　ジッと、九女いもうとの瞳ひとみを覗のぞき込む。ジッと、ジーッと、ジ───ッと。

「ふっふっふっふっふっ、リィ姉もワ……」

「テンピィ、正直にこたえないと怒るわよ？」

　リイザは、グッと目に力を込めた。

　なみの魔族なら、失神して三日は起きられないほどの呪瞳ひとみを前にしても、テンペランスは平然とした顔だ。

「テ・ン・ペ・ラ・ン・ス、こたえなさい」

　声を低くして問いかけた。

　大抵の魔族なら、体調不良を訴えて三日は耳鳴りが治まらないほどの呪こ声えを聞いても、テンペランスはしれっとした顔だ。

　リイザは、〝本気〟をチラつかせた。

「お尻しりペンペンするわよ？」

　サッ。

　三女の〝本気〟を前に、テンペランスが目をそらした。

　視線を、あからさまに、そらした！

　リイザは、テンペランスの薄い肩をガシッとつかんだ。

「テンピィ、正直に仰おつしやい。あなた、パウダーにどんな改良を加えたの？」


　　　★★★



　分裂したキュートのひとりを追って廊下に飛び出した黒くろ媛ひめは、非常階段を駆け下り、一階下のフロアに出た。

「ん？」

　授業中だから静かなのはわかるが、それにしても静かすぎる。教師の声さえ聞こえない。

　すぐに気づいた。…………………………時間が、とまってる。

【時の統治者タイムルーラー】であり、時の流れがとまる感覚を肌でつかんでいる黒媛だから、時間が停止している空間の匂においがわかる。

　一〇メートルも離れていないところで立ちどまったキュートが、腰に手を当ててこちらを見ている。

「ふふ、時間をとめたわ。このビルの中で動いてるのは、あたしと黒媛、それから理り刀と、巴ともえ、スイート、百もも香かちゃん、あとササラ姫だけよ。他の人たちには悪いけど、あんまり参加者が多いとうるさいでしょ？」

　黒媛も足をとめ、静かに呼吸を整えながらキュートの視線を受けとめた。

「時間をとめるのは、ちょっとズルくないか？」

「禁止されてなかったはずだけど？」

「確かに、な。だが、どんな遊びにも暗黙のルールがあると思うんだ。禁止されてないからやっていい、というものでもない。かくれんぼだって、鬼に黙って家に帰るのは明らかにおかしいだろ？」

「この追いかけっこにも、同じことが言えるってこと？」

「そうだ。せめて同等の数で勝負しようじゃないか」

「なるほどね……いいわよ。ふふ、ササラ姫と百香ちゃんのぶんは、オマケで減らしといてあげるわ」

　キュートが、すんなりと受け入れてくれた。それどころか、オマケまでしてくれるというからありがたい。

　事情はよくわからないが、彼女はなんらかの方法で圧倒的な魔力を手に入れたらしい。そのため有り余るほどの余裕があるのだろう。だが残念なことに、そのせいで身に危険が迫っているという。いまは目に見えない危険も、あと三〇分ほどで現実となるらしい。

　理刀も、スイートも、ササラも、真剣な顔だった。

　キュートは、手にした魔力を放棄したくないようだけど……。

　ダメもとで、彼女に話しかけてみた。

「みんなキュートのことを心配してるぞ？　魔力がなくても、キュートはキュートだと思うんだが？　追いかけっこなんかやめて、このまま捕まる気は……」

「ないわ」

　即答された。

「……体に触れるだけ、だったな？」

「紋章に誓ったから、黒くろ媛ひめが触れたら素直に負けを認めるわ」

「そうか……だったら、っ！」

　黒髪をなびかせ、黒媛はスタートをきった。

　足には自信がある。本気で走れば、学院内の女子ではナンバーワンだし、男子のトップクラスにもほとんど引けをとらない。

　腕を振り、膝ひざをあげ、ゆれる胸にはお構いなしで、スカートが風でめくれるのも構わずに走った。学院の廊下を全力ダッシュしたのは初めてだ。

　初めてだけど……、同級生の女の子に走りで負けるのも初めてだった。いやいやいや、もはや〝走り〟という枠内には収まっていない。

　銀髪のツインテールが、万有引力を完全無視して、壁を、窓を、天井を、凄すさまじい速さで駆けていく。

　あんなの……、アリなのか？　常軌を逸いつしてる。

　壁や天井や窓を自在に走ることができるうえ、超常レベルの脚力をもっていれば、跳躍など必要ない。正面からまともに挑んでも、まず捕まえることなどできないだろう。

　ならば、これはどうだ？

　黒媛は、走りながらコンパクトをとり出し、ふたを開いた。

　鏡の中心にキュートの背を捉とらえ、意識を集中する。と、パリン……。

　あまりにも呆あつ気けなく、鏡が割れてしまう。

　予想はしていたが、こうも簡単に能力を抑え込まれると、悔しさよりも感動が先に立つ。

　見事。

　黒媛は、大きく息を吐き出しながら足をとめた。走って追いかけても、いまのキュートを捕まえるのは難しい。

　いつものようにペタパタペタパタと走ってもらえたら助かるのだが、きょうは空気を切り裂くようにズビュ───ンといった感じで突っ走るから……、とてもとても。

　黒媛は、使い物にならなくなったコンパクトを制服のポケットに押し込みながら、キュートに呼びかけた。

「お～い、キュートぉ、ちょっと聞いてくれ」

　廊下のずっと先で振り返ったキュートが、キキキ──ッと急ブレーキをかけてとまってくれた。それどころか、パタパタッと駆け戻ってきてくれる。

「なに？　もう降参？」

　余裕の表れなのだろう。およそ三メートルの距離まで近づいてきた。跳びかかれば指先が届きそうな間合いだけど……。

　黒くろ媛ひめは呼吸を落ち着かせながら、キュートに笑いかけた。

　どう考えても、いまのキュートに身体能力ではかなわない。

　だったら、そこで勝負をしなければいい。

「キュートのほうが有利すぎないか？」

　黒媛は直球を放はなった。

「かもね」

　唇の端をちょっと曲げ、キュートが肩をすくめた。

「このまま追いかけっこを続けても、勝負にならない。三輪車でジェット機を追いかけるようなもんだからな」

「ジェット機って、ふふ、それはちょっと褒ほめすぎよ」

　キュートが、照れくさそうに身をよじる。

　彼女の反応を観察しながら、黒媛は話し続けた。

「遊びも勝負事も、互いの力が同レベルだからこそ楽しめるだろ？」

「そうかしら？」

「一方的な勝負より、お互い全力を出して競せり合ったほうが楽しいと思わないか？」

「ん、あたし、競り合いなんかしたことないもの。いままで一方的に負けてばっかりだったし、さ」

「だったら、いまやればいい」

「競り合いって、結局あたしに手抜きしろってことでしょ？　それじゃあ、競きそってるって言えないわ」

「頭を使う勝負はどうだ？」

「頭？」

「例たとえば、チェスとか」

「ちぇす？」

「盤上で互いに手て駒ごまを動かし、相手の王様をとれば勝ちというゲームだ。攻防での駆け引きが重要になってくるんだが……」

　かなり時間のかかるゲームだけど……。

「やり方を知らないわ」

　当然、そうくるだろう。

「将棋やオセロはどうだ？」

「サッパリね。ゴマムなら少しはわかるけど」

「それは、わたしが知らない」

「ゴマム、聞いたこともない？」

「すまないな。魔界関連の情報誌には、ときどき目を通してるんだが……」

「あのね、下級魔獣を一七匹、中級魔獣を五匹、上級魔獣を一匹召喚して、陸海空を模した闘技場の各所に配置して……」

「申し訳ないが、わたしは召喚ができない」

「あ、そうだったわね。あたし、いまならできると思うけど……今度ゴマムに挑戦してみようかしら。いつもお姉様たちがやってるのを横から眺めてるだけだったから……」

　キュートが、アゴに手を当てなにやら考え始めた。追いかけっこよりゴマムのほうに心を動かし始めたようだ。

　黒くろ媛ひめは足もとに目を落とし、

「よし。じゃあ、シンプルに腕相撲といこう」

　廊下に手て頃ごろな台が見当たらないため、その場で腹はら這ばいになった。

「ウデズモウ？」

　キュートが、きょとんとした顔で黒媛を見下ろしている。

「単純明快。一瞬で終わる腕力勝負だ。相手の手の甲を床につければ勝ちが決まる」

　黒媛は右みぎ肘ひじを床につき、腕相撲の構えをとった。そうしながら、つけ加える。

「先に言っておくが、筋力を増幅させるような魔法はナシだからな？」

「ふふ、オーケーよ」

「じゃあ、紋章に誓ってくれ。それが魔族の流儀なんだろ？」

「黒媛ったら、スイートみたいね。うふふ、いいわ。紋章に誓ってあげる。身体強化術式は使わない」

「それじゃあ、こい！」

　黒媛の呼びかけにこたえ、キュートも床に寝転び右肘を床につけた。そうしながら、リラックスした笑みを浮かべる。

「身体強化しなくても、重力を操ればこんなの楽勝よ」

「それはズルくないか？」

「だって勝負でしょ？　あなたは禁止しなかったし、あたしも紋章に誓ってないわ」

「失敗したな」

「うふふ、失敗したわね」

　黒媛は、キュートの右手をつかんだ。

　そしてひと言。

「捕まえた」

「きゅ？」

「わたしは〝勝負を変更する〟なんてひと言も言ってないぞ？　追いかけっこは、いまもまだ続いてる」

「それって、ズルくない？」

「勝負だからな」

「失敗しちゃったみたいね」

「失敗じゃないぞ？　キュートはキュートのままで、奇跡的なまでに大成功なんだ」

　黒くろ媛ひめは、パタン、とキュートの手を床につけた。腕相撲も勝利。

　ふたりで腹はら這ばいになったまま、時がとまった空間内で静かに見つめ合う。

　キュートが、表情からふっと力を抜いた。

「紋章に誓ったから、素直に負けを認めてあげるわ」

「よし、それじゃあ急いでみんなのところに戻って……」

「でも、あたしはハズレよ。残念ね」

「え？」

　にゃ～んと猫の鳴き声に似た音といっしょに、キュートの姿が消えた。

　ハズレって……。

　黒媛は、すぐさま気をとり直して跳ね起きた。

　ハズレなら、当たりを引くまでやればいい！





七章　紅あかい瞳ひとみの女の子







「玉響たまゆらの怨おん炎えん、刹せつ那なの怨えん嗟さ、一ひと時ときの怨おん念ねん。狼つ爪め欠け蛇き牙ば折れ鷹翼つばさ裂けたる戦人たちよ、涯はてなき闇やみに注そそぐ幽光ひかりを目指せ。同胞はらからに背を預け、いまこそ骸墓地だいちを飛び立たん。我が指し示す暗そ天らを往ゆけ！」

　巴ともえは、高らかに呪じゆ文もんを唱えた。

　時間が停止した空間であっても、死霊を召喚することはできる。現世とあの世の境さかいを彷徨さまよう彼らは、時間の流れを外から眺めているため、その縛を受けつけない。

　巴は、翼もつ一〇体の死霊たちを背に従えた。

　むかい合っているのは、ひとりのキュート。

　場所は、第三講堂の横にある小ホール。

　手て強ごわい。動きが速く、腕力もかなりのものだから、地をいくことしかできない死霊たちでは歯が立たなかった。そのため、翼をもつ死霊たちを召喚よんだ。

「ゆけっ！」

　巴の命令と同時に、一〇体の死霊たちがいっせいにキュートへ突っ込んでいく。上から、左右から、正面から、回り込んで背後から。

　彼女を傷つけるつもりはない。少々乱暴だが、手で触れることができるように押さえ込むだけ。そうすれば、キュートをやさしく〝まいった〟させることができる。

　だが、彼女は想像以上に強かった。

　死霊たちの攻撃を楽々とかわし続けていたかと思いきや、パンチ、パンチ、キック、ジャブ、ジャブ、キックキックキック、ビンタ、チョップ、と瞬またたく間に一〇体すべての死霊を消滅させてしまった。自らの肉体のみで。余裕に満ちた笑顔で。

「もう終わり？」

　キュートが、肩にかかった銀髪、そのひと房を手で払った。

「キュート、あなた、体なんともない？」

　死霊のことより、彼女のことが心配になった。あまりにも動きが速すぎるし、力が強すぎる。その反動に、キュートの華きや奢しやな体は耐えられるのだろうか？

「絶好調よ！　こんなにいい気分は初めてかも！」

　キュートの笑みが、輝きを増す。

　巴は、そんな彼女と静かに視線を重ねた。

　キュートが、どうやって強大な魔力を手に入れたのかわからない。理り刀とたちが慌あわてていた理由もピンとこない。それでも、彼女の身が危ないらしい、ということだけはわかっている。理刀とキスすれば危機が去るということも。

　心の奥には、「ヤだな」という思いも確かにあるけれど……。自分の感情よりキュートのほうがずっとずっと大切だから……、捕まえる。

　せっかく手に入れた魔力を、キュートは手放したくないと思っているようだ。だから、理り刀とやスイートの説得にも耳を貸そうとしない。大きすぎる魔力に酔いしれ、自らの身に迫る危機を軽く考えているのだろう。

　巴ともえは意を決し、右手でペンダントをつかんだ。体の芯しんに精気を集め、意力を研とぎ澄すます。

　魔界で様々なことを学んだ。そのことにより、自分を高めることができた。おこがましいかもしれないけど、わずかながら視野がひろがったような気がする。だからこそ、強く思っていることがある。

　人は、なんのために自らを高めるのだろう？

　名誉のため？　誇りのため？　自慢したいから？　自己満足？　だれかに負けたくないから？　お金のため？　理由は人それぞれかもしれない。

　巴は確信している。

　どうして自分は、自分を高め続けるのだろう？

　それは……、だれかの役に立ちたいから。

　この想おもいだけで、さらなる高みを目指すことができる。

　キュートのために！

　巴は、ペンダントを握る手に力を込めた。

　意識を寄り合わせ、研ぎ、研ぎ、研ぎ、研ぎ、鏡面のごとく研ぎ澄まし、濁にごりをとり、湖面のごとく心を澄み渡らせたあと、大気を抱くように両手をひろげ、呪じゆ文もん詠唱に入る。

「遍あまねくは天の涯はてに在あり！　一切は地の角に在り！　悉ことごとくは海の底に在り！　一木一草。森しん羅ら万ばん象しよう。有う象ぞう無む象ぞう。我に助力を！　汎あまねく！　我、希こいねがう！　具つぶさに霊こ声えを聴かせたもう！」

　ゾクゾクッ、と全身に震えが走った直後、一体の死霊が中空より巴の前に降り立った。

　召よ喚び声ごえに応じてくれたのだ。

　寒気にも似た感動が、全身を駆け抜ける。

　現れたのは一体だけ。角つのの折れた竜の頭ず蓋がいを思わせる兜かぶとをかぶり、ボロボロになった鎧よろいを身にまとった死霊である。身長は二メートル以上あるであろうソレは、上級竜属霊。

　巴は、あふれ出てくる涙をぬぐった。

　涙……………………………、違う。

　手の甲についたのは………、血。

　血の涙を流しながら、巴は歯を食いしばった。

　まだ、竜属霊を操るには力が足りない。本能的に、それがわかっている。

　死霊が背負っている悲しみが、怨うらみが、絶望が、絶え間なく巴の精神に襲いかかってくる。次々と、氷の刃やいばよりも鋭く、冷たく、痛く、深く、執しつ拗ように。

　巴ともえはまだ、竜属霊を包み込んであげられる器うつわではない。

　でも、それでも、どうしても、退ひけない！

「巴、あなたは間違いなく、人間界最強の【死霊使いネクロマンサー】よ。あたしたちと同世代の魔界人でも、竜属霊を召喚できる人なんて本当に稀まれだから、ね」

　キュートが、パチパチと手を叩たたいてくれた。叩きながら、角をもつ鬼属霊を一体、二体、三体と召喚する。パチパチパチ。四体、五体、六体。パチパチパチ。七体、八体、九体。

「竜とくれば、やっぱり鬼でしょ？」

　一〇体。

　一〇体とも、手に剣や斧おのをもっている。竜属霊は素手なのに。

　巴は、血涙をグイッと袖そででぬぐい、ぎゅっと唇を引き結んだ。

　どうせ長くは保もたないから、

「我が友を、ここへ！」

　全身全霊をギリギリと絞り込み、竜属霊に命じた。

　ドンッ、と床を踏み抜かんばかりに一歩を踏み出した竜属霊が、次の瞬間にはキュートの間合いに飛び込んでいた。疾はやい。

「やるじゃないっ！」

　跳び離れたキュートの前に、一〇体の鬼属霊たちが瞬またたく間に壁をつくる。

　ガアアアアアアアァッ！

　腹の底に響くような雄叫おたけびをあげ、竜属霊が目の前にいた鬼属霊の顔を殴りつけた。

　あとはもう大乱闘だ。鬼属霊が、竜属霊に群がっていく。

　まさに断だん崖がいの縁ふちに立つような心地ここちで、巴は竜属霊を操り続けた。凄すさまじい竜気と鬼気の激突が、巨大な霊波を生み出し続ける。

　そんな暴霊波域ぼうふういきの中で、巴は両足を踏みしめた。意識が、いまにも吹き飛ばされそう。それでも奥歯を嚙かみしめ、ペンダントを握りしめる。気を抜いたら、そこで終わり。次の瞬間には、竜属霊に繰り糸を引きちぎられてしまうだろう。

　繰り糸を断たれたら、あとはもう暴れ馬と同じ。いや、馬なら飼い主ぬしに牙きばを剝むくことはないが、霊は違う。必ず召喚者に憎悪をぶつけ、自分の世界に引きずり込もうとする。

　上級竜属霊の牙を前にすれば、人間にできることはひとつしかない。

　祈るだけ。

　だから、絶対に気を抜くわけにはいかないのだ。

　小ホールの壁にいくつもの穴を開け、観客席を次々と破壊し、舞台の幕をズタズタに引きちぎりながら、竜属霊が暴れ続ける。

　鬼属霊の剣を受けても、斧を食らっても、痛がる素振りはなく、恐れや疲れを見せることさえなく、ただただ敵を殴り、投げ、蹴けり、殴り、殴り殴り殴り殴り殴り、とまらない。一対一〇なのに、少しも引けをとっていない。互角以上だといってもいい。

　巴ともえの頰ほおを伝った血涙が、あご先を伝って床に落ちた。ぽたっ。

　続けて、ぽたっ。まだ、やれる！　ぽたっ。急いでキュートを捕まえないと、とり返しのつかないことになるかもしれない。ぽたっ。意識が、かすんでいく。ぽたっ。

　悔しい。せっかく、魔界で【死霊使いネクロマンサー】の神しん髄ずいを垣かい間ま見みたのに。

　媒体プラチナのペンダントを握る手から、ゆるりと力が抜けていく。

　恐怖よりも、情けなさのほうが強かった。

　バレンタイン・デーの翌日に、生まれて初めて竜属霊を召喚よぶことに成功した。

　自分は、まだまだ飛べる。上へ上へ、高く高く、いまだかつて見たことのない、手が届くなんて想像さえしたことのない高みへ昇ることができる。

　プツッ、と繰り糸の一本が切れた感覚が、巴の心を震わせた。恐こわい。恐い。恐い。

　プツッ、とまた一本が切れた。恐い。恐い。恐い。恐い。恐い。恐い。情けない。

　本当に情けない自分だけど……。弱くて無ぶ様ざまな自分だけど……。それでも……。

「…………………………負け、るな、わたし」

　巴は、もうほとんど握力を失った右手で、再びペンダントを握りしめた。

　ピアスと指輪にも力を注そそぎ込む。自分は、上級竜属霊を召喚することができた。人間には不可能だと学院の教科書に書いてあったけど……、確かに召喚よんだ。

　だから、畏おそれずに踏み出そう。次の一歩を。そして、さらなる一歩を！

　巴は、キッと竜属霊をにらみつけた。

「主あるじの命を聴け！　我が友を、ここへ、速すみやかに連れてこい！」

　力及ばず、プツッ、プツッ、プツッ、と立て続けに繰り糸が断ち切られた。

　それでも退ひかない！

　この勇気をきのう出せていれば、彼の目を真まっ直すぐに見つめ、つくったタルトを差し出しながら「お慕したいしています」と想おもいを伝えることができたはず。

　血涙を流し続けながら、巴は竜属霊と視線をぶつけた。

　竜属霊が命令に反し、召喚者へ竜気をむける。いつの間にか、繰り糸はすべて引きちぎられていた。それでも、勇気を胸に！　退ひかず怯ひるまず挫くじけず！

「我が命を聴けっ！」

　ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァッ！

　竜属霊が吼ほえ、鬼属霊たちの攻撃を受けながら巴に襲いかかってきた。もはや制御不能。

　視界が白に染まった。意識が途切れかかっている。でも構わない。

　自分は、まだ、立っている！

　巴は、迫りくる竜属霊の牙きばにむかって右手を突き出した。

「っっっっっっっ！」

　乳白色の闇やみがひろがった。




「巴ともえ、気分はどう？」

　闇のむこうから、キュートの声が聞こえる。

　うっすらと目を開けると、キュートの顔がアップで見えた。

　背には冷たい床の感触。どうやら自分は、ホールの床に倒れているようだ。

　仰あおむけになったまま、巴はぐるりを見回した。

　竜属霊や鬼属霊の姿はない。竜気も鬼気も感じない。霊波や戦いの余韻さえも。

　どうやら、霊界へ追い返すことにかろうじて成功したらしい。それとも、キュートが追い払ってくれたのだろうか？　どちらでもいいことだけど……。

　いま、大切なことはひとつだけ。

「キュート……」

　巴は、そろそろと右手をあげた。

「どこにもケガはないみたいだから、少し休んでれば大丈夫よ」

　キュートが、やさしく手を握ってくれたから、

「捕まえたよ？」

　そうささやいた。

　キュートが、これでもかと唇を歪ゆがめたから、「うふふ、捕まえた」ともう一度繰くり返す。

　肩をすくめたキュートが、

「巴って、思ってた以上に根性あるわね。でも、あたしはハズレよ。ゴメンね」

　んべ、と舌を出したあと、ぅにゃ～んと子猫のような可愛かわいい鳴き声を残し、彼女の姿が消えてしまった。

「…………………残念」

　巴はすぐさま立ちあがり、小ホールの出口にむかってフラフラと歩き出す。

　ホールをぐちゃぐちゃにしてしまった。フォンターナ公こう爵しやく家けとビョルンストライド王家に頼めば、修繕費くらいどうとでもなるだろうけど……、ごめんなさい。

　心の中で謝りながら、ホールを出る。

　無謀にも竜属霊を召喚よんでしまった。けれど、結局操りきれずに霊界へ追い返してしまった。でも、全身からだが震えるような戦せん慄りつをのり超え、心魂こころが震えるような達成感を手にすることができた。

　キュートのお陰。お陰だけど……、彼女の様子がいつもと違っていて……。

　確かにキュートだったけど、キュートらしさが薄れているような気がして……。

　震える足を引きずるように、巴は廊下を歩き続けた。

「次のキュート、どこだろ？」


　　　★★★



　スイートは、第三講堂の舞台上でキュートと対たい峙じした。背に、ササラ姫と百もも香かもいる。

　時間が停止した空間内だから、自分たち以外が生み出す音も匂においも振動も感じない。

　スイートのすぐ後ろで、百香が水鏡を覗のぞき込む。

「もし、キュートさんの説得を続けたら？」

　仮定した未来は？　肩越しに窺うかがった百香の表情が、くしゃりと歪ゆがんだから……。なにが視みえたのか訊きくまでもない。

　ササラ姫が、百香を横目に肩を落としている。

「いまのあの子を説得するなんて、まず無理でしょう」

　スイートは、キュートにむき直った。

　腕組みをしたキュートが、自信たっぷりといった目でこちらを見ている。

　悔しいけど、いまのキュートを捕まえる術すべはない。ひと桁けた台だいと同等の魔力をもっているのだから……。どのような術式を組成しても、瞬またたく間に分解されてしまう。

　術が使えないのであれば、残っているのは肉体だけ。

　ササラ姫が、スイートの横に足を進めた。

「キュート、あなたはいま危険な状態、あるいは崖がけの縁ふちに立っているのです。このままでは、とり返しのつかない、あるいは精神が消滅するという事態、あるいは結末を招くことになります。だからどうか、わたしたちの言うことを聞いて、あるいは受け入れて下さい」

　続けて、百香が声を張りあげる。

「わたしからもお願いします！　みんなキュートさんのこと心配してるんです！」

　スイートは、彼女たちの声を耳にしながらも、キュートの動きから目を離さなかった。

　一瞬でも隙すきを見せれば、躊躇ためらうことなく跳びかかるつもりでいる。

　唇の右端をあげたキュートが、ササラ姫へ、百香へ、そしてスイートへ面倒くさそうな目をむけてくる。

「あたし、いまの自分が気に入ってるの。これだけの魔力があれば、なんだってできるのよ？　だれからも軽く扱われないし、ね。想像してごらんなさいよ。ある日突然、自分が〝本物の自由〟を手に入れたらって。どう？　二度と手放したくないでしょ？」

「〝自由〟を行使するためには、その大きさに見合うだけの〝自己責任〟が必要になりますわ。そして〝責任〟には、それを背負う〝覚悟〟が不可欠です。キュート、あなたはそれだけの〝覚悟〟をもっているのですか？」

　言いながら、スイートは体の中に眠る獣を叩たたき起こした。ササラ姫と百香に獣化した姿を見られるのは嫌だけど……、キュートを助けるためだ。

「あんた、あたしに負けるのが嫌なんでしょ？　いっっっつも自分のほうが上だと思ってたいから、そんなこと言って……」

　クスッと笑いながら、キュートが片手で顔を押さえた。

　瞬間、スイートは跳んだ。キュートが、自分で自分の視界を塞ふさいだから……。

「！」

　獣化した肉体の隅々から瞬発力を搔かき集め、一直線にキュートへ突っ込んだ。

　このままタックルすれば、肋あばらや背骨をへし折るかもしれない。それでも、そんな迷いは獣化と同時にゴミ箱へ捨てている。

　ひと桁けた台だいクラスの魔力を相手に、手抜きなんて考えられない。

　あっ……、と思ったときにはもう、舞台隅に寄せられた幕に頭から突っ込んでいた。

　跳躍とんだ？　そうとしか思えないキュートのスピードに、スイートは息を吞のんだ。獣化しているのに、避よけた方向を目で捉とらえることができなかった……。

「遅すぎて眠くなっちゃったじゃない。捕まえる気あんの？」

　眠くなったと言いながらも、キュートの瞳ひとみは輝いている。自らの魔力をもっともっと披ひ露ろうしたいのだろう。

　スイートは歯は嚙がみした。

　生まれてから一度も、ひと桁台の姉たちに反抗したことはない。天にむかって唾つばするに等しい行為だから。

　それでも、キュートを助けるためには挑まなければならない。勝てないとわかっていても、勝つ方法を見つけ出さなければ。どのような手段を用いても。

　パタパタパタッと走った百もも香かが、「えいっ！」とキュートの背に飛びついた。が、指先をかすめることさえできない。

「キュート、こちらへ、あるいはわたしのところへきて下さい」

　ササラ姫も、右へフラフラ左へヨロヨロと駆け回りながらキュートを追い回しているが、すべるように移動する愚妹キユートに遊ばれてばかり。光り輝く七色のロングヘアも、右へフラフラ左へヨロヨロ。

「「きゃっ！」」

　とうとう、ササラ姫と百香が正面からぶつかり、ふたり同時に尻しりもちをついた。

　キュートが、そんなふたりを見て楽しそうに笑っている。

　スイートは体から力を抜き、心の波をゆるりと静めていった。

　ササラ姫はいま、シルティシャープのキスで｛傀儡回しプレイヤー｝としての能力を封じているため、キュートを抑えることができない。

　百香は、この場でもっとも非力な女の子だ。

　だとすれば、自分がやれるだけのことをやるしかない。キュートが壊れたあとになって、〝あのとき全力を出していれば〟なんて後悔するのだけは………………、絶対にお断り！

「キュートっ！」

　スイートは、心に炎を入れた。

　両足のバネを一気に解放し、キュートにむかって跳ぶ。手に炎熱術式を組成しつつ。

「がんばんなさい」

　視界のど真ん中に、キュートのウインクが飛び込んできた。

　炎熱術式が搔かき乱され、熱気さえ生み出すことができずに霧む散さんする。目の前からキュートの姿も搔き消える。

　でも、あきらめない！

　目の端をかすめた影にむかって、スイートは再び疾は走しった。

「ほらほら、こっちこっち」

「くっ」

「どこ見てんの？　あたしはここよ？」

「お待ちなさいっ」

「あはははははっ」

「このっ！」

　追い、逃げられ、跳び、避よけられ、急激な方向転換をし、あっさりと身をかわされ、フェイントをかけても、先を読まれ……。

　伸ばした手が何度残像をつかんでも、スイートはキュートの影を追い続けた。しつこく、しつこく、しつこく、しつこく、しつこく。息が続く限り、体力が続く限り、しつこく。












　それでも、キュートのスピードには届かなくて……。

　ハァ、ハァ、ハァ、と荒い息をつきながら、スイートはそれでも視界に残った銀色の流線を追い続けた。

　心臓が悲鳴をあげ続けている。獣化状態で持久力が底をつきそうになったのは、刃は哭なとの訓練以外では初めてで……。

「ぁ、キ、キュート、あなた、いい加減に……」

　話しかけようにも、もはや息が続かない。酸素が足りない。

　対して、キュートは額ひたいに汗さえ浮かべていない。

「あら、休憩する？　それともゲーム・オーバーかしら？」

「あ、あなた……本当にこのままでは、大変なことに……」

「んふふ、あたしは、だれの命令にも従わないわよ？　フォンターナ家の六六七女、キュート・フォンターナは自由なんだから」

　そのとき。フォンターナ姉妹の追いかけっこを舞台の隅で見ていたササラ姫が、力強く歩み寄ってきた。

「ビョルンストライドの名において主命、あるいは厳命を下します。キュート・フォンターナ、その場を動く、あるいはその場から逃げることを禁じます！」

　キュートの顔から、笑みが消えた。

　いまだっ！

　スイートは、彼女の足を狙ねらって頭から飛び込んだ。ヘッドスライディング！

　キュートは動かない。いや、動けない。

　ビョルンストライド王家への忠誠。

　フォンターナ公こう爵しやく家けの六六七女として、紋章に誓っているから。

　スイートはようやく、キュートの細い右足首をつかんだ。

「捕まえましたわっ！」

　だが、頭上から降ってきた声は、

「おめでとう。でも、あたしはハズレよ。ブ、残念でしたぁ」

　イラッとくるものだった。

　握っていた足首が、ぅにゃ～んという音とともに消えてしまう。

「ったく、本当に腹の立つ子ですわね」

　疲れきった体に檄げきを飛ばし、スイートはすぐさま立ちあがった。

　ササラ姫と百もも香かが駆け寄ってくる。

　彼女たちに言葉をかけるよりも先に、探査術式を展開した。

　キュートは、いま、どこに？　………………………………………いた。ひとり。頭上。

「残りのキュートはひとりだけですわ。上の階にいるようです」

「あとひとりっ！」

　百もも香かが、右みぎ拳こぶしを〝お～っ〟といった感じに振りあげた。

「大至急、もしくは特急でいきましょう」

　ササラ姫も、右拳をちょんとあげる。

　残りひとりだけということは、間違いなく本体だ。

　もうすぐ、追いかけっこも閉幕を迎える。ササラ姫が「王命、あるいは厳命」を下すだけでいいのだから。

「先に跳躍いかせて頂きますわ。うちの愚妹いもうとがご迷惑をおかけしますが、おふたりもあとからいらして下さい。姫様、そのときは……」

　スイートの顔を覗のぞき込むように、ササラ姫が強い目をむけてくる。

「苦手、あるいは好きではない権力、あるいは特権ですが、キュート、あるいは大切な友人のためなら」

「ビョルンストライド家にお仕えすることができて、わたくしもキュートも幸せ者ですわ……それでは」

　スイートは、第三講堂の照明、そのさらに上から伝わってくるキュートの波長を目指し、跳躍した。


　　　★★★



　理り刀とは、学院ビルの体育フロアでキュートとむかい合った。

　一階下の第三講堂から階段を駆けのぼり、走って走ってようやくここまで追いかけてきたけど……、とてもじゃないが捕まえられそうにない。

　床に叩たたきつけたピンポン玉のように跳ね、剛速球投手が放はなった球のように速いから、理刀の動体視力では残像を追うのがやっと。

　追いつくなんて……。

　それでも理刀は、楽しそうに笑い続けるキュートを追った。もうヘトヘトだけど……。

　その途中、くにゃっと歪ゆがんだ空間からスイートが姿を現した。

「理刀、あまりご無理をなさらないで下さい。この騒ぎもすぐに終わりますわ」

「すぐに終わるって……あのキュートをどうやって捕まえるの？　本物かどうかもわからないし」

「あれが最後のひとりです」

「本物ってこと？」

「おそらく」

「おそらく……か。とにかく捕まえないと……」

「姫様がもうすぐいらっしゃいますから、もう心配いりません」

「ササラ姫が？　なにか作戦でもあるの？」

「キュートへむかって〝動いてはいけません〟と命じて頂くだけですわ。そうすれば、あとはあの子の体にタッチするだけです」

　なるほど、と理り刀とはうなずいた。頼むのではなく、王族として命じればいいのだ。

　だったら最初からそうしてほしかったけど……、ササラの性格上、すんなりと権力を振りかざせなかったのだろう。

　でもこれで、素早く動き回るキュートを捕まえることができる。そのあとは……、ちゅ。

　考えると顔が熱くなってくる。

　理刀は、体の中心に気恥ずかしくもあたたかな熱を感じながら、一〇メートルほど離れた場所に立つキュートへむき直った。

「ふふ、スイートとふたりがかりでいいわよ。約束通り、跳躍とんで逃げたりしないから」

　よく見ると、キュートの瞳ひとみが碧あおから紅に変わっていた。鮮やかな紅というよりも、濁にごった、どこか暗い紅。静脈から流れ出てくる血の色。

「スイート、あれ……」

「そろそろ限界のようですわね」

　ササラを待っている時間さえないのかも……。

　焦あせりが全身を搔かきむしる。

「キュート、もういいだろ？　追いかけっこは終わりにしよう。オレは、いつものキュートのほうが……」

「追いかけっこを終わりにしたあと、あたしをどうするの？　黙って理刀のキスを受けて、もとのオチコボレに逆戻り？　それって、すごく無ぶ様ざまだわ」

「このまま放ほうっておいたら、キュートの体が壊れるんだよ。だからオレは、キュートのために……」

「あたしのため？　それとも、人助けをしたいっていう自己満足のため？　あたし、オチコボレに戻りたくないの。この解放感まりよくをいつまでも実感してたいのっ！」

「キュート……」

　踏み出そうとした理刀の腕を、スイートが強くつかんできた。

「わたくしたちの力では、いまのキュートには遠く及びませんわ。ここは、ササラ姫がいらっしゃるのを待つしか……」

　彼女が言い終わるよりも先に、体育フロアに駆け込んでくる影が見えた。

　七色の髪。

　小柄な女の子。

　ロングの黒髪。

　胸に光るペンダント。

　ササラが、百もも香かが、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、いっしょに走ってくる。

　真っ先に聞こえたのは、ササラの声だった。

「キュート、あなたに王命、あるいは厳命を下します！　そこから動く、あるいは逃げることを禁じます！」

　透き通った声は、ちゃんとフロアに響き渡った。理り刀とにもしっかりと聞こえた。

　それなのに……。

「は？　追いかけっこなのに逃げちゃダメって、それはないんじゃない？　動くな？　なにそれ……」

　キュートが、これ見よがしにピョン、ピョンと跳ね回り始めた。銀のツインテールもピョン、ピョン。見ようによっては、子ウサギのようで可愛かわいらしい動きだけど……。

「キュート！　あなたっ、紋章を足あし蹴げにするなんて、どういうおつもりですのっ!?」

　スイートが、キュートにむかって突っ込んでいく。

「うっさいのよ」

　バンッ！　と巨大な手を打ち合わせたかのような音とともに、スイートが弾はじけ飛んだ。

　キュートは、わずかも動いていない。ただ、スイートをひとにらみしただけ。

「スイート！」

　黒媛が、床に転がったスイートへ駆け寄っていく。巴と百香も。

　スイートが、床に倒れたまま起きあがれないでいる。意識はあるようだけど……。

　ササラが、長いまつげを震わせながらキュートを凝ぎよう視ししている。

「キュート、あなた、ま、まさか……そんな……」

　魔界の第二王女の声は、微かすかに震えていて。

　理刀は、キュートの視線をからめとるように彼女を見つめた。

「どうしたんだ？　こんなのキュートらしくないじゃないか。だれかを傷つけてまで……」

「あたしらしいって、どういうの？

　デキソコナイはデキソコナイらしくしてろってこと？

　いつもいつもいつも、引け目を感じてろってこと？

　あたしが強い魔力をもっちゃダメなの？

　なにそれ、みんなただ単に自分より下の存在がほしいだけじゃない！

　自分はコイツよりも上だって、優越感をもっていたいだけなんでしょ！」

「違うよ」

「違わないわよっ！　だって理刀、あたしを褒ほめてくれなかったもの！　発表会であんなに拍手もらったのに！　あたし、あたし、あなたに〝がんばったね〟って言ってもらいたかったのにっ！」

「キュート……」

　理り刀とは言葉につまった。彼女の発表が終わった直後は、褒ほめることよりもキュートを助けたいという想おもいが先にあったから。

「話はあとだ。急がないと……」

　黒くろ媛ひめが、理刀の右隣に立つ。

「キュート、お願いだから……」

　巴ともえも、理刀の左に立つ。

　後ろで、

「もしも、キュートさんをみんなで説得したら？　ん～、もしも、キュートさんをみんなで追いかけたら？　ん、もしも……」

　水鏡を覗のぞき込みながら、百もも香かがひとりでしゃべり続けている。なかなか望ましい未来をさがし出せないようだ。

　彼女の横で、スイートが懸命に床を押して上体を起こそうとしている。

　ササラは、怯おびえを含んだ瞳ひとみでキュートを見つめたまま動こうとしない。

　理刀は、キュートを強く強く強く見つめた。

「キュート、お願いだから、オレにキスさせてくれないか？」

　ときと場所が違えば、とんでもないセリフだ。が、届かなかった。

「いまやるべきことは、キスよりも追いかけっこ勝負でしょ？　自分たちが不利だからって、ちょっと勝手すぎない？」

　冷たい返事。

「らしくないな」

「キュートじゃないみたい」

　黒媛と巴のつぶやきを耳に、理刀は躊躇ためらわず走り出した。

　追いつけなくても、やるしかない。

　黒媛も、理刀からわずかに遅れて走り出す。

　巴がすぐさま、

「朝露の如ごとき霊涕なみだ、朝霧の如き霊舌ことば、朝あさ靄もやの如き霊禱いのり。世はすべて儚はかなきかな朝ノ香の如し。漠ばく々ばくとした雲海を照らす幽光ひかりに願え。嘆なげきの光明は汝なんじらの四肢を解き放はなたん。足お音となき霊軍よ、逝いき往ゆきて朝日散る虚こ空くうに集つどえ」

　死霊の大軍を召喚した。数えきれないほどの死霊たちが、体育フロアを埋め尽くす。

「みんな大嫌いよっ！」

　キュートが、右手を頭上に突きあげた。

　瞬またたく間に暴風が渦巻き、死霊たちがなんの抵抗もできないまま消し去られていく。

「きゃあぁっ！」

「んぁっ」

　黒くろ媛ひめと巴ともえが、風に突き飛ばされるようにして床に転がった。

　理り刀とは彼女たちの姿を横目に捉とらえながら、それでも走った。いまは、キュートを捕まえることが最優先だから。

　走って走って走って、魔力でつくり出された風を突き破り、キュートに跳びかかる。が、予想通りあっさりと身をかわされた。

　それでもすぐにまた、銀のツインテールを追った。追いながら、

「キュートは、キュートのままでいいんだよっ！　オレの中のキュートは、たったひとりだけだからっ！　キュート・フォンターナは、この世にひとりしかいないからっ！」

　この世にひとりだけ、という奇跡なんだから！

「あたしは、フォンターナの娘なの。オチコボレのままじゃ、ダメなのよっ！」

　赤黒い瞳ひとみのキュートが、銀髪を風になびかせながら叫び返してくる。

「いつものキュートのほうが、オレはずっと……」

「あたしはっ！　もうウンザリなのっ！　魔族なのにっ！　たいした魔法も使えないなんてっ！　フォンターナの血族なのにっ！　デキソコナイなんてっ！　本当にっ！　心の底からっ！　ウンザリしてるのよっ！」

　ゴウッ！　と不吉な風が吹いた。

　キュートの銀髪をくくったゴムが千ち切ぎれ飛び、ツインテールがほどけて逆立った。

　質量と重量が数百倍にでもなったかのような空気が、体育フロアでのたうち、荒れ狂い、巨大なうねりをつくり出す。

　なんだ!?


　　　★★★



「テンピィィィィィ、あなたって子はぁぁぁ、なんてことをしてくれたのぉぉぉぉぉ」

　リイザは、テンペランスの両耳をつまみ、ぎゅっと左右に引っ張った。

「そ、某それがしの耳、ポロって、ポロってなるから、や、やめておくれ」

　テンペランスが、眠そうな涙目で懇願してくる。しかしながら、その眠そうな目に反省の色はない。浮かんでいる涙は、間違いなく演技である。涙るい腺せんから分泌されたただの液体だ。あくびのあとに出てくるモノとなにも変わらない。

｛万ばん虐ぎやく無む道どう｝

　やっていいことと悪いことの区別もつけられない、考えなしの妹。ときどき公こう爵しやく家けの処理能力スレスレのことを平気でやってのけるけど、いままではそれなりに助けてあげた。でも、今回ばかりは許せない。

　いつもいつもいつも、楽しければあとはどうなってもＯＫ的な考え方で行動して……。

　情けない情けない情けない。ほんとに情けない。

「あなたって子はぁ、あなたって子はぁぁぁ、あなたって子はぁぁぁぁぁ」

「リィ姉ねえ、ポロッて、ポロってぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」


　　　★★★



　渦巻く風が、キュートの長い銀髪を激しくゆらす。

　彼女が、昏くらい笑みを浮かべている。赤黒い瞳ひとみで。

　キュートが、スゥ───ッと両腕をひろげた。舞台上のエンターテイナーが、満場の客にむかってそうするように。

　理り刀とは、そんなキュートの姿に寒気を覚えた。

　あれがキュート？　可愛かわいい瞳が、愛らしい唇が、透き通った肌が、完全に色彩を失っている。まるで、いまだかつて出会ったこともない悪夢のように。

『微睡まどろみしときは熔とけた』

　地の底から噴きあがってくるような声は、キュートのものではない。

　空気が震えた。

　たったそれだけで、立ちあがろうとしていた黒くろ媛ひめが、再びくずおれた。

　スイートも、ササラも、巴ともえも、百もも香かも、みんな床に倒れ伏している。

　聞こえたのは言葉だけ。なのに、理刀以外はだれも抗あらがうことができない。

『我は真魔の都を統すべし女王、ツェデュヴィーラなり。古いにしえより封じられし怨うらみ、いまここに解き放はなたん。我が使徒たちよ、忌いま々いましき血扉とびらを開け！』

　ツェデュヴィーラ？　だれだ？

　直後、重々しい風がうねり、ぶつかり、渦巻いている中にあって、微風に目を細めるような顔で現れたのは、リイザだった。

　彼女に続いて、理刀の知らない、ゴスロリなドレスを着た女性も跳躍とんできた。

「リイザさん……」

　助かった……、と理刀が息をつく間もなく、

「春日かすがさん、走って！」

　リイザが、紅あかい瞳のキュートを指差した。

「………っ！」

　理刀は、躊躇ためらわずダッシュした。

　背になにかが吸い込まれてくるような感触のあと……………、混こん沌とんの力が爆発した。

　混沌爆弾カオティツク・ボム。

　すべての魔力を薙なぎ払う混沌の爆風が、キュートがつくり出した暴風をあっさりと押し退のけ、体育フロアにひろがった。

「きゅっ！」

　爆風に煽あおられ、キュートが数歩よろけた。

　キュートっ！

　理り刀とは、すべてを投げ出すような気持ちで跳んだ。

　彼女の紅あかい瞳ひとみが、理刀を真まっ直すぐに見つめている。

　逃げないでっ！

　理刀は、キュートの細い体に抱きつき、そのままの勢いで床に押し倒した。頭を打たないよう、彼女の後頭部にしっかりと腕を回しながら。

　なんの抵抗もせずに倒れたキュートが、理刀の耳に低い声をすべり込ませてきた。

『貴様、この牢獄むすめの封を早はよう解け。さすれば、我が呪あ愛いのひと撫なでを授さずけようぞ』

　理刀は、キュートの薄い両肩を床に押さえ込んだまま、彼女の顔を見下ろした。

　赤黒い瞳が嗤わらっていた。が、すぐに赤が薄まり、清らかな空色へ変わっていく。

「り、理刀……」

　キュートの声。それでも再び、しつこく紅がひろがり、

『急ぎ封を解かぬか。憎き奴ばらに気どられる前に、我を解き放はなて』

「あたし、変なの……」

『貴様、もたもたするな。死にたいのか？』

「体の中に、なにかいるわ」

『我はツェデュヴィーラなるぞ』

「理刀、あたし、恐こわい」

　瞳の中で、空色と血色がせめぎ合っている。

　理刀は、キュートに顔を近づけた。

「キュートがキュートだったから、いまがあるんだ。自分を否定したら、いまも否定することになるよ」

　額ひたいにキス。と、そう思っていたのに……。

　倒れていたキュートが、理刀の胸ぐらをつかんできた。

　反撃か!?

　ちゅ。

　一瞬だった。

　顔を近づけてきたキュートが、理刀に唇を押しつけてきた。

　やわらかな甘さが、唇にひろがった。

　チョコレートよりも、ずっとずっと甘いキス。

　キュートの記憶には残らないキスだけど。

　理刀は、空色に染まった瞳に微笑ほほえみかけた。

「…………………………………………………………………………理刀？　どうしたの？」

　きょとんとした顔の少女が、とても愛いとおしい。





エピローグ







　理り刀とに手を引かれて立ちあがったキュートは、「きゅ」と細く長い息をついた。

　発表会の舞台が終わったあたりから、記憶が曖あい昧まいになっている。けど、理刀の声だけはときどき聴こえていた。たぶん、いやきっと、みんなに迷惑をかけたはずだ。

　チョコを食べたことによって、魔力が飛躍的に高まった。

　魔力は、とんでもなく強かった。ふた桁けた台だいの上位陣なみ……、いや、ひと桁台のお姉様たちレベルに届いていたかもしれない。オチコボレとして生きてきた鬱うつ憤ぷんをすべて晴らしてもお釣りがくるほどに。

　だから調子にのった。

　調子にのった挙あげ句く、みんなに大迷惑をかけて……。

　申し訳ないことをした。

　分裂したり、時間をとめたり、走り回ったり、跳ね回ったり、死霊を召喚したり、竜たつ巻まきを起こしたり。みんなみんな、ぼんやりとだが、それでも〝自分がやった〟と言いきれるほどには記憶に残っている。

　いま思うと恥ずかしい。どうしてあんなことをしてしまったのだろう。自分が自分じゃなくなったみたいに。

　理刀とも抱き合っていたような……。

　キュートは、体育フロアに集まっている面々にそれぞれ目をむけた。

　理刀の頰ほおがほんのり紅あかいのは、走り回ったせいだろうか？　よく思い出せない。

　スイート、ササラ姫、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの五人は、床にぺちゃんと座り込んだまま、互いに笑みをむけ合っている。みんなでちょっとひと休み、といった感じ。

　キュートは、チラッとテンペランスに目をむけた。

　どうして、ここにいるのだろう？

　彼女が同じ空間にいるというだけで、どうにも落ち着かなくなる。リイザがいてくれるから、なにも起こらないとは思うけど。

　鼻先をかすめたのは、落ち着く香りだった。目の端で銀の光が流れる。

　なめらかな銀髪をさらさらと流しながら、いつの間にか横に立っていたリイザが、キュートの顔を覗のぞき込んできた。

「キュート、体のどこも痛くない？」

「べつに、痛いところなんてないわ」

「ほんとに？」

「痛いところがあったら、正直に〝痛い〟って言うわよ」

「………よかった。キュートがケガなんかしたら、わたし堪たえられなかったわ」

「だったら、テンペランスお姉様に言っといてよ。チョコに変なもの混ぜないでって」

　理り刀とが、苦笑いを浮かべながらキュートたちの会話を聞いている。

　リイザが、魅力的なウインクをひとつ。

「きつ～く言っておいたわ。テンピィったら、涙目になってたのよ？」

　キュートは、リイザの胸のふくらみに隠れるようにして、テンペランスの様子をこっそり覗のぞき見た。

　フォンターナ家の九女はいま、半分落ちたまぶたの奥から、中空へボッと視線を漂ただよわせている。

　キュートは、リイザの腕をぎゅっと握った。

「もう二度とこんなことさせないでね。絶対よ？」

「そうね。チョコに細工をするなんて、テンピィったらひどい子ね。キュートが無事で、本当によかったわ。ああ、キュート、ぎゅってさせて」

　リイザがおもむろに両手をひろげたから、キュートは反射的に跳び離れた。

「あん、キュートったら、イジワルね」

「お願いがあるんだけど、リイザお姉様、あたしのバッグを教室からもってきて」

「あなたのバッグ？　通学用の？　ちょっと待っててね……」

　すぐに携帯用の魔法陣をひろげたリイザが、その中からキュートのバッグを引っ張り出してくれた。

「ありがと、でね、これをリイザお姉様に……」

　リイザから受けとったバッグ、そのサイドポケットから、キュートはひと粒のチョコレートをとり出した。小さなビニール袋に入れ、口を赤いリボンで巻いただけのチョコレート。それを、

「プレゼントするわ。リイザお姉様にはいつもお世話になってるから、感謝の気持ちよ」

　笑顔を添えて、姉の手に押しつける。

「感謝の気持ち？　え？　キュートが、わたしに、か、感謝、って……」

　リイザの瞳ひとみが、一気に輝きを増した。キラキラだ。

「それ、おいしいから食べてみて。あたしの感謝の気持ちをね、これでもかってくらい、ぎゅ～って凝縮しといたから。あと、〝大好き〟って気持ちも込めまくったのよ」

「だ、大好きって、ほ、本当なの？　ああ、キュート。感激よ。ふふ、泣いちゃいそう」

　さっそく涙目になったリイザが、心底嬉うれしそうな顔でリボンを解いた。そして、ビニールの中からチョコをとり出し、淑しとやかに口の中へ。喜びにあふれた表情のまま。

　理刀が、麗うるわしき姉妹愛を前にして、嬉しそうに目を細めている。

　麗しき姉妹愛。

　違う違う。それは違う。

　強しいて言うなら自業自得？

　リイザがチョコを口にして、一秒、二秒、三秒。ニコニコ顔に微妙な変化が……。

　彼女の瞳ひとみから瞬またたく間に涙が消え、眉まゆ根ねに小さなシワが寄った。こめかみに薄い青筋が浮かぶ。そして、ピッとキュートを指差し、

「わたし、あなたのこと大っっっ嫌いよ！」

　ハッキリと言い放はなった。

　キュートは下唇を嚙かみ、腕を組み、両足を肩幅にひろげて踏ん張った。そうやって、急に怒り出したリイザと対たい峙じする。

　やはり、その手の呪が練り込んであったようだ。相手に対して抱いている感情を負の方向へ誘う呪じゆ系けい術式、といったところだろう。用心して市販のチョコを買っておいてよかった。理り刀とには食べてもらえなかったけど……。

　リイザに食べさせたのは、おとといつくった手づくりチョコである。ゴルパルツインズにほとんど食べられ、ひと粒しか残らなかったアレだ。

　理刀が、目を見開いている。

　スイートたちも、何事かとこちらを見ている。

　テンペランスも、ボ、からジ───に視線を変え、リイザを見つめている。

「ふんだ。嫌い」

　ぷいっとキュートから顔を背けたリイザが、そばにいた理刀に目を留めた。

　それはいきなりだった。

「あなたのことは、嫌いじゃないわよ？　どちらかといえば、好きかしら」

「きゅっ、リイザお姉様、突然なにを……」

「あら、キュートには関係ないでしょ？　わたし、自分の感情を素直に彼へ伝えてるだけよ？　ふんだ。だから、こんなこともしちゃうんだから」

　言うなり、リイザが両腕を理刀の首に回して抱きついた。ぎゅっと。それこそ、躊躇ためらうこともなくぎゅっと。突き出した胸も、これでもかというくらいむぎゅっと押しつけている。彼に逃げる間さえ与えることなく。

「ちょっ、あのっ、リ、リリ、リイザさん？」

　理刀が、頰ほおを紅あかくして驚いている。でも、強引に逃げようとしないから……。

「きゅ─────っ！　リイザお姉様、ちょっと、なにしてんのよっ!?」

　キュートはすかさず、理刀とリイザの間に飛び込んだ。が、密着状態を突き崩すことができない。自らの非力さが腹立たしい。

　ひと粒チョコには、相手への想おもいを逆方向へ引っ張る呪系術式が練り込まれていたはずだから……。

　キュートに対しては、愛から嫌へ。

　理り刀とに対しては、わずかな嫌から好意へ。ただ、キュートの前だから見せつけるためにわざと抱きついているのだ。

「リイザお姉様、理刀が困ってるでしょ!?」

「そんなことないわよ？　ほら、彼にも大人おとなの世界を教えてあげなきゃ」

「教えなくていいのっ！」

「あ、あのぅ、リイザさん、ちょっと離れて……」

「ま、照れちゃって。春日かすがさんって可愛かわいいのね。うふふ、嬉うれしい発見だわ」

　リイザが、理刀の顔に頰ほおをすり寄せた。すりすり。

　体の中で術式が展開されているから、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』に触れても効果が途切れない。

　すりすり。しつこく、すりすり。いつまでも、すりすり。胸もむぎゅ～。

「リイザお姉様っ!?」

　予想外！

　リイザにチョコを食べさせたことが、裏目に出てしまった。

　いまここで、ふたりを引き離すことができないキュートには、できることがひとつしかなくて……。

「きゅ──────────────────────────────────っ！」












あとがき







　最近、ひとりの時間が多いなぁ～、と感じています。

　原稿を書くときは、もちろんひとりです。だれかと楽しくおしゃべりしながら文章を書けるほど、ボクは器用な人間ではありません。

　原稿を書いていないときは……。

①外をテクテク歩いている。

②本を読んでいる

③映画やビデオを観みている。

④犬をガン見している。

⑤猫に無視されている。

⑥たくさんの通行人をこっそりと観察している。

⑦もうひとりのボクとおしゃべりしている。

⑧ちょっとした思いつきをメモっている。

⑨喫茶店などで、あふれている会話をぼんやりと聞いている。

⑩ひ弱な自分を励まし続けている。ファイト！

　大抵、この①～⑩のどれかをやってます。バリエーションの少ない生活です。

　これら①～⑩の状況に身を置いているときも、ほとんどひとりです。

①の場合、いっしょに何キロも歩いてくれるやさしい友だちは、ひとりもいません。

②の場合、だれかといっしょに読書、というのはちょっと面倒です。

③の場合、おしゃべりをしながら観ても、なかなか頭に入ってきません。ネタを拾うため、勉強するため、マジメに観ます。

　残りの④～⑩は、説明するまでもありません。だれかといっしょに、というのはちょっと、いえいえ、かなり変です。

　週に一日だけ、専門学校の生徒さんたちと接する機会があります。

　そのときばかりは、ひとりではなくなりますが……。

　生徒さんたちの元気オーラにぐいぐいぐぐいっと押されっぱなしで、講義が終わる頃ころにはへとへとになってます（エネルギーもたくさんもらってます！）。




　ひとりの時間。

　だれかといっしょの時間。

　時間の配分は人それぞれですが……。どちらも大切にしたいものです。

『きゅーきゅーキュート！』が、読者の方々がもつ〝ひとりの時間〟のよき友であることを願わずにはいられません。

　なんてことを考えつつ、テクテク歩いてます。




『きゅーきゅーキュート！』も、前巻の『ＳＳ』を挟み、お陰様で11巻までシリーズを積み重ねることができました。ボクひとりの力では、到とう底ていこの数字までたどり着くことはできなかったでしょう。

　もしも……。

　武む藤とう此史くりひと先生のスーパー・プリティ＆ビューティなイラストがなかったら。

　担当である笹ささ尾おさんの適切な助言と、編集部の行き届いたサポートがなかったら。

　友人（悪友？）たちの助力（邪魔？　妨害？　横よこ槍やり？）がなかったら。

『きゅーきゅーキュート！』というストーリーは、ここまで巻を重ねることなどできませんでした。そしてもちろん……。

　作者も驚くほど、本当にたくさんの読者様からも支えて頂いてます。

　感無量です！　感涙です！　感激です！　感動です！　感謝です！

　これからも、多くの方々にほんの少しでも楽しんでもらえるよう、がんばります。

　本当に、ありがとうございました！
















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　寒いのが苦手です。ギャグがすべったあとの寒さも苦手。サイフの中身が寒いのも苦手。降り続ける雪を眺めるのは好きなのですが……。冷たいのも苦手です。真夏でもホットコーヒーです。だれかに冷たくされるのも苦手。特に女の子から冷たくされると泣いちゃいます。アイスクリームは大好きなのですが……。

　　寒かったり冷たかったりが苦手なボクですから、人とはあたたかな関係でいたいといつも願っています。ラヴ・アンド・ピ～ス！




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵とか原画等描いて生活してます。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）「繰り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　ゴロゴロ対策に作業部屋からベッドを撤去！

　　これで効率アップ！

　　と、思ったら今度はソファーで寝るようになってしまったでござる。からだギシギシ。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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